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6 月 17 日 、 全 日 本 スー パー フォ ー ミ ュ ラ 選手 権 第 5 戦 の 
搬入 日 を 迎え た スポ ー ツ ラン ド SUGO に て 、 6 月 11 一 12 
日 に 行なわ れ た 2022 年 WEC 第 3 戦 ノ 第 90 回 ル ・ マ ン 24 
時 間 レ ー ス に 参戦 し た 小林 可 夢 偉 、 平 川 亮 の 名 旋 報告 会 
見 が 、JMS 日 本 モー ター スポ ー ツ 記者 会 と JRPA 日 本 レー 
ス 写 真 家 協 会 の 共催 で 実施 され た 。 
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第 90 回 目 を 迎え た ル ・ マ ン 24 時 間 レ ー ス で は トヨ タ GAZ00 
Racing の 8 号車 GRO10 ハ イブ リッ ド (セバス チャ ン ・ ブ エミ ンプ ブレ 
ンド ン ・ ハ ー ト レー ン 平 川 亮 ) が 優勝 を 飾り 、 ト ヨタ の ル ・ マ ン 5 連 
謀 を 決め た 。 も う 1 台 の 7 号車 GRO010 ハ イブ リッ ド (マイ ク ・ コ ン 
ウェ イン 小林 可 夢 偉 プ ホセ ・ マ リア ・ ロ ペ ス ) も 2 位 に 入り 、 ト ヨタ 
が ワン ・ ツ ー・ フ ィ ニ ッシュ を 達成 。 ス ーー パー フォー ミュ ラ 第 5 戦 参 
戦 の た め 、 ス ポー ツラ ンド SUGO 入 り を し た ば か り の 可 夢 偉 、 平 川 が 、 
改め て 記者 や フォ トグラフ ァ ー を 前 に 、 そ れ ぞ れ の 思い を 語っ た 。 


日 本 人 と し て 5 人 目 の 
ル ・ マ ン ウ イナ ー と な っ た 平川 


自分 が ずっ と 目標 と し て きた こと で 、 表 彰 台 か ら の 眺め は 素晴らし 
いも の で し た が 、 実 感 が あり ませ ん で し た 。 も っ と 表彰 台 で 喜ん で お 
け ば よかっ た か な と 思う の で す が 、 ゴ ー ル し て 優勝 し た と いう の が 信 
じ ら れ て いな く て 、 ぼ けっ と し て いる よう な 状態 で し た 。 今 、 振 り 返 
っ て も 実感 は あり ませ ん 。 

可 夢 偉 き さん と 同じ タイ ミン グ で 走っ て 、 2 回目 まで は トッ プ を 争っ 
て いる 段階 で 、 特 に 最初 は 、 ル ・ マ ン の トッ プ 争 い に い き な り 入る こ 
と に な る の で 乗る 前 に 緊張 し て いま し た 。 で も 乗っ た ら 、 結 構 乗 れ た 
と いう か 、 う まく 乗れ まし た し 、 夜 も 間 題 な く 乗 る こと が で きま し た 。 
最後 の 3 回 目 は 7 号車 の トラ ブル が 出 て し まっ た 後 だ っ た の で 、 少 し 
マネ ー ジ し な が ら の 走り で し た 。 結 果 的 に 24 時 間 ス プリ ント レー ス 
が で き て いな か っ た の で ず すけ と 、 少 が く と も こ ス な く 終 えら れ で よ か 
っ た で す 。 自分 の 走行 が 終わ っ た 後 も 緊張 感 が 解け ず に 常に 張り 詰め 
EKD で し た 。 
来年 は も っ と 多く の マニ ファ クチ ャ ラー が 参加 する こと で 、 よ り 厳 
し い 戦 い に な る 反面 、 よ り 注 目 さ れる と 思う の で 、 チ ー ム と し て ハイ 
パー カー で の 3 年 目 と な る 経験 値 を アド バン テー ジ と し て 活か し て 
1-2 を 狙い た いで す 。 


チー ム 代 表 と ドラ イ バ ー 
初め て 兼任 で 臨ん だ 可 夢 億 


まず は た くさ ん の 応援 を あり が と う ご ざ いま し た 。 ト ヨタ GAZ00 
Racing と し て 5 連 騰 、 そ れ も 1-2 を 達成 で きた こと は チー ム に と っ て 
非常 に 力 に な り 、 ル ・ マ ン 24 時 間 レ ー ス が 100 周 年 を 迎え る 2023 年 
に 向け て 、 ポ ジテ ィ ブ に この 成績 を 受け 止め て いま す 。 ひ と つ だ け 残 
SS の は ほ 7 号車 に トラ アル が 四 / た と いう と と の で と こし 関 【 で 
23 年 まで に ほこ の トラ ブル が 光 対 に 出 な いよ うに すず する と エン シン ジニア 
と は 意志 を 共有 し て いま す 。 

個人 的 に は 16 時 間 経 過 ま で 8 号車 と 争っ て いい レー ス が で き て い 
た の に 、1 周 遅れ で ほぼ 勝負 権 が な いよ うな 状態 に な っ て し まっ た の 
は 残念 で す 。 平川 選手 が 言う よう に 、 で きれ ば 24 時 間 ス プリ ント レ 
ー ス を や っ て その 姿 を ファ ン の 方 た ち に 見 せ た か っ た 。 

3 回 目 に ボク が 走る 時 点 で 1 周 遅れ で し た が 、 ク ル マ は 調子 が よく 
て 、 す ご く 気 持ち よく サル ト ・ サ ー キ ッ ト を 走れ た 。 そ こ に は 感謝 し 
2KO が いり な いな か と 思い ます 。 

来年 に 向け て ライ バル が いる の は 非常 に 楽し み で す 。 お そら く 24 
時 間 ト ラブ ル な く 走 り 切 る の は 簡単 じゃ な いと は 思い ます が 、 そ う 言 
っ て いる 自分 た ち が ト ラブ ル を 出し て いた ら ダ メ な の で 、 ト ラブ ル を 出 
き が い ク クル マ を 作る こと が 23 年 に 問 ゆ て キー に か っ て くる で し ょ う 9。 
そこ に 集中 し て 1 年 か け て 準備 し て いく 必要 が ある と 思い ます 。 


【o】 oO らく て 人 ト つと oo 叩 局 


公 較 惑 ? 罰せ 仙 紀 ミミ ・ 
ル へ 並 皿 し コー- QRNYIISAAH 辻 起 
さ ^ いら me 弓 尽 G 暴 区 刻 員 対 
to] り 十 つつ "oo 叩 局 時 三 由 セ 
路 嘩 較 RI ト KT ユー 尽 吉 導 レミ ・ ル へ 蛋 
上 肪 革 選 | 幅 上 の - 山 五 MET そ 英 
匠 撤 晶 色 避 財 jp 公 下 じ 由 つつ 記 陸 求 装 
SC や うい S く や " | 論じ tG 直 区 
いし 8 うっ 刀 B 心 名 っ う 6 じ 下 公 で 
な | | 則 再 ME" 投 坦 め IN っ 
心 財 ぐに 央 で くう 昭 っ 技 で" 
赤 jp さ ・ レ ヘ ハウ ゼ お で 私 8 公共 し S 公 で 
刀 で 3J7 人 トマ イネ 明 証 し せ 尼 jp 最 ぐ 
きる ね いひ GD っ 民 ユ 豆 し や つ 。 (1 
ャ ィ ト じ ) で 協 部 くじ し 指 画 じ 代 っ 
し も SQG」 っ つや させ 時 三 G 忌 部 室 
9 思 明 つつ で "7 
匠 鬼 量 0.QD 「 コ 受 cCLQN し レミ さ ・ ル レ 
へ 9 中 如 つ し っ や うう 77K 紅 ン 
ト J)G ヽ へ 々 ミセ じ 話 YRG せ 1J) っ ょ JJ し 
"時 8 | 剖 相 0 し っ し じ ′ を 


6 さ J 


束 G 時 心 公記 0 二 つ 6 半 せ 下っ の 鶴 
つ H6 つ 宙 paQtQSS 時 三 jpR 公 玩 NG 公 
2QDJG 記 唱 っ KO? 時 客間 弄る 6 や 
Q り 融 *QG ヽ さく ミロ 思い で ン 昭 うっ] 
_JWG 放 っ 2 る や 交 選 ン 訪 因 つ " 

薩 提 由 宝 ln 記 選者 つう お ゼ ^ 首 ロ て 
INN で 公 心 受 陣 武宮 か うり 的 で で て NO" 
つつ さ や 思 参 福 " Nw で NN で GS の で 叩 ) 
つ し 加 画 回 丁 GZiN で NT て S ト セレ 
NN さ ヘ ーー へ ヘ ・ く ーー 到 べ で 取 下 加 呈 
っ や で 時 三 ” 尽 失 時 公選 公記 る ) 抽 
⑩ 直 信じ 0 し じ う 玉 "| て INNT で 私 
ふ ヽ G さ < で や 欠 元 古 政 ン 8 公 で や 
JJ り p 夫 や 選民 RS セ ドー 公 へ 誠 
っ で し っ つつ? 掴 室 票 MC し っ te 
お 公 で 0 し っ うつ 玉 公 。 玖 H6 三 央 昭 
つる っ や で ロ 掲 放 つ " 所 1 


2 ふう 


全く SKY 押 、 


年 提 地 Q 必 0 し うっ 刀 お p 昭 7nG に 
NJ ト J3< ト 投 敵 垢 じ ゃ ot 昭 っ 選 | ) 
時 三 " IN じゃ | (GS 選 ” Q 幅 中 
換 芯 如 避 6) の oKI ト で ヘー 中 し ポ 掴 装 
品 な し 輔 本 ))S じ 0 選 G ド | 中 抄 旦 
や 友 公 で や 昭 っ 

茶 く ti 呈 上 史 時 三 G 祥 税 絡 せく ミー 
NH ヘー ロロ 思 名 で 刀 "性 く Jp TNIN ダ 
さい enG77K 紅 人 で 刀 つ "コー 
らら 選 交 才 つ 屋 で 選 6 ド 据 吸 つ し っ 
pg 中 語 EESJTID こ で NinISEKEETSXNM 
層 縮 和 負 じ レポ ホー スマ で て 6 や くに K 下 そ 
へ ・hH77 人 時 三 @ 晶 熊 剛 を させ ャ K 
選 st@ ヘー へ 公 忠 で て 県 公 Ny で ゼ 人 ト 
H7/ 据 G 咽 六 G 幼 堪 品 財 っ きっ "NH 
GIIiN で て く ミー6 く トド ポー ドル へ KK 
二 直り! いう っ じ し 鳳 で し 円 正 や "NG 甘 公 


TOYOTA 


004 


auto sport 


t 由 ] 


ご 
ノビ 


W つ ーー 兄 の 


ン 
マ 


の 


明 人 交 の 上 ツ トイ ン で /( う 車 が アン グミ カッ ト そ を 
決め る 格好 で 8 号車 に 先行 。 2 台 は 約 2 時 間 後 、 
ドラ 6 同 交 代 が 7 号 申 帳 ペ スス の スナオ 
フ で トッ プ は 8 号車 に 。 5 時 間 と 少し 経過 後 、 平 
川 が GT 車両 の トラ フィ ッ ク に 引っ か か っ た と こ 
ろ を 可 夢 偉 が 逃さ ず 、 7 号車 が 再び 先頭 に 。(as) 


005 auMtOSDOFt 「ext S Photo 古賀 敬介 (Keisuke Koga) Photo @ TOYOTA 


名 し pm 揺 じ め 敵 細 つ 記 っ 心 軍 克 
忌 計 三 G 直 幡 寺 球 前 ひし っ to 

ペー ド 叶 沙 調 ′ 員 世 G 貼 中 ホー ロゼ 
りか ー テ レト NH774J 由 提 表 6 牙 っ 所 虹 
6 時 三公 四 押 jp 事 つ も で で 

| QGQO の 時 GKー ミ ー の F 路 化 美 環 
填 じ 皿 償 色 二 He で 妃 上 人 の 公 了 層間 パ 
6 つ 玉 "人 回 jp 親 持 し に 叫 冊 公 十 
H6t02J)” KK く 之 相 KK て レ ゼ 皿 償 立 必 
けり p 丁 馬 公 攻 し っ 6 や に K 取 し つり 
款 *QGoo 叫 局 ロ て INTN ミ ゼ 本 H6 や で し 
つ 豆 公 。 MM 柚 震 り 貢 つ し お に 収 葉 
べ で 人 SSC” 貴 玩 し で 刀 ン 人 表 コレ 
*0H6 や で つや 」 

林 薬 つ ン 車 O じ っ に 忠司 8 己 
表 皿 公 時 瑞 つる 心 公 の っ 心 聞 IN ロ A 
テー ロー ペー ロ 枢 定 公 押 選 で ふさ ミル 
志 SS^ AKI ト 移 暫 刷 訪 必 NeT)) ロ 
3 で COQ” NG 相 I に 交 民 龍 " コー 
けい く で し 人 篤 で の 赴 舞 間 花環 生 hG 拓 斬 
補記 に で 心 泡 骨 公夫 胡 弄 りり ぶ で 
HK JP 李 軍記 皿 尺 責 剖 @ 
薩 綻 震 パ 式 7 

ペー ド 選 "中 ホース ぜ N ロ ヘー ロー 尽 
ーーIhN さ レザ ゼン” ロロ 〇 つり 更 国 
stejpG し 区 KO 中 陣 " K く も oom 
り 局 豆 地 豚 出品 へ ベー ペーG 配 内 
お 枢 で Net6 届 民 色 で Q 客 玩 坦 し 貢 電 記 
で て INN さ 公則 0 選 6 超人 じ SNe" 
K く し @ 丁 本 門 d 補 "ホー スポ ゼ 陣 国 慰 
個 避 つつ ” く ⑳⑯S 表 昌 所 つ 選 り っ 心 選 7 


工 虹 S・*SSS8 四 NG 導 2” 羽 談 叶 過 二 


N で し jp て INN さ ト N ユ ー ウ ユー ド に 逐 
いく)3 た pa ご AOFSE こ 0 だ て だ 

JJ し 昭 っ 本 0 で he@G 公 ” 苦 財 G ミ 
・ ル へ っ NG 福 並 楓 中 へ 私 ト 補 7 出入 
へ ヘ トレ ゼ 普 族 隊 り 配 較 公 章 填 ” 表 


揚 つ し 部 ぐ ミ ・ ル へ じゃ pcN4 公 区 握 
GS て INN ミ さ 咽 旧 で で | 歪 相 提 本 


2Q 選 の HH 選 NeHSJS で や CO" の 


と Oo コロ O ら せく 寺 二 志 じ ハト KS 配 貞 


の ぐ トッ 


偉 は 、 平 川 と の ギャ ッ プ 


広げ て いく 。 そ の 差 は 6 時 間 


学 


el 


5 時 間 と 少し が 経過 し た と 
を 徐々 ( 


プ ! 


半 思 ie レミ ・ ド ルド へ 机 疾 OS6 や "0 で 
JQOQG 吐 閉じ jp” 尼 提 還 ぐに 忠 
避 SHTIIG 燃 癌 箕 選 環 換 つ " ペー 
玉 層 潮 ロ で ミ 郊 国 ボボ ど し っ t@7 

蘭 吐く で ミー ドー 尽 衝 拉 科 で 5) 
うめ 介 "出羽 色 さ っ 茹 N6 喘 や 
SORT IN で くさ マ 琶 で 懇 擬 間 選 
局 t@ ヽ ミル ye INN さ 色 環 WWNO 
避 綻 埋 ぜ 心 つ し め 末 シン で KO" つ 尽 づつ " 


ーー 


前 
奥 の 看 板 の 前 あたり を 走っ 
(だ に 9 


ほ 約 9 秒 と な っ て いた 「( 手 
て いる の が 8 号車 )。 


ーー 
ュー 


経過 時 ( 
が 7 号車 。 


Q 寺 忠 G 條 時 BC うし ゼ ? 振 同 し SN 
3 うっ 心 邊 っ 記し *0S さ っ" 釘 衣 日 A 
人 A 日 ト せ 電路 公 4HR 出 円 避 罰 く 
レ っ te いつ ) 墨 雪 ロイ INN さ 人 更 
ト J0 さ っ うり っ 心 居 府 じ 態 内 つ し っ nt 
けり 抽 っ で う っ” で し じゃ) 晶 財 SG パ や で ロ 
殆 計 HstGK 球 配 遇 公 ら じ っ 
NG や 応 で め で っ 凡 胡 Ke" トーマ 
中 蛇 穫 G つう) させ 「 皿 々 G ミ ー ム SU 必 
JJ ぐさ ンー や 聞 で 忠 青 ウ ふさ 


to の 8 る Sn 本 か 会 結 弄 簡 つ 守っ っ 


SNIIIRSSNIISE た, で SESNC た 3 
仙 つ っ te] 掲 く 7 

ご の ご 臣 財 G 記 34RS 忘 ytG 暑 結 
GS ミ ・ ル 入鹿 Nm 一 NHIN ト ー 
ユ ス ^ まさ AHS2J 選 シン G IN で くる 色 皇 
ms 貴人 恨 つじ っ to? 交 〇 ロ 〇 レポ ※ 
つっ うふ ヽ ミ トル じ 話 必 尽 人 S レ SG ミ ・ ド ルレ へ や 
3 つや 飛 尿 @ 肛 肖 公 胃 っ ” 選 引 @ 牙 計 
土 殺 SNeAO で GS” て INN さ 咽 


ーー 


と へ て 6 ^ 


006 


auto sport 


ここ *3 


2 

デ 

1 

ww 

連 

「 < 拉 
ーー 

還 

に 
II 
* 
1 た 
EL 
*r 
we 
v 
wF 


TOYOTA 


本 


Q 
FUITSU 
下 如 


人 


に で / 
り た で 属 夫 


| 
1 ま 
1 3 
ー・ 3 
ま 
6 や N 


VIOA01 


YIOAOL 


() 生 l 衝 ピッ ト に 乗 交 6 お IETYP ァ 
イ バ パー 交代 も 含め 、 3 号車 の 丘 ッ ト 作 
業 司 本 間 然 あお る の ら こ の が の 027 た 
( 左 ) 7 号車 に も 勝機 は 間違い な く あ っ 
た 。 ホ セ ・ マ リア ・ ロ ペ ス が 自身 1 回 
目 の ド ライ ブ 中 に コー ス オ フ を 喫し 、 ト 
ッ プ か ら 2 番 手 に ダウ ン す る な ど は あ 
っ た が 、 残 り 8 時 間 を 迎え よう か と い 
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栄光 いう 扉 の 開 り 方 


人 は な ぜ "異端 に 大 か れる の か 。 それ は 、 どこ か に 隠し 持っ て いる "他人 と は 違う 在り 方 へ の 憧れ を 刺激 
され て いる か ら だ 。 “リヤ ウイ ング レス の プジョー9X8 は 求め られ て いた 刺 激 を の も の に 他 な ら な い 。 


ー ーー 


初回 の 開催 か ら 99 年 、90 回 の 歴史 を 有 し 、| 世界 3 大 レー ス 」 の ひと つ に 数 えら れる ル ・ マ ン 24 時 間 
レー ス 。 サ ルト に は | ル ・ マ ン ウイ ナー」 の 称号 を 求め 、 世界 中 か ら 挑 戦 者 た ち が 集 まる 。 そし て そこ に は 、 
いつ の 時 代 も | 自分 た ちの や り 方 で 獲る こと に 価値 が ある 」 と 考え る 作り 手 が い る 。 その オリ ジ ナ リティ 
の 追求 が し ば し ば "異端 事 を 生ん で きた の だ 。 


| ル ・ マ ン の 栄光 ] だ けが 放つ 、 あま り に も 有 丹 し い 輝き 。 扉 の 隙間 か ら こ ぼれ る 光 に 装 き つけ られ て 生ま れ た 
箕 端 車 は いか に し て その 扉 を 開け よう と し た の か 一 一 。 そこ に こそ 、 観る 者 を 刺激 する 何 か が が ある 。 
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公開 車検 場 で か が みこ ん で いる 姿 を 毎年 の よう に 目撃 
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な いこ と が 9X8 の 最大 の 特徴 で 、 こ の 段階 
IOIIAUDNIS 0 2 に コーU の シソ / 
ァ で も や は り 、 リ ヤ ウ イ ング レス の 状態 で 
iP 選 U UN 
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ディ ックス (追加 で 補う 記述 部 ) に まとめ 
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の 下限 、 空 力 効率 (L/D) の 上 限 、 そ れ に 、 
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エン ジン は GT-R LM NISMO の た め に 、 ニ / ト 

スモ が 主体 と な っ て 開発 し た 。 サ イズ と 


重量 を 最 優先 する な ら 2.02 4 気筒 を 選 准 
択 す る こと も 可能 だ っ た が 、 熱 効率 と 車 , 
両 搭載 性 を 勘案 し た 結果 、3.0 2 V6 直 噴 


ツイ ンタ ー ボ に 落ち つい た 。V6 の 場合 、 を MWh 1 
バン ク 角 は 60 度 と 90 度 が 考え られ る 0 Nil55ANNI 
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(2016 て 20 年 の トヨ タ TS050 の 2.4 2 V6 " 生 
は 90 度 を 選択 )。VRX30A と 命名 され た 8 * 


GT-R LM NISMO の V6 エ ンジ ン は 60 度 と 
し た 。 空力 性 能 を 高め る 狙い か ら 、 エ ン 
ジン ブロ ッ ク の 脇 に 空気 の 通り 道 を 設け っ wy * 
る 都合 で 、 幅 方 向 に スリ ム で ある こと が 
SK0OM う 757020a 時 Co ー 
ジャ ー も 本 来 な ら 低い 位置 に 置き た いと 
の の INU クノ ク ド そ と) の / 
め 、 高 い 位置 に 配置 され た 。 圧縮 比 は 
12.5 以 上 、 最 高 出力 は 455kW (619ps) 
以上 、 最 大 トル ク は 900Nm 以 上 と 発表 さ 
れ て いる 。 常用 回 転 数 は 4500 一 7000rpm 
と し 、 熱 効率 の 観点 か ら 低い 
回 転 数 で 静か に 走っ た 。 最 
大 熱効率 が 43 % に 達する 
高 効率 エン ジン だ っ た 。 
(K.S) 
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ファ アイ バー の ント 2 クー 0 。 
まで 通さ な けれ ば な ら な い の だ 。 そ の た め 
に は 、 エ ンジ ン を 必要 以上 に 高い 位置 に 配 
置 す る し か な い 。 そ の うえ 、 後 輪 に 動力 を 
伝え る た め に リヤ の ギヤ ボッ クス が 必要 だ 
っ た 。 と ころ の の 昭 2 ウド の 陸 ( 6 
ドラ イブ シャ フト は 後 輪 に その トラ ンス ミ 
ッ シ ョ ン を 結合 させ る こと が で き な か っ た 。 
重要 な スル ー ダ クト の 邪魔 を する こと に な 
る か ら だ 。 結局 、 複 雑 な ジョ イン ト と シャ 
フト を 持ち 上 げ 、 ダ クト の 上 を 通し 、 再 び 
ホイ ー ル の 位置 に シャ フト を 下げ る と いう 
手法 を 採ら ざる を 得 な く な っ た 。 こ れ が マ 
シン に さま ざま な 問題 を 引き 起こ し た 。 
「 革新 の た め の 革 新 の 追求 に な り 、 ほ か と 
異な る こと を する た め だ け に 、 目 先 を 変え 
る と ど という: 伏 / 省 00OM6000 二 当 の ウロ クラ 
ム は 絶対 に うま くい か な いと 、 周 囲 を 納得 
させ る こと は 不可 能 だ っ た 。 誰 も そん な 話 
を 聞き た く な か っ た か ら だ 。 大 成功 を 収め 
る こと が か が でき.505400000050ellst 
本 当 ( 避 ラス ク 200.(aieoi el 
後に 、 あ る エン ジニ ア は 不満 を 漏らし た 。 
ハイ ブリ ッ ド シス テム が 確実 に 機能 する 
こと は 一 度 も な か っ た 。 何 度 も 修正 を 試み 、 
レー ス 表 時 200000 0 Sa 
た が 消 局 | 久 目 隊 き 4040 20 MI の 
規則 は ハイ ブリ ッ ド シス テム 搭載 を 求め て 
お り 、 ョ アラ レボ ( 全 ル レ 生 2 ドド ラン 
スミ ッ シ ョ ン な ど が まっ た く 機 能 し な か っ 
た と し て も 、 す べ て クル マ に 搭載 し て お か 
な けれ ば な ら な い 。 単に V6 エ ンジ ン で 前 
倫 を 駆動 する だ け の マシ ン に な っ た 。 
GT-R LM NISMO が 抱え た も う ひ と つ 


の 大 き な 問 題 は 製作 拠点 だ っ た 。 ボ ウル ビ 
5 に ョ 5 人 二 025E ル ルン ショ ( 
アナ ポリ ス に ある 自宅 の 近く で マシ ン を 製 
DP USES の ゃ っ (tat の / コ (の 4 ドジ 
ディ アナ の 専用 工場 で マシ ン が 作ら れる こ 
と に な っ た 。 資金 の 一 部 を 北米 日 産 が 提供 
GU NO SR シン ドドン 0 
UERAIeoIO こっ アッ レッ シリ こび ひ 
けら れ て いた 。 長 年 、 あ ら ゆ る 主要 な 国際 
22208 ウー ツク グン クリ ーー カバ 
KIBI2L MASK2 シ ンク EE2EEiEE 記 記 康 

0 シィ クン 回 ダ イ ク 、 イ ン デ イィ カー 
クシ の 2 IEecl2 ポ IEESOees_ 
きま 手 RBSSESI2300 ニタ 262 の 
マシ ン を 作る 技術 的 な 専門 知識 が アメ リカ 
SCANIUNAS27( レル | ョ リン 
用 ド 69 昭和 クン ルー こ の シテ ル 
・ ア メリ カン ・ レ ー サ ー ズ (AAR) が シャ 
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シー の 製作 を 請け 負う こと に 。AAR は 10 
年 以上 、 トッ プク ラス の レー ス 車 両 を 製造 
隊 加 92 る 7eaEIM の クラ ツン ユ テ スト 
で は 2 回 も 不 合格 。 彼 ら の 経験 不足 を 物語 
GU で や で ト ラブ アル が 次 々 
ip を に 5 本 me2XSKS 2 の CIHNG ) つ 7 こ 。 
(AB の 0 作 289 の 還る の パイ ノリ ッ ド シ 
ステ ム が 計画 どおり に 機能 、 ル ・ マ ン の 長 
生井 l20N き SU 貞 素 U い ペー ス で 走れ 
て 、 サ スペ ンション の 破損 を 気 に せ ず 緑 石 
を 活用 で き て いれ ば 、 ア ウデ ィ に 迫る ラッ 
プ タ イ ム を 記録 で きた か も し れ な い 。 LMP2 
より 重く 、 ハ イブ リッ ド シ ス テム が 機能 
9 の 5 GU た と いう 
0 寺 還 三 99224 000528202 2 人 A の | まう が 
速かっ た の だ 。 設計 や 構造 が も っ と まとも 
(人 OSGUDa2 う 下 シン 全体 の ヨコ ン 
ZN まま 仙 朋 員 G く だ た だ に 違い な い 。 


ハイ ブフ ブリッド シス テム が 機能 せ ず と も 
ラフ ラップタイム は LMP2 よ り 速 か っ た の だ 


Nissan DeltaWing 


実験 的 な 取り 組み を 行なう 車両 に 与え られ る 「 ピ ッ 


ト 56」 枠 か ら 2012 年 の し ・ マ ン に 出走 し た 。 ド ラッ 
グ と 重量 を 大 幅 に 減ら せ ば 、 エ ンジ ン パ ワー は 小さ 
く て も 従来 と 同等 の スピ ー ド を 確保 し な が ら 、 少 な 
0WA 料 目 費 I で 走る こと が か で ぐ で きる と いう ヨン セッ クト た だ 
人 軸 ( の 同 ン ドク ショ ン は トド ラック 
低減 の た め 。 必 要 な ダウ ン フ ォ ー ス 
は すべ て 床下 で 発生 させ る 。 量 
産 ベ ペー ス の 1.6 2 直 4 ター ボ は 
最高 出力 220kW (300ps)。 
車 重 は 475kg と 、LMP1/ 
P2 の 約 半 分 だ っ た 。 
(K.S) 


NISSAN 


J-PDumas 
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ンー ンー 「「 ルレ こ /4 . パ 
gs 捕 く で し NN た N さ バ り い 
電 いそ 


メ 


ジョ ニー・ バ パー バー ト ジ フ ォ ル カー・ バ イド ラー ググ ベル た 。『 私 の 知る 限り 、 ド イツ 人 の 気質 と し て は 、 追 われ れ 
トラ ン ・ ガ ショ ー 組 55 号 車 マ ツ ダ 787B は 19 番 手 か ら ス 。 ば 必ず 逃げ よう と する 。 余裕 が ある な ら 、 少 し プッ シュ 
ター ト し て 2 時 間 後 に は 9 番手 、 8 時 間 後 に は 4 番手 に し て みよ う 』 と いう も の だ っ た 」「13 時 03 分 、 つ い に 55 
進出 する 。 そ し て スタ ー ト か ら 17 時 間 午 前 9 時 時 点 で 2 号車 マツ ダ 787B が コン トロ ー ル ライ ン を 通過 し 、 ト ッ プ 
番手 に いた 。 ト ッ プ を 走る の は メル セ デ ス C11。 | 大 橋 監 _、 に 躍り 出る と メデ ィ ア セン ター で は 喝 来 の 声 が 上 が り 、 グ 
督 は 、 大 川 キ ヨ を 呼び ドラ イ バ ー に ペー ス ア ッ プ を 指示 ラン ドス タン ド か ら も 大 き な 歓 声 が 沸き 起こ っ た 」( 三 樹 
する よう に 促し た 。 コ ン サ ル タ ン ト の イク ス の 提案 だ っ 書房 刊 MAZDA at LE MANS よ り ) 


開発 部 門 で は 83 年 か ら 高 出力 化 計画 を 進め て いた 。 テス ト の 段階 で 高い 燃焼 温度 や 排出 熱 を 処理 し きれ ず 、 
マル チロ ー タ ー 化 な ども 検討 され た が 、 比 較 的 取り 組 ター ビン ブレ ー ド が 溶け た り 、 潤 滑 オ イル が 焼け て し ま 

みや すい ター ボ 過 給 案 が 優先 され る こと と な っ た 。 当時 うな どの トラ ブル に 悩ま され る こと に な っ た 。 

最 先 端 と 言わ れ た 英国 の マー チエ ンジ ニア リン グ 社 の 84 年 の WEC 富 士 1000km に 実戦 投入 する も 、 エ ンジ ン 

84G シ ャ シー を テス ト 用 に 購入 し 、 そ れ に 13B ツ イン タ トラ ブル を 起こ し 、 開 発 は 凍結 され て し まう 。 当 時 の 技 

ー ボ エン ジン を 搭載 する こと に 決め た 。 し か し 、 ベ ンチ 術 で は 燃焼 を 制御 し きれ な か っ た の だ 。 


auto sport 


IMAZUA 


| 東 添 』 の 異端 者 還 R26B 4 生 一 ター・ 口 三 タ リー エン 


か つて マッ ズ ダビド に を 矯 。 広報 を 担当 し だ 三 清正 人 氏 が 編集 拉 筆 を 担当 し た 一 冊 の 本 が 三樹 書房 より 上 梓 さ れ た 。 
| マツ ダ の ル マ レ ジ 肝 戦 スト ー リ ー 1974-1997」 だ 。 三浦 氏 が 見 届け た 1991 年 の ル ・ マ ン 優 勝 を ハイ ライ ト に 。 

当時 の 東洋 工業 が な ぜ ロ ー タ リー エン ジン で ルマン 挑戦 を 始め る こと に な っ た の か 、 そこ か ら 歴 史 を 紐解い て いく 。 
書 中 に は 通常 の 到 一 ス る 取材 だ け で は 得 ら れ な い エ ピ ソ ー ド が 多数 ちり ば め ら れ て いる 。 

そこ で 、 その な か か ら エ ンジ シ 開 発 に テー マ を 絞り 、 8 つの スト ー リ ー を 改め て 三浦 氏 に 執筆 を 依頼 し た 。 


Text @ 三浦 正人 (MasamWlMiura) 文 過 思 ⑳ マツ ダ 株 式 会 社 ZMZ Racing ノ SAN-EI 


MIAZDA 
LE MANS 


* WI'3 MAZDA at LE MANS 
コ っ ア 。( Fl @ ハー ドカ バー 
 @19. 1x2.5x26. 5cm 


と @ 272 ペ ー ジ ご 
@ 定価 : 5.500 円 ( 和 ) 
… _ 者 @ 三 知 書 房 和 
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Episode 


を っ /。 ーー 


メル と 。 さぶ ァ の と 


MARCH 84 ご 


WEC イ ンジ ャ パン 1984 富士 1000 | こ | ライ バル に 対抗 し て 目指 し た 高 出力 化 
km に お いて マー チ 84G に 搭乗 し た hy 9 時 Ne 

の は 片山 従 野 。 途 中 ター ボ ユ ニ ッ 還 13B タ ー ボ が 実現 し な か っ た 要因 

ッ ト 交 換 等 が あり 完走 し た も の の ' 'Y 。 人 )」 

周回 数 不足 で ノー リザ ルト に 。 ' 


970 年 代 に 富士 グラ ンチ ャ ン ピ オ ン レ ー ス 用 と し 

We [ 1 て 熟成 を 図っ て きた マツ ダ 13B 型 2 ロー ター・ 

193B TURBO が | ー テ に ー Wi] | ロー タリ ー エ ンジ ン は 、 高 出力 タイ プ の ペリ フェ ラル ポ 
燃焼 制御 に 課題 が 残り 熱 を 克服 で 但 計 生還 ー 員 に ー ト 仕様 が ル ・ マ ン 24 時 間 レ ー ス 挑戦 に も 活用 され た 。 
た し か し 、650PS 以 上 と 言わ れる 格 上 ラ イ バ ル の グル ー プ 


エン ジン 。 タ ー ボ 化 を 断念 。 翌 85 間 5 9 
C1 車 両 に は 対抗 で きる も の で は な く 、 東 洋 工業 ( 現 マ ツ ダ ) 
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767B 
マツ ダ 767B は 89 年 ル ・ マ ン で 3 台 と も 完走 。 
201 号車 が 日 本 車 最上 位 の 7 位 で 自己 目標 周 
回 数 を 達成 し た 。 し か し それ で は 総合 優勝 を 
狙え な いこ と も 明らか に な っ た 。 写真 の 203 
号車 寺田 欧 デ 時 本 ツ ン 公 催 ト ラー 組 は 12 億 。 


MAZDA 


| 3 | き 


写真 の 13J 改 88 年 モ 
デル の 550PS か ら 89 
年 は 一 気 に 630PS へ 
出力 アッ プ 。 2 段階 
切り 替え 式 可変 吸気 
シス テム を 採用 し た 。 


Episode 


_1989 


正 業 風 土 の 違い か ら 対 立 。100PS ア ッ プ の 公約 


ツ ダ の 商品 開発 の すべ て 
マ を 管理 監督 する 立場 で あ 
る 商品 企画 開発 本 部 長 と な っ た 達 
富 は 、 モ ー タ ー ス ポー ツブ プログラ 
ム の 開発 スピ ー ド 加速 を も くろ み 、 
マツ ダ の 車両 実験 部 長 経験 者 を マ 
ツ ダ スピ ー ド の 代表 者 と し て 送り 
込む 決定 を 下 し た 。 そ れ ま で 、 実 
行 部 隊 の マツ ダス ピー ド と 本 社 の 
開発 部 隊 は 必ず し も 常に 友好 な 関 
係 で は な か っ た が 、 こ れ で 風通し 
は 良く な る は ず で あっ た 。 
まだ 、。 マ ツタ 社内 に モー ター スズ 
ポー ツ 主 査 と いう 機能 を 創出 し 、 
広報 部 に 置い て いた モー ター スポ 
ー ツ 事務 局 を 達 富 の 直接 管理 下 に 
直人 と どど も た だ た 。 し か し 。、 マツ ッ グ 
と マツ ダス ピー ド の 企業 風土 の 違 
い は 大 きく 、 コ ン フ リク ト は 思い 
の ほか 深刻 で 、 開 発 部 隊 の 縦 割り 
指揮 系 統 は 、 即 決行 動 が 求め られ 
る レー スチ ー ム 現場 に は マッ チ し 
な いこ と が 次 第 に 明らか と な る 。 
呈 放 で 、 マ ツタ 祉 内 の 二 ター 
スポ ー ツ 意識 は 大 きく 変化 し 、 開 
発 予算 も 増え 、 多 く の 部 署 が 協力 
で きる 体制 が 整っ て きた 。 パ ワー 
トレ イン 開発 部 で は 、550PS の 
13J 改 エン ジン の パワ ー ア ッ プ を 


さま ざま に 検討 。 低 速 キ ルク が 必 
要 な 場面 で は 長い 吸気 管 か ら フ レ 
ッシュ エア を エン ジン 内 部 に 送り 
込み 、 パ ワー か が 必要 な 高 回 転 域 で 
は 吸気 管 が 短く な る 2 段階 切り 替 
え 式 可変 吸気 シス テム を 導入 する 
の で が つた し 。 

これ に より 、13J 改 (89) エン 
ジン の 最高 出力 は 一 気 に 630PS 
に まで 向上 。 シ ャ シー の 改良 も 相 
まっ て 、89 年 の マツ ダ 767B は ル 
・ マ ン で は 7 位 、 9 位 、12 位 の 
好成績 を 残し て いる 。 し か し 、 達 
富 は この 成績 に 不満 で あっ た 。 優 
勝 を 目指 す と 明言 し 攻め の レー ス 
を 展開 し た ニッ サン 勢 の 戦い 方 を 
見 て 、 マ ツ ダ も 速 さ で 勝負 し な け 
れ ば ダメ だ と 痛感 し た と いう 。 
24 時 間 レ ー ス フィ ニッ シュ 後 の 
チー ム デ ィ ナ ー で 、 達 富 が ドラ イ 
バー の ピエ ー ル ・ デ ュ ド ネ に 「 騰 
つた め に ほど と うし だ ただ ら よい が か が |] と 
尋ね る と 、「 あ と 100PS 必 要 で す 」 
と 彼 は 答え た 。 す る と 、 達 冨 は そ 
の 場 で すく っ と 立ち 上 が り 、 チ ー 
ム メ ン バ ー 全 員 に 向かっ て 、「 来 
年 まで に 100PS パ ワー アッ プ さ 
せま す 」 と 宣言 し て し まっ た の は 
有名 な 話 だ 。 


9 1 。』 
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[3 ロー ター を 3 日 で 4 ロー ター に せよ 」 
リー ダー の 無理 難題 に 直面 し た エン ジン 設計 部 


985 年 の 1 年 間 を 費やし 、 

183 婦 ジン に 1 昌一 
ー 分 の 燃焼 室 を 追加 し た 13G 型 3 
ロー ター エン ジン が 完 成 。 駆 動 系 
の 未成 熟 に よっ て 86 年 ル ・ マ ン 
に 挑ん だ 新開 発 の マツ ダ 757 は 2 
台 と も リタ イア の 愛 き 目 に 闇 う も 
の の 、 翌 87 年 は 1 台 が 日 本 車 初 
の シン グル 入賞 (7 位 ) を 果たし 、 
一 気 に マ ツ ダ の ル ・ マ ンチ ャ レン 
ジ は 世間 に 知ら れる よう に な る 。 
し か し 、 ル ・ マ ン の た め の 開 発 
テス ト と し て 位置 付け られ て いた 
国内 耐久 レー ス で は 、 抜 群 の 耐久 
性 を 誇る が 、 中 位 集団 フィ ニッ シ 
ュ が や っ と で あっ た 。 そ れ を 見 た 
パワ ー ト レイ ン 開 発 部 長 の 達 富 。 
夫 は 、「 ど うに か な らん の か っ 」 
と 徹 を 飛ば し 、「 3 ロー ター 化 が 
で きた の だ か ら 、 理 論 的 に は 4 ロ 
ー タ ー 作 ほ 半 し く な い ほ ず ま 、3 目 


で 作れ 」 と 部 下 に 指示 し た 。 こ れ 
を 無 余 振り と 跳ね 除け て し まう の 
は 簡単 だ っ た が 、 エ ンジ ン 設 計 首 
に は 気骨 の ある 男 が いた 。 当時 の 
設計 責任 者 だ っ た 栗 尾 電 之 は 、「 面 
白く な っ て きた な | と ひと り ご ち 
て 、 な ん と 10 日 後に は 4 ロー タ 
ーー 試作 エン ジン を 完成 きせ て いる 。 
その 当時 の レー ス 用 エン ジン は 、 
よう や く 燃 料 供給 シス テム に 電子 
制御 が 使わ れる よう に な っ た ば か 
り 。 車 載 計測 器 は カセ ッ ト テ ー プ 
に デー タ を 書き 込む アナ ログ 技術 
中 心 の 時 代 で あっ た 。450PS の 
3 一 ター エ シ ン ン か が から 、 昌一 
ター の 13J) エ ンジ ン は 550PS に パ 
ワー アッ プ し た が 、 燃 費 は 当然 悪 
化す る 。 ル ・ マ ン で は ラッ プ タ イ 
ム と 好 燃 費 の 両立 が 求め られ る た 
め 、 エ ンジ ニア た ち は 新 た な 攻 題 
に 挑む ご と と な っ た 。 


13] "3 ロー ター か ら 100PS 増 を 達成 し た も の の 37kg 増 と 
' な っ た 13J。 軽 量化 と 全長 短縮 が 次 な る 課題 と な っ た 。 


757 
4 ロー ター デビ ュー 
は 1987 年 の 富士 500 
km レー ス 。 3 ロー タ 
ー エ ンジ ン 搭 載 の マ 
ツ ダ 757 に 4 ロー タ 
ー エ ンジ ン を 搭載 し 
た 757E は 重量 増 で 
ジャ シー ツ パ ラシン シス に 
課題 を 抱え た も の の 
4 ロー ター の 可能 性 
を 確認 する こと が で 
だり 
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_1990 


< ゴロ ア ^Y 丘 る 写 ゴ 旦 
Fa っ 
= モ の ー 


800PS/10000rpm を 達成 せよ 
マツ タ 開 発 部 門 全体 に 支援 の 大 号令 


発 部門 が マツ ダス ピー ド を 支配 し 、 マ 
判 ツ ダ が 御 し や すい 環境 を 築く と いう 考 
え 方 が 幻想 だ と 知る と 、 達 富 は 再び 組織 改革 を 
断行 。 マ ツ ダ スピ ー ド の ボス で ある 大 橋 孝 至 と 
対等 に 議論 が で き 、 諸 事 を フレ キシ ブル か つ ポ 
ジテ ィ ブ に 進め る こと が で きる 三代 目 RX-7 開 
発 主 査 の 小早川 隆治 を 兼務 で モー ター スポ ー ツ 
主査 に 指名 し た 。 ま た 、 マ ツ ダ スピ ー ド の 機動 
性 を 尊重 し 、 大 橋 や 実行 部 隊 を 米 配 し て いた 寺 
田 陽 次 郎 を 働き や すく する た め 、 マ ツ ダ スピ ー 
ド 常駐 役員 に は 営業 本 部 出身 の 森丘 幸宏 を 据え 
た 。 そ の 上 で 、 マ ツ ダ 開発 部 門 全 体 に 対し 、 全 
社 を 挙げ て ル ・ マ ンプ ログ ラム を 支援 する よう 
大 号令 を か けた 。「 エ ンジ ン は 800PS と 燃費 
10% ア ッ プ を 必 達 と し 、 レ ー ス 車 開発 、 レ ー ス 
チー ム 運 営 支援 に 有益 と 思わ れる こと は 忠 踏 せ 
すず 提案 すべ し 」 と 。 
パワ ー ト レイ ン 設 計 部 で は 、 必 達 目標 に 対す 
る エン ジン 関連 アイ デア 募集 が 大 々 的 に 展開 さ 
れ た だ た 。 13B エ ンジ ン の エキ セン トリ ッ ク シ ャ フ 
ト に テー パー 継ぎ 手 を 使っ て 3 ロー ター 化す る 
アイ デア を 実現 し た 経験 を 持つ RE( ロ ー タ リー 
エン ジン ) 設 計 部 の 山本 修 弘 (の ちの 四 代 目 ND 
ロー ドス ター 開発 主査 で あり 現 ロ ー ド スタ ー ア 
ン バ サ ダー) は 、「 ア イデ ア は 各部 署 か ら 集まり 、 
その 総数 は 1000 件 に も 上 り ま し た 。 私 は 事務 
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局 の 担当 者 と し て 、 分 
類 と 体系 付け を 担当 し まし た 」 
避 語 る て いる 。 

| その な か で 重複 する も の や 
あま り に 突飛 な も の を 省き 、 
まとめ た 結果 、 3 プラグ 
化し て 安定 し た 強い 点火 
を 得る 案 、 ロ ー タ ー 軽 量化 と 圧 
縮 比 変更 、 空 燃比 フィ ー ド バッ クシ 
ステ ム 、 無 段階 可変 吸気 な ど が 採用 され る こ 
と に な り ま す ]」。 当初 の 800PS/10000rpm の 案 
は 、 発 生 す る 熱 を 処理 する 冷却 シス テム と の 
トレ ー ド オフ で あま り 意 味 が な く 、 高 回 転 に 
対応 する ギヤ ボッ クス が 存在 し な いこ と か ら 、 
700PS/9000rpm を 新た な 必 達 目標 に 差し 替え 
5 ここだ と が つた だ 。 

加え て 、 主 に 燃料 供給 コン トロ ー ル に 使っ 
て いた ECU の 制御 領域 を 拡大 し 、 空 燃比 フィ 
ー ド バッ ク 、 可 変 吸 気 コ ント ロー ル 、 各 セン 
サー 類 か ら の デー タ 収 集 な ど を 追加 。 前 年 か 
ら 電 六 し て いた PP データ 且 ギ ンク シス テム と 
暫 まる こと が で きる よう に な っ た 。 また だ た 、 エ 
9 ez も スラッジ gm と な どの 生 
成 を 極力 抑え る ロー タリ ー エ ンジ ン 専 用 オイ 
ル を メー カー と と も に 開発 し て いる 。 さ ら に 、 
今 で は 珍し く な い テ レ メ ト リー シス テム を い 


5 お 
w め 


テ 


に 2 ベツ 


無 段階 可変 吸気 、 3 
プラグ バグ 化 、 高 圧縮 化 、 空 

燃比 フィ ー ド バッ ク 制 御 な ど 
を 採用 し 出力 700ps/ 9000rpm、 
トル ク 58kg-m グ 7500rpm を 達成 し た 
R26B(90) エ ンジ ン 。 専 用 エン ジン オイ ル 
の 開発 な ど に も 着手 し た 。 


ち 早 く 導 入 し 、 エ ンジ ン や 車両 の 状態 、 燃 費 や 
残 燃料 を リア ル タ イ ム に 検知 し 、 レ ー ス マネ ー 
ジ メ シ トド に 消 用 ずる こと を 更 行 し で いる 。 また 、 
オー ルカ ー ボ ンコ ン ポ ジッ ト 製 と な っ た 車体 側 
も これ まで の サイ ドラ ジ エ タ ー を 改め 、 フ ロン 
ト に ラジ エタ ー を 移設 。 ト レッ ド を ナロー 化し 、 
ロー マウ ント リヤ ウイ ング や 突起 の 少な い エ ア 
ロボ ディ な ど を 採用 し 、 長 い ユ ノ デ ィ エ ー ル ス 
トレ ー ト で タイ ム を 稼ぐ シャ シー を 目指 し て 大 
幅 改 善 を 盛り 込ん で いた 。 し か し 、 シ ャ シー 側 
の これ ら メ ニュ ー が 裏 目 に 出る こと が 、 現 地 サ 
ルト サー キッ ト に 赴 い て 初め て 判明 する こと に 


な っ 黄 記 
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り 4 ,。 致命 的 短所 と 、 地味 すぎ る クラ ス 優 勝 記 録 


・ マ ン 名 物 の ひと つ 、 6 km に 及ぶ ユノ ディ エ 不安 定 と な り 、 さ ら に スロ ッ ト ル 開閉 が 増え る こと で 
ブレ ルト レー ト が 、 コ スト 高騰 を 招く マシ ン 燃費 は 悪化 の 傾向 を ホ す こと が 分 か っ た 。 
開発 競争 を 煽っ て お り 、1980 年 代 後半 に は 悲惨 な 事 レー ス を 走り 出す と 、 実 戦 経験 不足 か ら さ ま ざ ま な 
故 を 招い て いた た め 、FIA/FISA は 安全 性 を 確保 する トラ ブル が 787 を 襲う こと に な る 。 ブ レー キ 不 調 、 ハ 
よう 指示 。ACO は 、89 年 大 会 後 の オ フシ ー ズ ン に ス ブ の ガタ 、 オ ー バ ー ヒ ー ト 傾向 、 コ ク ピ ッ ト 内 の 温度 
トレ ー ト を 2km ず つ に 分 害し 、 超 ハ イス ピー ドコ ー ス 上 上昇 な ど だ 。 そ し て 、 レ ー ス 半ば で 1 合 が エン ジン プ 
だ っ た サル ト サ ー キ ッ ト の 低速 化 を 狙う 改良 を 施し て ロー で リタ イア 。 残 る 1 台 も ほど な く 電 気 系 統 の トラ 
いる 。 イ ンタ ーネット が な い 当 時 、 ど うい う レ イア ウ ブル が 致命 竹 と な り リ タイ ア 。 残る 片山 義 美 プ 寺田 ノ 
ト に な る か を 明確 に つか ん で いな か っ た エン トラ ント 従 野 孝司 組 の マツ ダ 767B が た だ 1 台 フ ィ ニ ッシュ し レ し 、 
た ち は 、 彼 の 地 に 完成 し た コー ス を 見 て 驚く ば か り で 総合 20 位 、IMSA GTP ク ラス 4 年 連続 優勝 の 記録 を 
の つた だ 。 残し た が 、 そ の 地味 な 記録 に 着目 する 人 は 希少 で あっ た 。 

その 中 に マツ ダ 陣 営 も いた 。RE 最 後 の 年 に すべ て 
を か ける た め 、 短 時 間 で 準備 を 進め 、 ニ ュー カー |「 マ 
ツ ダ 787」 を シェ イク ダウ ン 。 ポ ルト ガル の エス トリ 
ル で 長 距離 耐久 テス ト を 実施 し て いた 。 最 高 出力 
700PS/9000rpm、 最 大 トル ク 58kg-m/7500rpm を 発 
生 す る 新 世 代 4 ロ ー タ ー エ ンジ ン 「R26B」 (90 仕 様 ) は 、 
多段 式 可変 吸気 シス テム や ECU の 細か な コン トロ ー 
ル に よっ て 、 燃 費 は 3 ロー ター エン ジン と ほぼ 同等 の 
2.0km/4 前 後 を 達成 する よう に な っ た 。 

し か し 、 全 コー ス 長 の 44% を 占め る ユノ ディ エー ル 
スト レー ト で タイ ム を 稼ぐ 最高 速 仕様 と し た シャ シー 
に は 問題 が あっ た 。 少 し で も 空気 抵抗 を 低減 する た め 、 
約 50mm ナ ロー トレ ッ ド 化し 、 ボ ディ 幅 も それ に 合わ 
せ て いた こと が 、 シ ャ シー 本 来 の 能力 を スポ イル し て 
いた だ の だ 。 ク カ所 導 え だ た シ ケ イン で は ハシ ドリ シ ク が 
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203 号 車 767B が 総合 20 位 IMSA GTP ク ラス 4 年 連 
続 優勝 。 し か し 90 年 ル ・ マ ン に 向け て 投入 し た 787 
は 2 台 と も リタ イア 。 実戦 経験 な く ル ・ マ ン 投 入 
と な っ て し ま ゅ た こと で トラ ズル に 前 も われ た 。 


767B 


いり り aa 徹底 し た 検証 と 対策 。 導き 出し た 「 勝 つた め の シ ナリ オ 」 


991 年 の マツ ダ の ル ・ マ ン 優 勝 は 、 当 時 

1 [強い ライ バル が いな いな か の まぐ れ だ 
っ た 」 と 搬 近 す る 人 が いた 。 も ちろ ん 、「 勝 利 
の 女神 の 微笑 み ] と いう 要素 が あっ た こと は 人 否 
め な い が 、 巧 妙 な 戦略 と 、 級 密 な 計算 に 基づく 
ロジ ッ ク を 積み 上 げた 結果 だ っ た こと が 、 レ ー 
ス 後に 立証 され て いる 。 

90 年 の 苦い 結果 を も と に 、 マ ツ ダ と マツ ダ 
スピ ー ド は 、 徹 底 的 に 原因 と 対策 を 分 析 。 開 発 
を 作 め て いた サー キッ トシ ミュ レー ショ シン ン スス 
テム に よっ て 、 サ ルト サー キッ ト の 物理 デー タ 
と エン ジン パフ ォ ー マ ンス 、 車 両 の 抵抗 な ど を 
パラ メー ター と し 、 最 適 な 周回 の た め に 各 セ ク 


ショ ン に 求め られ る 車両 の アク ショ ン を 計算 し 、 


ラッ プ タ イ ム や 燃費 を 割り 出し た 。 

エン ジン は 、90 年 スペ ッ ク の R26B エ ンジ ン か 
ら 可 変 吸 気 シ ステ ム を さら に 改良 し 、 エ ンジ ン 
内 部 の 表面 加工 や 機密 性 を 上 げ る 分 割 式 ア ペ ッ 
クス シー ル の 採用 な ど を 盛り 込み 、 最 高 出力 は 
不変 な が ら 、 最 大 トル ク を 62kg-m/6500rpm 
と アッ プ さ せ 、 有 効 ト レク バン ド を 厚く し た 。 


また 、 点 火 プ ラグ を 見 直す こと で 何 度 か 発生 
し て いた デ ト ネ ーション (異常 燃焼 ) を 抑え 込 
ん で いた 。 車体 は 、 ワ イド トレ ッ ド に 戻し 、 懸 
急 だ っ た シャ シー の ね じ り 剛 性 を 改善 させ る 改 
良 、 未 知 の 領域 が 多 か っ た カー ボン ブレ ー キ を 
徹底 的 に テス ト し 、 最 適 設定 を も 見 出す こと に 
成功 し て いた 。 

も ちろ ん オー バー ヒー ト や コク ピッ ト の 環境 
改善 、 電 気 ハ ー ネ ス の 信頼 性 問題 も 解決 済み で 
ある 。 さ ら に 、 テ レ メ ト リー シス テム の 受信 精 
度 を 上 げ 、 サ ルト サー キッ ト 全 周 か ら リ アル タ 
イム で デー タ 受 信 で きる よう に 改良 が 進ん で い 
た 。 こ れ ら の 改善 の 結果 、 コーナー で スピ ー ド 
を 落と さ な い 走り を ドラ イ バ ー が 習熟 で きれ ば 、 
前 年 の 787 よ り も 速い ラッ プ タ イ ム で 周回 で き 、 
し か も 燃費 は 4 % 以上 向上 する と の 計算 が 成り 
3 の 7 に 。 

さら に 、 作 業 ロ ス を 徹底 的 に 潰し 、 許 容 範囲 
内 に ピッ トイ ンタ イム を 収め れ ば 、24 時 間 で 
5000km を 走破 し 、 総 合 優勝 で きる 。 これが 勝 
つた め の シ ナリ オ だ 。 開発 各部 門 の 担当 者 は 、 


| 勝つ た め の シ ナリ オ 」 に 示さ れ た 技術 的 ゴー 
ル を ひたすら 追求 し 、 実 戦 部 隊 で ある マツ ダス 
ピー ド も 無駄 の な い レ ー ス 運営 を 約束 し た 。 

これ ら の 技術 的 挑戦 と と も に 、 マ ツ ダ 787B 
の 強 さ を 引き 出し た 要因 と し て 、 マ ツ ダ スピ ー 
ド の チー ム 監 督 で あっ た 大 橋 孝 至 が 果たし た 役 
割 に つい て も 触れ て お か な けれ ば な ら な い 。 彼 
は 長年 の 間 、FIA/FISA の 意思 決定 権 者 、ACO 
の マネ ジメント 、 各 マニ ュ フ ァ ク チャ ラー の 代 
表 者 と の 友好 な 人 間 関 係 を 築き 、| ル ・ マ ン の 
住民 ] と し て の 顔 を 確立 し て いた 。 そ の お か げ 
で 、91 年 の 新規 格 グ ルー プ C マ シン の 最低 重量 
が 750kg に 対し 、 ポ ル シ ェ な どの C1 カ ー は 950kg、 
メル セ デ ス や ジャ ガー は 1000kg と ハン デキ ャ 
ッ プ が つけ られ る な か 、 4 ロー ターRE 車 は 実 
質 重 量 の まま の 830kg と 定め られ て いる 。 し か も 、 
FISA 会 議 に 参加 し て いた ライ バル の ボス た ち は 、 
ほぼ 全会 一 致 で この 案 に 異議 を 唱え な か っ た の 
だ 。 こ れ は 、 東 洋 の 片隅 か ら 長 年 ル ・ マ ン に 参 
加 し 続け た マツ ダス ピー ド と 大 橋 に 対す る 、「 友 
情 の 証 |」 だ っ た と 理解 し て よい だ ろう 。 
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30 年 目 の 真実 
あと 1 周 あっ た ら …… 


991 年 ルレ ・ マ ン に お ける ジョ ニー・ ハ ー バ ー ト 
グフ ォ ル カー・ バ イド ラー ベル トラ ン ・ ガ 
ショ ー 組 55 号 車 マ ツ ダ 787B は 、 マ ツ ダ 陣営 が 描い た 
と お り の 展開 で レー ス を 遂行 し 、「 勝 つた め の シ ナリ オ 」 
最終 版 が 弾き 出し た 優勝 確定 周回 数 363 周 を ほぼ パー 
フェ クト に 達成 し た 。 実際 に 走破 し た の は 362 周 だ っ 
た が 、 そ れ は マツ ダ 787B の 勇姿 に 興奮 し た 多数 の フ 
ァ ン が グラ ンド スタ ンド の 壁 を 乗り 越え 、 レ ー ス 終了 
予定 の 5 分 前 に は ホー ム ス ト レッ チ 上 に まで あぶ ふれ 出 
し た こと に より 、 や む な く 競技 長 が 4 時 を 待た ず し て 
チェ ッ カ ー フ ラッ グ を 振り 下ろ し て いる た め だ 。 つ ま 
り 、55 号 車 は あと 1 周 走 る こと が で きた の で ある 。 
奇跡 の ル ・ マ ン 優 勝 を 果たし た マツ ダ と マツ ダス ピ 
ー ド は 、R26B 型 4 ロー ター・ ロ ー タ リー エン ジン の 
性 能 を 内 外 に 示す た め 、91 年 7 月 に 横浜 技術 研究 所 
(現在 の マツ ダ R&D セ ンタ ー 横 浜 ) に ジャ ー ナ リス ト 
や メデ ィ ア を 集め 、 公 開 エ ンジ ン オ ー バ ー ホ ー ル を 実 
施し た 。 多 く の 視 線 が 集まる な か 、787B-002 シャ シ 
ー か ら 降 ろう され た エン ジン は 、 組 み 立 て た エン ジニ ア 
た ち に よっ て て いね い に 分 解 さ れ て いく 。ECU デ ー 
タタ か ら エ ンジ ン 内 部 に は 何 の 間 題 も な いこ と が 分 か っ 


て いた た め 実 施 で きた メデ ィ ア イベ ント だ っ た 。 こ の 
機会 を 提案 し た モー ター スポ ー ツ 主査 の 小早川 隆治 は 
MZ Racing 
R26B の 内 部 は 新品 同 
様 の 輝き を 放っ て いま 
す 。 ローター や 心配 し 
IN た アベ ペッ クス シー ル の 
SN 摩耗 も ほとん ど あ り ま 
で きる と 言え る で し ょ 
写真 が エキ セン トリ ッ ク シ ャ フト うぅ | と 胸 を 張っ た 。 
の ロー ター ジャ ー ナ ル 。 これ は 2 
ロー ター 用 の 別 部 品 だ が 、 こ の 3 し か し 、 ひ と り の エ 
つの 穴 が クラ ッ ク に よっ て つなが ンジ ニア は 取り 出し た 
だ け に 走行 が 続い た ら ど うな っ て フト の ひと つの ロー タ 
いた カ Neaeies 。 ー ジ ャ ー ナ ル に 異変 を 
発見 し て いた 。 そ こ に は 軽量 化 と バラ ンス 調整 の た め 
あけ られ た 3 カ所 の 穴 が ある 。 こ と も あろ うか 、 そ こ 
に クラ ッ ク が 入り 、3 カ 所 の 穴 が つなが っ て いた の だ 。 
か ら 30 年 が 経過 し た 今年 6 月 、 オ ン ラ イン で 開催 し 
た 関係 者 に よる 思い 出 を 語る 会 で 、 彼 は 初め て その 事 
実 を 明か し た 。 そ れ が 何 に よる 事象 な の か は 定か で は 
な い 。 し か し 、 想 定 し て いた あと 1 周 を 走り 切れ た か 
どう か 、 そ れ も ま た 不明 で ある 。 あ の 時 ホー ム ス ト レ 


マイ ク を 握り 、「 どうですか 、 皆 さん 。 ル ・ マ ン 優 騰 
を 果たし た マツ ダ 
せん 。 こ の まま あと 24 
時 間 走 り 続 ける こと が 
っ て いた 。 レシプロ で あれ ば クラ 1 
ンク シャ フト に 相当 する 重要 部 品 工 キ セン トリ ッ ク シ ャ 
彼 は と っ さ に 手 で 隠し 、 そ れ が 分 か ら な いよ うに 角 
度 を 変え て 部 品 皿 の 上 に 置き 直し た と いう 。 あ の 優勝 
ッ チ を 埋め 尽く し た 群衆 こそ が | 勝利 の 女神 | だ っ た 
の か も し れ な い 。 


R26B(91) 

「 勝 つた め の シ ナリ オ 」 に 

定め られ た 4 % の 燃費 改善 

も 大 き な 課 題 。 フ ュー エル カッ ト 
領域 の 拡大 な ど で 対 応 し た 。 90 年 ス 
ペッ ク の R26B エ ンジ ン か ら 可 変 吸気 
シス テム を さら に 改良 し 、 エ ンジ ン 内 
部 の 表面 加工 や 機密 性 を 上 げ る 分 割 式 
アペックス シー ル の 採用 な ど で 最 大 ト 
ルク を 62kg-m/6500rpm と アッ プ さ せ 、 
有効 トル レク バン ド を 拡げ た 。 


9 .。 


サー ビス トラ ッ ク を 捕らえ よ 


チー ム を 救っ つた オレ カ 代 表 の 機転 


1 991 年 は 、 湾 岸 戦争 の 勃発 で 年 が 
明け た 。 そ の た め 、 外 務 省 の 通 
達 に より 2 月 に 予定 され て いた 改良 型 
R26B エ ンジ ン を 搭載 し た テス トカ ー の 
南仏 耐久 テス ト は 見 送ら れ た 。 チ ー ム コ 
ン サ ル タ ン ト を 務め た ジャ ッ キ ー・ イ ク 
ス の 推薦 で 、 こ の 年 か ら ポ ー ル リカ ー ル 
を ホー ム ト ラ ッ ク と する オレ カ 社 に 現地 
サポ ー ト を 委託 する こと に な っ て いた 。 

し か し 、「 勝 つた め の シ ナリ オ 」 を 完 


ナッ ク グ は ほ 、| 和 シク ラン の チャ ンス は も 
うな い 。 あ と 数 日 出張 が 延び せる な ら 、 

な ん と し て も テス ト は 継続 すべ きだ 」 と 
主張 。 地 元 警 察 に 依頼 し 、 す で に 帰路 に 
着い て し まっ た ダン ロッ プ の サー ビス ト 
ラッ ク を 呼び 止め る た め ハ イ ウ ェ イ パト 
ロー ル を 緊急 出動 させ て いる 。 そ の お か 
げ で 3 日 間 合 計 4500km の ロン グラ ン テ 
スト は 完了 。 こ こ で 残っ た 懸念 点 を 一 掃 
し て ル ・ マ ン 本 番 に 備え る こと が で きた 。 


成 さ せる た め に は 、 ロ ング ラン 耐 787B 
時 

久 テ スト は マス ト で あり 、 新 車 の 天 の な か 続 され た ポー ルリ カー ル 耐 久 テ スト は 合計 

完成 を 待っ て 、 改 め て 4 月 に ポー 36 時間 4500km。 マ シン 背後 に ダン ロッ プ の サー ビス トラ 
二 6 ッ ク が 見 える 。 ス テア リン グ を 握る の は A-G・ ス コッ ト 。 

ルリ カー ル 面 久 テ スト が 組み 込ま ん. マン を 横 し た パイ ロン シ ケ イン を 設置 し て ギヤ シフ 

れる こと に な っ た 。 で きた て の ト 回 数 を 本 戦 に 合わ せ て 駆動 系 の 信頼 性 確認 も 実施 し た 。 

787B-001 号車 を 持ち 込み テス ト 


は 滑り 出し た が 、 運 悪く 大 雨 が 隆 
り だ し 、ECU が 浸水 の た め 不 具 
合 を 起こ し て し まう 

大 事 を と っ て テス ト は 切り 上 げ 


中 止 す る こと に な っ た が 、 そ れ ま 
で 上 黙っ て チー ム の 意向 に 従っ て い 
た オレ カ 代 表 の ユー グ ・ ド ゥ ショ 


- 和 上 
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(BuJl nZB】OAI) 習 遂 菩 ゆ @⑯ UOHdBO (HUSn8O 010】BI) 面 域 汗 @ 1X91 


洒 謗 軸 三 史 五 丸 ー キ ペー で 決 庄 油 回 
き ざ コ コテ マロ ーー で らき 半 

洒 央 SV* 姓 忌 ざく ・ で 
AO 酒 RRNNH 芝 汁 帯 


SV4・ で 計り うみ 古 二 民 つ つら らい 
演 ③ 許 閣 入 さ ー 甘 蒼い rr 生 一 キト コ の 
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G. た 
あ の こ た 
の カ 革 富 ダン ロッ プ カ ー ブ 手 前 
こ * ダ " 1st No.8 ベン トレ ーEXP ス ピー ド 8 277km/h 
2nd No.15 童夢 S101・ ジ ャ ッ ド 275km/h 
3rd No.7 ベン トレ ーEXP ス ピー ド 8 275km/h 
フォ ー ド シ ケ イン 手前 下 4th No.16 童夢 S101・ ジ ャ ッ ド 273km/h 
1st No.7 ベン トレ ーEXP ス ピー ド 8 272km/h ッ ン 5th No.6 アウ ディ R8 272km/h 
2nd No.8 ベン トレ ーEXP ス ピー ド 8 268km/h 
3rd No.10 アウ ディ R8 256km/h 
4th No.5 アウ ディ R8 253km/h 
5th No.4 ライ リー& ス コッ ト MkmC 252km/h 
No.15 童夢 S101・ ジ ャ ッ ド 238km/h 
民 て 本 ! 7 前 
4 ブ 手 前 回 束 較 生 = エ 証 時 請 語 紀 に =*ーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 一 一 較 ユノ ディ エー ル 第 1 シ ケ イン 手前 
1st No.15 童夢 S101・ ジ ャ ッ ド 287km/h / 1 32 に 5 "に TTPP 333km/h 
計 拓 5 24 Heures du Aans の 2 
UNOOU SO の Am 2nd No9 童夢 8101・ 無 限 。 332km/h 
3rd No.7 ベン トレ ーEXP ス ピー ド 8 286km/h RT 
4th No.8 ベン トレ ーEXP ス ピー ド 8 285km/h 3rd No.16 童夢 S101・ ジ ャ ッ ド 331 km/h 
な s っ 4th No.19 ドゥ ラン ド LMP・ ジ ャ ッ ド 329km/h 
2 < 0 5th No.13 クラ ー ジ ュ C60・ ジ ャ ッ ド 329km/h 
イン ディ アナ ポリ ス 進 入 画 一 一 一 デーーーーーー* 
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No.16 童夢 S101・ ジ ャ ッ ド 220km/h 5th No.9 童夢 S101・ 無 限 309km/h 


ミュ ル サ ン ヌ ー ン インデ ィ ア ナポリ ス 中 間 地 点 


1st No.9 童夢 S101・ 無 限 335km/h - ーー 

2nd No.16 童夢 S101・ ジ ャ ッ ド 332km/h 

3rd No.15 童夢 S101・ ジ ャ ッ ド 331km/h 

4th No.12 パ ノ ス LMP-01 329km/h 

5th No.8 ベン トレ ーEXP ス ピー ド 8 329km/h 
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ゃ 商 て の ・ 画 向 格 プ 以 MG 和 K つる の つ 1I 思 当 
品 い だ ビ 章 すけ で ン 降 L よい ズ スズ ス みかみ 人 美 で で ミミ カン 
時 を た ジ 夢 る マ あ プ の M う う と ら は 界 れ も っ ュ ユ が ス 
の ち 【F 林 2 の も と 夢 し な 結 に で 作 ラ つ ト 
ス バム は ス し ラン " ト ・ は い を て い 構 は れ カ い ラ 
Go 2 を て イ を 童 タ マク う 持 何 と た ル 目 る | て ク 
ーー > イィ 数 成 新 べ 開 夢 イ ン ル TO の く 6 有 有 | で で タ 
本 7 章 [S101] No.9 Racing For Holland ル を 開 り し | 発 は フ で | Ka 財 う き ママ ぐも ル 」 
男 。 半 い トド し 3 二 に ウ に わ 人 ん ン は う 2 を 
2001 童夢 S101 主要 諸 元 
ーー 時 S101 2001 一 2002 
ディ メン ショ ン 全長 全幅 全高 4650mm プ 1995mm ノ 1085mm 電装 系 バッ テリ ー メ ー カ ー・ 品 名 レッ ド ト ッ プ ・60 改良 ・ 仕 様 変 更 項 目 
が N コ ス 2850m ヘッ ドラ イト メー カー・ 形 式 スタンレー 電 気 RAYBRIG・HID 
前 後 ト レッ ド 1602mm ノ 1600mm レイ ン ラ ンプ メー カー 凍 遂 ロ ベル ハウ ジン グ ( ジ ャ ッ ド 用 ) の 
前 / 後 オー バー ハン グ 840m ノ 960m ーー の の で ジ 2 馬 で オイ ルス カベ ンジ 能力 向上 
前 / 後 ライ ド ハ イ ト 40m ノ 80m =jePrePs ー ーーーーーー ーーー 「」 ベル ハウ ジン グ (無限 用 ) ま わり の 改善 等 
デー タダ ロガー ー カ ー・ 品 i・ 3 二 
車両 重量 720kg (パラ スト な し ・ 乾 燥 重量 ) = 4 に き Se 加計 
前 後 重量 配分 45:55 テレ メト リー メー カー Fi の 型 クー ラー 対応 等 ) 
重心 高 280mm クラ ッ チ 関係 _- メー カー AP [| オイ ル タ ワ ー( ジ ャ ッ ド 用 ) の 改良 
= ーー エラー ニュー 5 の 6 5.5 イ ンチ カー ボン コン ポジ ッ ト テー ル セ ク ショ ン の レイ アウ ト 変 更 
0 人 ES 形式 4 プレ ー ト ブル 式 し | (リヤ ウイ ング の カウ ル マ ウ ント 等 
OU 5 史学 童夢 TAP 財 K ボ リク 0 ルク 5 の 0 人 
ーー ーー ギヤ ボッ クス メー カー・ 品 名 X ト ラッ ク ・ タ イプ 279 し | アン ダー パネ ル の 重量 増加 寅 
前 輸 揚 係数 (CL) 0.76 ンー 
後 輪 揚力 係数 (CLr 1.08 時 SE し イラ ニッ ショ ンカ ッ ト シ ステ ム 取り 付け 
揚 抗 比 (L/D) 3.68 (ライ ド ハ イ ト 前 30mm ノ 後 70m) キヤ ボッ クス 重量 6Skg | ] リヤ ダン パー スト ロー ク の 適正 化 
モノ コッ ク メー カー 音夢 ステ アリ ング ギヤ ボッ クス メー カー 童夢 | リヤ ウィ ッシュ ボー ン 
形式 カー ボン コン ポジ ッ ト オー バー オー ルレ シオ 18:1 回 2 ララ 202 IRO 
二 ア ルミ ハニ カム モノ コッ ク 本 ーー デー ミル らし 
全長 ノ 全 幅 ノ 全高 1790m ノ 1000m ノ 1018mm AE PE に ー| リザ ー バ パタ ンク か ら の 漏れ 防止 
エン ジン メー カー・ 名 称 SEsGV4 パワ ー ア ンス ト 機 構 メー カー カヤ バ ミラ ー 脱 落 防止 
式 然 吸気 V 型 10 気 筒 ・' ア ング 9 前 後 ンー ド ダブ ルウ ィ ッ シュ ボー ン 十 プッ シュ ロッ ド フン ーー | 呈 
ーー 3ooooos アル 2 サス ペン ショ ン 形式 ツイ ンダ ン パ ー 二 コイ ルス プリ ング 人 衝 0MEDMUOU60 
ーー 5 テン パ ロ \ イ ナミ 電動 パワ ー ス テア リン グ ケ ー ス と 
ダン パー メー カー・ 品 名 ダイ ナミ ッ ク ・1640 2 Ne 
最高 出力 600BHP/10250rpm こ ー スタ ビラ イ ザー ブラ ケッ ト の 干渉 
三 アッ プラ イト メー カー 童夢 の 2 
最大 トル ク 480Nm(355ft・Ip) 8500rpm - [|] スタ ビラ イザ ー の クラ ッ ク 対 策 
レブ リミット 11000 rpm ホイ ー ル ベア リン グ メ ー カ ー SNFA [| | エマ ー ジ ェ ン シー スイ ッ チ の 損 対策 
マネ ジメント シス テム EFI EURO12 ホイ ー ル ナッ トド メーカー シン ル [] アク スル ハブ ロー ター ベル 径 の 見 直し 
エン ジン 全長 全幅 全高 622.5mm プ 555mm プ 417mm 7 ウス ル メ ー カ ー パン クル 男 エン ジン ハン ガー の キャ ステ ィング 化 、 
エン ジン 重量 135kg ブレ ー キ 形式 カー ポン ブレ ー キ 無限 用 も 3 点 止め に 
エア イン テー ク 吸気 リス トリ クタ ー ゅ 44.0mmx1 キャ リ パ ー メ ー カ ー AP 520 
エア イン テー ク 容 量 19.56 ディ スク ロー ター メー カー カー ボン イン ダス トリ ー |] HH テー ル パ イ プ の 脱着 性 向上 
エキ ゾー スト 形式 t0.8 イ ンコ ネル 製 際 芝 議 2 [| エア ボッ クス の 容量 アッ プ 
シズ テ ク Si ー テ ィング )i ッ ド メー カー ー ホ ボン イン 計 
シス テム (セラ ミッ クコ ー テ ィング ) 5in1 前 後 プ レー キダ クト の 形状 変更 
メー カー 童夢 マス ター ン リ ンダ ー メ ー カ ー AP 2 
ズーーー ーー [ ] 前 後 トー イン グフ ッ ク を 縦 置き に 
水冷 シス テム ラジ エタ ー メ ー カ ー 童夢 十 カ レ ソ ニ ッ ク ホイ ー ル 形式 マグ ネン シウム 鍛造 1 ピース の と 
ラジ エタ ー サ イズ 幅 475mmx 高 447mmx 厚 55mm メー カー レイ 賠 0 
冷却 水 容量 19/ 前 / 後 ホイ ー ル サイ ズ 18x13J/18x14.5J [| エア ジャ ッ キ ライ ン の 取り 回 し 変更 
レッ テム さこ ぶ ざい 呈 RS ヽ 
オイ ルク ー ラ ー コ アサ イズ 幅 225mmx 高 110mmx 厚 55mm 7 ャ っ 2 攻 0 ジー ク 2 人 ホ 
燃料 シス テム 燃料 タン ク 容 量 922 だ ASSio2e4SK 人 AR 前 後 ホイ ー ル アー チビ ラー の 小型 化 
燃料 タン ク メ ー カ ー・ 品 名 。 ATL・FT-3.5 グッ ドイ ヤー 前 / 後 サイ ズ 25.5x12.0-18/28.5x14.5-18 新型 リヤ カウ ル 
コレ クタ ー タ ンク メー カー 童夢 (容量 2.19) 人 ハー ネス メー カー・ 形 式 タカ タ ・6 点 式 新型 フロ ント ホイ ー ル アー チル ー バ パー 
燃料 ポン プ メ ー カ ー・ 品 名 ボッ シュ ・B261 205 413 車載 消火 器 メー カー FEV ( 低 ドラ ッ グ 仕様 ) 
[ 」 新型 ウイ ング (ハイ ダウ ン フ ォ ー ス 仕様 ) 
男 新型 フロ ント アン ダー パネ ル 
(ハイ ダウ ン フ ォ ー ス 仕様 ) 
[ 」 新型 カナ ー ド (ハイ ダウ ン フ ォ ー ス 仕様 ) 
抜 "とう は を な グ を し と に ヨ ラ 時 し サ 欧 ら て | て だ が 電導 系 の 信和 性向 上 
露 章 い ど 何 設 う カ 見 れ マ ヨ チ | ク の か | 米 コ だ み 口 き が コ [ コク ピッ ト 内 の レイ アウ ト 変更 
目 愛 う L か 立 拠 | 越 な | Il ャ ロ 2 区 グン の M 作 本 ン [|] リレー ボッ クス の 脱着 性 向上 
も カ こ M 商 し 点 を し い ケ ロン ツ | 階 [し ル 築 ス ら い パ 日 ス ロロ 
兼 | と P 品 ま と 販 て と ッ ツ ッ ス パ は で M“" か ト と ご へ 訪 本 ト | 
ね ズ に が が し し 売 99 判 ト パ が へ 参 な P に れ ラ 言 と 行 ^ で ラ 
て 設 な 適 必 た て し 年 断 と の あ 打 入 ぜ と 割 た ク ク っ 言っ の は ク S101 の 1 年 目 の 2001 年 モデ ル か ら 
還 立 り し 要 “イア 12 し し 事 り っ し か いり い 人 タタ て っ て れ 成 タ 2 年 目 の 02 年 モデ ル に 向け て 童夢 が 
曹 に ま て だ 会 ギフ 月 て 情 そ て て 欧 う 込 わ | て 童 未 立 I 改良 や 設計 変更 を 計画 し た 項目 の 一 
夢 伴 し いし 社 リ タ そ は を う 出 お 米 カ む ゆ が や い 夢 庶 し と 覧 を 掲載 し た 。S101 開 発 を 指揮 し 、 
は い た る を ス | 童 こ 成 い で よら の テ こ る 乗 み た の ぎ き な し 現在 は 東レ ・ カ ー ボ ンマ ジッ ク 株 式 
00_ ん そ 作 に サ 夢 で り ろ は うず 大 ゴゴ と, りく 技 革 いて 会 社 の 社長 を 務め る 奥 明 栄 氏 か ら 提 
年 新 と じ れ っ 曹 | の の 立 い あと 手 リ は レシ 込 も 稀 そ て こ 正 供 を 受け た 資料 を 編集 し た も の で あ 
1 会 興 や な た 有 芝 ビ レビ つろ っ すこ コ | で | ん に 20 、 と 招 る 。 特に S101 だ か ら と いう こと で は 
月 社 は な ら か カス | ジ の 調 た る れ ン に き シ で 日 を ろう が な な く 、 レ ー シ ン グ カ ー 作 り で 取り 組 
]3 の 言い ちら [を シネ か べべ 童 か ス は な ン も 本 試 二見 経 まな けれ ば な ら な い メ ニュ ー が いか 
や = 3 ン ノー ーー さき \1 ノ KN に 3 で トス 
角 夫 うつ の ま 人 5 ズ ス 街 ンス や る 芝 ら ト 当 い ク か し 当 え 汗 に 多い か を 知る こと が で きる 。 
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SQBm て 先 へ KG ミー へ さも 
悪 理 xo で や ペー へ AS ドー ハロ リー リロ 舞 
釣 ボ ーKGN ト ー ド 妃 詳 じ 中 つ 玉 7 
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受注 し て 人 息 を 吹き 返し た 。 
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オリ ジ ナ ル F1 シ ャ シー を 開発 し て みせ た も の の 
行き 詰まり を 見 せ て いた 90 年 代 半 ば の 童夢 で あ 


っ た が 、 ホ ンダ か ら JTCC 用 の アコ ー ド 、 そ し て 
JGTC 用 の NSX-GT の 車両 開発 と いう 大 き な 仕 事 


を 立て #* 


は 


ュー 


得 す 


筐 


より 3 


と 


に 


完了 【 


の 


上 
い 
AN 


36 
投 
舞 
< 
AAO パリ 
釧 つ 
ら 地 
骨 
AO SO 
siL 
5 介 
NE 6 
っ 幅 


に コ 


87 年 か ら F3000 の シャ シー を 自社 開発 し て きた 童夢 は 、94 年 ! 


F104 で 全日 本 F3000 の タイ トル を マル コ 


実は 一 番 つ らい 時 期 ! 
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章 夢 の 原点 。1979 年 に 初め て ル = マン 24 時 間 に 挑 の だ 童夢 。 


の スタ ッ フ た ちと 童 


041 auto sport 


や 
6 9 
から 
宮 E 
コ 
は 


042 


auto sport 


の ご 
0 し バア 
NN ン 和 LA すそ 6 は | ) 忘 
いて と か 」 
いく ドッ .。 
ご 


いま 
3 2 ね: 
ON ド す ー 


KihY@S ミ ・ ル AN ロー て N( 喧 c-)G 

薄い WS や の で 陣 油 、 選 ひ や 

N ロ ヘーH6 で さら 旬 R 記 S 坦 世 

親 上 能 G く で マ ヘ ーKL コ 0S 公 ぐ ビ 

ロー IN へ 出 間 和伸 tG 玩 害 、 る さや 中 交 記 っ 

ト IJG 叔 いく で NN ユ トン 世 補 で ぐし 

「 奈 式 I ト ーN ミ 」) つ し に や ji で K モ ー へ G 区 回 李 吐 軍 
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ググ ジグ クン ンク ルク クミ レン ンク クション と クン ニン ンク バウ シン クシ シル ウン ルン 

こ を ンク フ ラン レグ クン クン ング グン クン ンク クン ング ンク 

と と フン カン た だ ンク コン クン た クン クア クン の ンド シン ンジ レク クン ク テン グン ン ンジ ク シレ ンク 

に 口 性 "ペペ れ セ " 個 イ だ 足 M 確 プ 在 実 気 け 口 2R を 

し ン 能 タダ て ル エ 収 ボ 高 元 P 保 テ し 現 の で に 18 走 
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コ 后 ら 2 中 2 た 2 フレ クア クル ルン クジ クリ クン クタ ク 92 ク ンク に 道 年 両 
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2015 年 11 月 に 行なわ れ た シェ イク ダウ ン テ ス ト の と き の RP6 当 取 エ る 2 を と だし ムク 0 リグ シン ン の クン ンジ シク ンク シン クル クル クン クジ レン の 

アウ ディ R18。 空 カバ パッ ケー ジ は “絶壁 " の ロー ドラ ッ グ 仕 時 り 。 ア ディ ズ 必 細 位 の 2 決 本 コング レク ンク ンク クンクン ク 

様 。 技 術 責 任 者 と し て ヨル グ ・ ザ ンダ ー が アウ ディ スポ ー ツ 22 要 く 置 前 ま の つ 幅 ラ で バ パ レク ンク ング クン クン あめ 

に 加わ っ て か ら 1 年 に 満た な い 期 間 で 作り 上 げ ら れ た 。 筆 れ ロ が す に 端 り 左 エ 3 イ あ I ド め い に n る 
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R 当 NIS050 が イク リッ ド ポル シェ 919 ハ イブ リッ ド 


1 周 あたり の 最大 エネ ルギー 放出 量 8 MJ 是 8 MJ 

使用 燃料 ガソリン (E20) 間 ガソリン (E20) 

ェ ン ジン 形式 2.49・VG 直 噴 ツ イン ター ボ 較 2.02.V4 直 噴 シ ング ルター ボ 

エネ ルギー 回 生 シス テム (ERS) ERS-K(MGUx2 機 ) 。 軒 ERSk(MGUx1 機 ++ERS-H 
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ィ R18 は 久々 に 手がけ る こと に な っ た プロ ト タ 還 車 重 875 kg | 875 kg 
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ル ・ マ ン に 特 化 し た ロー ドラ ッ パ ク グ 仕 様 と 、 


その 他 の シリ ー ズ 戦 に 最適 化し た ハイ ダウ 
ン フ ォ ー ス 仕様 の ふた つの パッ ケー ジ を 用 
意 す る の が 当時 の 通例 。 違 い が 顕 著 な の は 

ン ル 2 の Cm の 0 王 RCSW の 20 の 0 シ グー 
ズ 侍 様 は アル ンド 申 ニ ドラ ッ ク 信 様 は 
ヘッ ドラ イト 面 が 絶壁 の よう に 切り 立っ た 
スク エア だ が 形状 。 上 面 た ラク ド に de の 60 
が 狙い で 、 規 則 で 義務 づけ られ る 上 面 開口 


部 か ら の 空気 の 抜き 出し を 抑え 、 ド ラッ グ 


を 減ら す 効 果 が ある 。 全長 は 最大 4650mm 
居 夫 選 き 000 ちり 
ペダ ル 位 置 を 後退 させ る 必要 が ある 。 


ニュ ュー 


限ら れ た 寸法 の 範囲 で 


MONOCUUUE 


アル ミ バ ニカ バム を ザン ドン 2 の 2 チル だ CPKPD ま の フック の 
ク は ダラ ー ラ 出身 者 が 立ち 上 げた イタ リア の Ycom 製 。 
イノ ー ズ に た 22 グングン ンク 
ノー ズ を 高く 配置 する と 、 ド ライ バー の 視界 を 確保 する 目 
的 の ウロ ンド トロ ギー テン ジレ ド と 持 
肥 な いよ う デ テン アレ ー ト を 商 く 配置 あの Ge アン クル 2 
あ 計 容 9 の 26075 ラウ ンド C い だ ルル の の 用 の ペク 2 
居 な つら で レ まう スク エメ な ルク 形状 ポ だ ラッ ク 電 人 原 
e が の の ge それ 8 の の テン ミレ 7 re ec 
な 026 回 四 の 2 ルン が 大 さっ 7 と UDG GSI ま の SS 
ト 物 2 の ロ シ ン は AE ウ 三 合 設 太る の (NEC が に 半 K り の が 
一 般 的 だ が 、 こ れ を や る と A ピラ ー が 厚く な り 前 面 投影 
積 が 増え て し まう 。 そ れ を 避け る た め 、R18 は ヒン ジ を ル 
ー フ に 設け た (ドア が 真横 に 跳ね 上 が る )。 


い YNK 
で の 4(『T h 
EC ーー ニー ーーー こい 


Pr 
『 ロ UL に に 


し て し まう 。 千 渉 


2016 アウ ディ R18 主要 諸 元 


全長 / 全 幅 / 全 高 4650mm プ 1900mm プ 1050mm 
ホイ ー ル ベー ス 

車両 重量 

ディ ー ゼ ル ・4.09 


直 噴 シン グル ター ボ 
V 型 6 気筒 ・V ア ング ル 120" 


エ シ ンジ シン 


378kW(514PS) 
最大 トル ク 850Nm 以 上 


ハイ ブリ ッ ド 
ンス テム 


エネ ルギー 
貯蔵 装置 


リチウム イオ ン バ ッ テリ ー 
(容量 2MJ 以 上 ) 


エネ ルギー 
回 生 シ ステ ム 


ERS-K 

(MGUX1 機 を フロ ント に ) 
最高 出力 350kW(476PS) 以上 
ギヤ ボッ クス 6 速 シ ー ケ ン シ ャ ル 


プッ シュ ロッ ド 式 
マル チリ ンク 


サス ペン ショ ン フロ ント 


プル ロッ ド 式 
ダブ ルウ ィ ッ シュ ボー ン 


メー カー ミシュ ラン 


フロ ント サイ ズ 31/7 1-18 


リヤ サイ ズ 31/7 1-18 


主要 スタ ッ フ 技術 責任 者 ヨル グ ・ ザ ンダ ー 
LMP プ ロジ ェクト 
責任 者 


ステ ファ ン ・ ド レイ ヤー 


7 号車 ドラ イ バ ー アン ドレ ・ ロ ッ テ ラ ー 
マル セル ・ フ ァ ス ラー 
ブノワ ・ ト レル イエ 

8 号車 ドラ イ バ ー オリ バー・ ジ ャ ービス 
ルー カス ・ デ ィ ・ グ ラッ シ 
ロイ ッ ク ・ デ ュ バ ル 


2016 年 
ル ・ マ ン 成 績 


予選 5 位 / 決 勝 4 位 
予選 6 位 / 決 勝 3 位 


NU 
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御 基本 的 に は ダブ ルウ ィ ッ シュ ボー ン だ が 、 上 下 の A ア ー ム を と 
も に 2 本 の アー ム に 分 割 し て 、 タ イヤ の 接地 性 を より 高め る こ 
思 と を 狙っ た 凝っ た フロ ント サス ペン ショ ン を 採用 。 フ ロン ト に 

置く MGU で 前 輪 を 駆動 させ る 4 輪 駆 動車 な の で ドラ イブ シャ フ 
ト ( 銅 色 の シャ フト ) が 見 える 。 


1 M nr 
FT ce ル さ 


SUSPENSIUN 
2005 介 ま ま 0 スペ ンー クア 2 の 20 シリ レク 
人 クン ョ ジン で 米 用 0D が 6 年 の 
R18 は ダブ ルウ ィ ッ シュ ボー ン 式 を 基本 に 、 上 
下 の A ア ー ム を 分 割 し 、 リ ンク に 置き 換え た 独 
立 リ ンク 式 を 採用 。 ザ ンダ ー は 「 剛 性 を 高め る 
(アッ プラ イト 側 の 取り 付け 点 が 倍 に な る た め ) 
と 同時 に 、 フ ロン ト タ イ ヤ の コン タク ト パ ッ チ 
面積 を 増やし 、 タ イヤ を 適正 に 作動 させ る の が 
狙い ] と 説明 。 ノ ー ズ が 高い 位置 に ある の で 、 
当時 の F1 と 同様 、 サ スペ ンション アー ム に は 


AUDI 


内 き な 反 朋 が NOIGU7E 寺 り シ クン (KG) 
サス ペン ショ ン シ ス テム と 呼ぶ 、 前 後 連携 サス 
ペン ショ ン を 採用 し て いた の も 特徴 。 前 後 の ヒ 
ー ブ ダ ン パ ー (上 下 動 を 規制 する 3rd ダ ン パ ー) 
を 油圧 で 結ぶ こと に より 、 制 動 時 の 過度 な フロ 
ント の 沈み 込み と リヤ の 過度 な 浮き 上 が り を 抑 
えた り 、 加 速 時 に 過度 な フロ ント の 浮き 上 が り 
を 抑え た りす る 。 走行 シー ン を 問わ ず 、 最 適 な 
空力 性 能 を 発生 させ る の が 狙い 。F1 で は ハイ 
ノー ズ 全 盛 期 に 話題 に な っ た 技術 (の ち に 禁止 )。 


カウ ル を 外せ ば 一 層 高 まる “ハイ ノー ズ F1 感 
すべ て は 、 ディ ー ゼ ル を 使う 立場 を 


より 有利 に 導く た め に 


gEARBDX 

ギヤ ボッ クス ケー シン グ は チタ ン 合 金 の イン 
サー ト を 持つ CFRP 製 。 耐 久 レ ー ス を 走る プロ 
ト タ イ プ 車 は アル ミ や チタ ン な ど 合 金 製 ケ ー シ 
ング が 一 般 的 だ が 、 軽 量化 の 観点 (重たい エン 
ジン 重量 を 相殺 する 狙い ) か ら CFRP の 採用 に 
踏み 切っ た 。F1 の コン セプト を 持ち 込ん だ ザ 
ンダ ー が 加入 する 以前 か ら ア ウデ ィ LMP1 車 の 
2 20 クン 2 (6 且 民 上 店 0 の 2 の 
ロト タイ プ と し て は 珍し く 縦 置き レイ アウ ト (F1 


と 同じ ) で ある 。 横 置き の 場合 は 側面 の カバ ー 
か ら ア クセ ス す る こと で メン テ ナ ン ス や 交換 を 
行なう こと が で きる が 、 縦 置き の 場合 は ベル ハ 
ウジ ンク 側 締結 面 を 脱着 し な いと 交換 で き な い 。 
作業 性 より も 左右 方 向 に スリ ム に で きる こと を 
優先 し た か 。 ケ ー シ ン グ 上 面 に 高温 の 排気 系 が 
載る こと も あり 、 リ ヤ サ ス ペン ショ ン の ダン パ 
ー& ス プリ ング は プル ロッ ド で 作動 させ る レイ 
94 アウ た | に eleGAUPZ 計 


S.SUZUki 
AUD| 
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選 に 到 や の 唱 党 で 本 SS) つじ し 埋 内 半 喜 
SS” 々 る 半 胴 間 選 代り 衝 Q つ "ペー 
KGK ユ ご 子 陣 つ " エコ 鈴 話 申 
釧 G 玖 Ne ミーR ド に K・1 ト で ・ 人 IN や 
着地 "「 和 AA 入選 ミ ヘ ペー ペー6G や 心中 
AAHSN じ し 后 hGt4 ひ DS で 刀 | 知 
く 刀 や ド ” 握 財 類 紀 唱 上 か Ne に 振 ゼ 


只 :QOSRS で SCKAI ト で トロ 表 つ じゃ)" 


| ヘーK 交 時 ソン NekJ)) ウ トマ ンーS 人 KK 
マー ド 公 趣 し ONG っ )) NH ロ ヘ て て 
AS (N ロ ヘー ト へ 一 ス 偽 さ ) 公 絢 
HaterINA へ や そ や ンド 括っ 7 


中 へ ネー ポ 給 臣 和 志 te" [8 年 6 


ふ ユ ー へ GS 氏 居 公正 り 据 で で No 刀 る" 
こも OFSO ニ リバ さ MCAS の ESANKKAI に め さ いそ 
NN ロト Up っ うっ 因 MK 公 括 で No 6 いけ 
Ne で し” N ト ロト 吾 骸 政 ン 和 へ トド 


直人 環 0 で し レゴ に ト 愉 人 ト で ゼ 避 財 
SNK ペ EnS CN きくや VS ま る KGEnS 
Ne た へ HH ろう で 刀 R へ へ 稚 唱 表 つ " 
避 表 品 り る 忠久 6 く で NN つや 私 委 和 人 K ト 
スズ じ 表 記 つ Pe8” IN で くさ に 桂 6 昌 
ジリ 置 ペ ペー ド 型 四 じ 層 選 ト 
n 人 ト で て く てく GS 軸 さ で GS” 加 誰 ト 
ー ニ トミ ゴト マー や ヤミ HA 公 へ A 叫 誠 
盟 W で し っ to で お 中 (7 トト 
ヾ つう で て で 3" 祝 RSGI ト マー や ミ H へ 公 
へ 己 藤 も NN で 8 客 忠 R 正 も te 
ト J ュ っ) り 公 WO" く で かつ 私 ベ K ト くく G 
震 強 7 セコ レ 公 の や (本 親 怖 喘 
嘩 臣 や で 3)“ 

ト む 1 ト ヾ で 公 避 財 ロロ A ヘ て ロ 抱 編 つ 
妃 写 6 つ (リー ペー へ ヽ へ 公 HK ペー ペー 
中 ふ て ) G 喘 下 R ゼ 選 且 xc 選 
周 685 ミ xQUKTN 和 トー て つ ^ 語 
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相生 尾 困 回 各 価 電 暫 コ 加 回 寿 こ 
加 + < ~ し よっ ー 


| 
日 
| | 
I 
上 
上 
堆 


し 
し 」 
思 


結 コ 畠 り 志 G れ つじ コ に の 愛 ” 習 寺 
Q の の 芝 り 忘 W 二 全 7 NG 写生 7 
豚 MKH 民 ミヤ キー ゼ 豚 癌 ININ で マー ミ 
リ 地 所 つ や "TNIhN で モエ マー ミ 羽 地 弄 回 
履 や ′ 本 上 HK さ 逢 一 め ( く 和 上 トコ 
ー@t い 人 久 昌 CK さ 和 一 し せ さ ツ ) 
" 映 百 HX さ キーツ つ し 本 概 sro 直 曜 
し StG" 


ー ド KA 中 直 0 や で て KG の 6 の ひさ で 玉 ] 
惨 癒 革 骨 配 誰 で で 壮 ン 


336 く て 人 ス を AKI は ト | 振 


つ 6G 表 部 じ SN" く て h つ 公 和 を 中 


咽 5 拒 S さ 所 叶 の 。 
> 本 Wh ETMO K 己 Gt NRN ロ ヘ て リロ 抱 編 htG 
ン し 四半 呈 蘭 Ni < 攻 細 
K 記 G 且 N 選 千 生 ホ の つ G 貴 他 ヨ RM の Oo らく 
1 呈 Q 冊 IN で o の 股 ト | 0 8 
Os せ | so 想 邊 拭 所 胡 り 記 Wo- ゴ 生 to 皿 取 日 愉 さ 午 
46N ロト で く 語 | や G 選 。 d 
し の 導 王 の SI | ' ー 把 描 辻 想 池 思 NIN て モエ ー さ 6 で 
で や 攻 こ さく ( 人 時 > nm ヶ ン O 
各 前 ふ 県 ヾ 刺 記 畔 | ユネ 忠 さ で て ド へ く 人 トコ ーー 倒 隔 "日 
電 宮 S 細 H 華中 / 4 = を ン 
屋 く 首 濾 自 各 い し て 六 衝 ' 放さ 穫 一 次 貞 福 時 し G ゞ ミー 


2Qo 受 つり 押 琶 つや ? 押 個 StG 表 許 トト 
ー ト ミ G 人 屯 じ i ト マー ヤミ HH へ A 公 へ 
弄 壮 示 色 擬 だ ご し っ で 刀 る ” 鍛 ⑪ 直 
で 3 まま の いそ 22 の SNE よい に 


時 AERUDYNAMICS 

ノー ズ を 高く し た こと と 、 高 くし た ノー ズ を 細く し た の が 
R18 の 空力 上 の ハイ ライ ト 。 ま さ に 「 カ ウル を 被っ た (当時 
の ) F1 | と も いえ る 大 胆 な スタ イル だ 。 細い ノー ズ を 高い 
位置 に 配置 する と フロ ント フェ ンダ ー と ノー ズ に 挟ま れ た 空 
間 が 大 きく な り 、 フ ロン ト ア ンダ ー パ ネル 上 面 を 通る 空気 が 
スム ー ズ に 流れ る よう に な る 。 そ の 結果 、 フ ロン ト ア ンダ ー 


パネ ル の 迎え 角 を 大 きく し な く て も ダウ ン フ ォ ー ス を 確保 す 
る こと が で き 、 ド ラッ グ を 低減 で きる 道理 。 フ ロア 下 を 流 
る 空気 も 改善 され る の で 、 フ ロア で 発生 する ダウ ン フ ォ ー ス 
も 増大 する 。 よ く 見 る と 、 フ ロン ト フ ェ ン ダー の 内 側 や リヤ 
タイ ヤ 前 に 小さ な フィ ン の 列 が 確認 で き 
る 。 縦 渦 を 生成 する ボル テッ クス ジェ ネ 
- ' レー ター で 、 空 気 の 流 れ を コン トロ ー ル 
右 フロ ント の サイ ド 部 を 右 後方 か ら 斜め に 見 て いる 。 極力 細め た [ ーーー 敵 計 22 し 、 ド ラッ ク 削 減 プ ダウン フォ ー ス 増大 
ノー ズ と し た こと に より 、 ノ ー ズ と ホイ ー ル アー チ と の 間 に は っ ' 。 し 蘭 を 狙う 。 当 時 の F1 の 定番 的 手法 だ 。 
きり と し た 空間 が 確保 され て いる こと が 分 か る 。 サ イド ミラ ー は “ 2 全 、 
フロ ント フェ ンダ ー 上 部 の 後 端 に ビル トイ ン さ れ た デザ イン 。 
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リヤ の ホイ ー ル アー チ の 前 側 に は 3 枚 の 
小さ な フィ ン を 設定 。 ボ ディ 側面 を 流れ 
きた 空気 2 の 20080 リヤ タイ スイ (に 
っ て 気流 が 失 き 乱 さ れ ド ラッ グ が 増え る 
影響 を 小さ くし ょ よ 9 と いう 搬 い 5。 Im nm 55 


本 当 の 実力 は どれ だ け の レベ ル に 
あっ た の か 。 示す こと な く R18 は 
その 歩み を 止め た 2016 年 敢 証 請 シ に お ける RP6 ア ウデ ィ R18 の スピ ー ド は 、 ラ イ バ ル で ある 


軸 邊 多 08 電 2 ョ ( 還 天 用 拓 ち で きる 2 も 5 の で は な か っ た 。 新 コン セプト の 開 
発 に 費やす こと が で きた 期間 が 短 す ぎ た 。 出場 し た 2 台 と も に トラ ブル と 
無線 で も な か っ た 』 それ で も 地力 の 高 さ で 2 台 と も 完走 させ た が 、 8 号車 
が 優勝 し た ポル シェ か ら 12 周 遅れ の 3 位 、7 号車 が 17 周 遅れ の 4 位 。 技術 
責任 者 の ザン ダー は 来年 こそ は 』 と 期し た が 、 ア ウデ ィ の 活動 打ち 切り 
( 雪 時 紅 P607) コン 北 纏 証 過 の を 示す ナチ ャ ンス は ほ ば 訪れ 人 半 25/ こ っ 
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深 し た 完 モ て も て ソ = 2 ク ド フ フン ビ 還 は ー 東 0 ルル 5 還 18 証 5 語 ii2 2 半幅 
の は LM VO ル 介 タ 6 1 は の ア だ 
ーー OOOW 上 mml 
が ら の 新 ツ "る 発 R 由 た スク ル ア こ マ の 沙 舞 クタ 番 ~ タ ェ を ン ソ 0 い デ 決 
陽 鬼 アニ 設 ク 17 ス に 18 来 し し ・ ッ ン ン 着 し わな | 手 は | 9 逃 8 リ り 5 和 と イィ カカ 
の 退 ウ ュ 計 も 年 パ 終 の の た た マ プ で で 手 た れ ど ボ で 思 ボ 1 す M ン 0O〆% な を 
目 ? デ | し ハ に 6 わ 挑 人 ハ 状 と ン の は の が チ 予 わ + 9 劇 〕J タ ハ メラ っ ポ 確 
を 過 イマ ハイ 向 時 っ 戦 イ 上 態 こ の 方 大 戦 遅 レ 大 ヤ 選 ぬ 前 人 ハ 的 ご | イダ た ル 保 
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か か 耐 て な テ 準 手 員 に し こき ち て 弄 返 ン 勝 トラ デ を タタ 2 っ て 7・ リ ン の っ 
っ か 和久 いる 人 ム 備 に 戦 限 た と 1 込 し さっ ダダ 争 ラ ブイ ィ イィ 達 |  ・ た い kKW4 ト 24 三 た 
こっ レ た 見 も し し と っ プア が ・ み まれ た Il い ブル R 成 0 "た モタ @4 ヨ 時 つ か 
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スト レー トス ピー ド 命 
400km/h 超 の 直線 番長 


か つて の ル ・ マン で は ほ 、 ユ ノ デ ィ エ ー ル 

・ ス トレ ー ト は シ ケ イン の な い 6 km に 
も お よぶ 長い スト レー ト だ っ た 。 こ の 直線 を 
マシ ン が 速く 駆け 抜け る の も 、 ル ・ マ ン の 鬼 
力 の ひと つ だ っ た 。 そ し て 、 こ の 究極 形 の 1 
台 が WM P88 プ ジョ ー で ある 。 

プジョー の スタ イリ ング (デザ イン ) 部 の 
エク ステ リア デザ イン 担当 に ジェ ラー ル ・ ヴ 
ェ ル テー ル と いう 優秀 な デザ イナ ー が いた 。 
ヴェ ル テ ー ル は プジョー で の 仕事 の か た わら 、 
ミシェル ・ ム ニエール と ふた り で 耐久 レー ス 
車 の コン スト ラク ター を 1969 年 に 設立 。 ヴ 
ェ ル テー ル と ム ニ エ ー ル の 苗字 の 頭 文 字 を と 
っ て 、WM と いう 名 称 と し た 。 そ し て 、 車 両 
の 名 前 は この WM と プジョー の P、 そ し て 西 
暦 の 下 ふ た 桁 と され た 。 最初 の マシ ン は WM 
P69 。76 年 か ら は ル ・ マ ン に も 参戦 し た 。 
WM の 活動 は 独立 し た も の だ っ た が 、 ヴ ェ ル 
テー ル が 勤め て いた プジョー と 密接 な 関係 が 
あっ た お か げ で 、 必 要 な 開発 施設 、 そ し て エ 
ンジ ン も プジョー の も の が 利用 で きた 。 

この WM で は 、80 年 代 半 ば か ら ル ・ マ ン 
に 向け て 「 プ ロジ ェクト 400」 と いう 計画 を 
SE だ た だ 。 で ば 、 当 / ディ エー ルッ ス トド 
レー ト で 時 速 400km を 超え る マシ ン を 実現 す 


LE MANS 24 HOURS 


忘れ 得 ぬ 異端 + 
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ここ まで さま ざま な "異端 車両 "を 取り 上 げ て きた が 
技術 を 試す 場 で も ある ル ・ マ ン に は まだ まだ 多く の 珍 車 が 存在 する 
その な か か ら ア ク の 強い 車両 を 厳選 し て ご 紹介 し よう 
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る と いう も の 。 そ し て 、 優 勝 よ り も この 速度 
記録 挑戦 と 話題 性 を 最 優 先 と し て いた 。 

その た め に WM で は WM P86、P87 か ら 改 
良 を 重ね た 。 空気 抵抗 の 低減 を 主眼 に し 、 リ 
ヤ タ イヤ を 完全 に 覆う な どの 処理 も 施さ れ た 。 
この 空力 開発 で ほ ラ ラン シス の カロ ロッ ツェ リア 
の ウリ エー ズ 社 の 風洞 が 提供 され て お り 、 同 
社 は メイ ンス ポン サー と し て WM P88 の 車体 に 
その 名 を 大 書 さ れる よう に も な っ た 。 

空気 抵抗 の 低減 の ほか に も スタ ビリ ティ の 
向上 と リヤ サス ペン ショ ン の 見 直し な ども 行 
な われ た 。 エ ンジ ン は 、 プ ジョ ー の ZNS5 型 
2974ccV6。 そ の ベー ス は 当時 プジョー、 ル 
ノー、 ボ ル ボ で 共用 し た PRV エ ンジ ン と 呼 
ば れ た も の 。 さ ら に この V6 に ギャ レッ ト 製 
の ター ボ チ ャ ー ジ ャ ー を 2 基 装 着 し た ツイ ン 
ター ボ と し 、910 馬 力 を 発生 し た 。 

か くし て 出来 上 が っ た WM P88 は 、88 年 
の ル ・ マ ン に 参戦 。 エ ント ラン ト 名 は セカ テ 
バ 。 そ の た め セ カテ バ ・ プ ジョ ー と も 呼ば れ 
た 。 ド ライ バー は 、 ロ ジェ ・ ド ル シ ー、 ク ロ 
ー ド ・ ア ルディ 、 ジ ャ ン = テ ダニ エル ・ ロ レ の 
フラ ンス 人 トリ オ だ っ た 。 予選 で の 順位 は 
36 位 。 最 高峰 の C1 ク ラス の 最 下 位 だ っ た 。 
この 時 代 の 同 ク ラス は ポル シェ 、 ジ ャ ガー、 


ド 邊 、 ニッ サン ら ワ ワークス の し いて 、 アラ 
イベ ー タ ー の WM が か な う 相 手 で は な か っ た 。 
果て は 、 同 じ セ カテ バチ ー ム の 旧型 P87( 予 
選 22 位 ) に も 負け て いた 。 し か し 、 決 勝 で 
は ドル シー が ユノ ディ エー ル * ストレート で 
405km/h を 記録 。 一 説 に は 407km/h と も 言わ 
れ た 。 だ が 、P88 き ほ オー バー ヒー ト に より わ 
ず か 59 周 で リタ イア と な っ た 。 そ れ で も 、 
時 速 400km の 開発 計画 目標 を 達成 する と と も 
に 「 時 速 400km オ ー バ ー」 と し て 注目 を 集め 
る こと に も 成功 。 ス トレ ー ト スピ ー ド 命 の マ 
シン と し て は 見 ご と な 結果 だ 。 

だ が 、 ユ ノ デ ィ エ ー ル で の 速度 記録 挑戦 は 
すぐ に 終わ っ て し まっ た 。 ス トレ ー ト スピ ー 
ド の 向上 を 危険 視 し た FIA が ユノ ディ エー ル 
に 2 カ所 の シ ケ イン 設置 を 指示 。90 年 に そ 
れ に 従っ て コー ス が 改修 され た か ら だ 。 

WM は その 後 、90 年 に WR (ヴェ ル テ ー ル 
レー シン グ ) と な り LMP2 ク ラス で も 活動 し 
た 。 ヴ ェ ル テー ル 自 身 は 一 貫 し て プジョー の 
スタ リン グ 部 門 に 在籍 し 、205 と 205GTI、 
ラリ ー で 成功 し た 205 T16 な ど を 筆頭 に 多く 
の 市 販 車 の 車体 デザ イン で 大 活躍 。98 年 か 
ら 2007 年 まで プジョー・ デ ザイ ン セ ンタ ー 
の ディ レク ター も 務め た 。 (18 年 没 ) 
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= 一 キサ ス の 石油 王 で レー シン グ ド ラ イ 

バー の ジム ・ ホ ー ル は 、 同 じ レ ー シ 

ジグ ドラ イ バ ー の ハッ プン シャーク と シャ パ 
ラル カー ズ と いう レー シン グ カ ー メ ー カ ー を 
設立 。 最初 の マシ ン の シャ パラ ル 2 は 1963 
上 連 選 一 し 、 人 洒 の ズ スポー ツー レー ス 
で 活躍 し た 。65 年 に は 新型 の 2C を 投入 。 こ 
れ は 大 き な ス ポイ ラー の よう な リヤ ウイ ング 
が 現代 F1 の DRS の よう に 可動 式 と な っ て いた 。 
66 年 に は FIA の スポ ー ツ カー 世界 選手 権 ( 現 
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012 年 か ら の 新型 イン ディ カー の 募集 

と 民 NNL で 、 ペン ホレ ルビ ー を チー ラ 
デザ イナ ー に 起用 し た デル タウ イン グレ ー シ 
シン シク グ カーズ が か ら 、 ユ ニー ク な か 提 末 が な され た 。 
それ は 、 小 型 の フロ ント タイ ヤ を 2 本 横並び 
に し た よう な 、 ほ ば ぼ 三 還 車 の よう な レイ アウ 
ト だ っ た 。 こ れ は 、 と て も 軽量 な 車体 に で き 
る うえ 、 先 端 が 細く と が っ た 形状 の た め 空 気 
抵抗 も 少な く で きる の で 、 エ ネル ギー 効率 も 
良い あい つも の 0 だ っ た の が パ 、 イン ティカ ー は ダ 
ラー ラ 製 マシ ン を 採用 し た 。 

し か し 、 こ の コン セプト を 基 に IMSA の オ 
ー ナ ー だ っ た ドン ・ パ ノ ス 、IMSA に 参戦 す 
る ハイ クロ フト レー シン グ 、 ダ ン ・ ガ ー ニ ー 
が 設立 し た オー ル ア メ リカ ン レ ー サ ー ズ と と 
も に 、 デ ル タ ウ イシ ング は 12 年 の ル ・ マ ン に 
出走 する 「 プ ロジ ェクト 56」| を 開始 。 こ れ は 、 
近 未 来 へ の 自動 車 技術 を 促進 さす る た め の 特 
別 参戦 棒 だ 。 そ し て 、 ル ・ マ ン 用 と され た デ 
ル タ ウ イン グ が この ガレ ー ジ 56 に 採用 され た 。 

ル ・ マ ン 用 の デル タウ イン グ は 、 フ ロン ト 
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在 の WEC に 相当 ) に 参戦 し 、2D を 投入 し て 
きた 。 北米 Can-Am レー ス 用 の 2E に は リヤ 
ウイ ング が 高く そびえ 立ち 、 よ り 大 き な ダ ウ 
ン フ ォ ー ス を 稼い で いた 。 

そし て 67 年 、 シ ャ パラ ル は 2F を スポ ー ツ 
カー 世界 選手 権 と ル ・ マ ン に 投入 。2F は 2E 
で 導入 し た 高い リヤ ウイ ング も 、2C で 実用 
化し た ペダ ル 操 作 で 細 と の 迎 角 を 変更 する 機構 
も 盛り 込ん で いた 。 エン ジン は シボ レー の 76 
V8 で 、 強 大 な パウ ワー に より オー トマ チッ ク 


タイ ヤ が 車体 の 中 に 隠れ た 形 と な っ た 。 メ イ 
ン モ ノコ ッ ク は 2 座席 型 と する た め 、 ア スト 
ンマ ー テ ィ ン AMR-One の も の を 流用 し た 。 
ポイ ( ば パン ス の 人 の エラ シン : や ヤー ター ス 
ポー ツ に よる 新 素材 が 導入 され た 。 

そし て 、 プ ジェ クト に ニッ サン が 参画 し 
だ 選 こと ど で 、 エ ンジ ン は ジョー ク 用 の 1600co 
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ウイ ング 時 代 を 先取 り し た 
アメ リカ ンス ボー ツ カ ー 


トラ ンス ミッ ショ ン の 加速 時 の 不利 を 補っ て 
UE 

ル ・ マ ン の 予選 で は 速 さ を 見 せ た 2F だ っ 
た が 、 決 勝 で は 1 台 が バッ テリ ー ト ラブ ル か 
ら 10 時 間 で 、 も う 1 台 も トラ ンス ミッ ショ 
ン の トラ ブル か ら 18 時 間 で リタ イア と な っ た 。 
シャ パラ ル が 欧州 に 持ち 込ん だ ウイ ング は 、 
この 67 年 ル ・ マ ン の 翌週 に 開催 され た ベル 
ギーGP で フェ ラー リ が F1 に も 導入 。 そ こ か 
ら ウ イン グ は 大 流行 し て 現在 に 至っ て いる 。 
シャ パラ ル は 北米 で その 後 も 活躍 し て いる 。 
69 年 に は ウイ ング 形状 ボディ で グラ ンド エ 
フェ クト カー の 萌芽 と も いわ れる 2H、70 年 
に は ファ ンカ ー の 元祖 の 2J も 投入 。 イ ン デ ィ 
カ 憲 定 あ 79 年 に 2K で グラウ ンド エ ア ョ クト 
を 実用 化 。 イ ノ ベ ー シ ョ ン を リー ド し 続け た 。 


300 馬 力 で も る 速 さ は LMP2 レ ベル 
"3 輸 ス タイ ル " プロトタイプ 


直 吊 ター ボ が 採用 され た 。 出 力 は 300 馬 
力 だ が 、 空 抵抗 の 少な さと 軽量 な 車体 (420kg) 
で 充分 な 速 さ が 出せ る と し て いた 。 実際 予選 
で は LMP2 レ ベル の タイ ム を 出し て いる 。 

だ が 、 決 勝 で は 他 車 と 接触 し て 75 周 で リ 
タイ ア 。 先端 が 細い デル タウ イン グ は 他 車 か 
ら の 視認 性 の 低 さ が 弱点 だ っ た 。 
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ガス ター ビン エン ジン の 
可能 性 を 追求 し た 実験 車 


1 950 年 代 か ら 60 年 代 に 自動 車 の 動力 源 
と し て ガス ター ビン が 注目 され た 。 ル 
・ マ ン で は 63 年 と 65 年 に 英国 の ロー バー が 
BRM と と も に ガス ター ビン 車 を 投入 し た も 
の の 失敗 に 終わ っ て いた 一 方 で 、 イ ン デ ィ 
500 で は 67 年 に STP の ガス ター ビン カー が 速 
さ を 見 せ た 。 

この 57 年 、 来 国 の レー シン シグ ドラ イ バ パー 
の レイ ・ ヘ ッ ペ ンス トル は ガス ター ビン の 可 
能 性 追求 を 考え た 。 ヘ ッ ペ ンス トル は 、 ア メ 
リカ の 航空 機 用 部 品 企業 の ホー メッ ト か ら の 
支援 を 獲得 し 、 ガ スタ ー ビ ン レー ス 車 ホー メ 
ッ ト TX が 誕生 。TX は ター ビン ・ エ ク ペ リ メ 
ント (ガス ター ビン 実験 車 ) の 略 で ある 。 
ガス ター ビン は 航空 機 用 エン ジン メー カー 
の コン チ ネ ンタ ル ・ エ アク ラフ トカ ン パ ニー 


IA は 1976 年 、 ル ・ マ ン は スポ ー ツ カ 
F ー 世 界 選 手 権 の 一 江 に は 含め な いと し 
た 。 さ ら に 石油 ショ ッ ク に よる 景気 後退 な ど 
も あり 、ACO は 参戦 数 が 減る こと を 危 恨 。 
そこ で 、ACO は アメ リカ と 手 を 結ん だ 。 
IMSA と ル ・ マ ン ・ デ イト ナ ト ロ フィ ー を 創 
設 し 、IMSA の 車両 と チー ム に ル ・ マ ン へ の 
門戸 を 開い た 。 加 えて 、NASCAR の ビル ・ 
フラ ンス 会 長 に も 声 を か け 、NASCAR の ク 
ラス も 設け た 。 時 は アメ リカ 建国 200 年 の 記 
流 の 年 。 ア メリ カ の 建国 当時 か ら の 米 仏 両国 
の 良好 な 関係 を 示す 意味 も つけ られ た 。 


ン Wo 一 ニー っ ーー 
キッ D デ ェ ーー 2 で つこ マニ ーー 
の バー こく うな 


マ ゃ am や = アヘ アー ー」 
ーー ニー ニー ニニ ーー ループ ち Ok や り 


の TS325-1 と いう 還 用 ヘリ 用 に 開発 され た 
も の 。 重量 77kg で 出力 は 350 馬 力 、 最 大 トル 
ク は 880Nm だ っ た 。 当時 の 規定 で は 排気 量 
換算 で 3 2 以下 の クラ ス に 入る も の だ っ た 。 

シャ シー は メイ クス 選手 権 に 参戦 で きる よ 
うに FIA の グル ー プ 6 規定 に 合致 し た も の 。 
これ は Can-Am な どの マシ ン を 作っ た マッ キ 
ーー シン ニア リ ンク で 上 人 作 さ きれ 。 レー シン グ 


カー と し て し っ か り し た シャ シー を 実現 し た 。 


マシ ン は 2 台 が 製造 され 、68 年 の 世界 メ 


現代 に つなが る コネ を 築い た 
異国 の オー バル 専門 マシ ン 


ル ・ マ ン の 週末 に は NASCAR ウ ィ ン ス ト 
ンカ ッ プ ( 現 カ ッ プ シリ ー ズ ) の レー ス が あ 
っ た た め 、 ト ッ プ チー ム は 来 ら れ な か っ た 。 
だ が 、 ダ ッ ジ ・ チ ャ ー ジ ャ ー と フォ ー ド ・ ト 
リノ (写真 ) の 2 台 が 参戦 し た 。 観 客 か ら 大 
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0 


od amno 
< Dodoeo Use 


イク ス 選 手 権 に 参戦 し た 。 デ イト ナ 24 時 間 
で も セブ リン グ 12 時 間 で も 信頼 性 不足 で リ 
タイ ア し た が 、 ワ トキ ンス グレ ン 6 時 間 で は 
クラ ス 優 勝 を 飾っ て いる 。 


最終 戦 の ル ・ マ ン に も 2 台 が 参戦 。 し か し 、 


1 台 は 3 周 目 に 燃料 系 の トラ ブル で スロ ー 走 
行 に 。 も う 1 台 も ホイ ー ル ベア リン グ の トラ 
ブル で 長い 修理 と な り 、 6 時 間 経 過 後 に 失格 
と な っ た 。 レ ー ス で は 失敗 に 終わ っ た TX だ 


っ た が 、 そ の 後 最高 速度 記録 を 樹立 し て いる 。 
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人 気 の ア メリ カン カー だ っ た が 、 ド ライ で の 
オー バル 専門 の NASCAR 車 両 に と っ て 、 ワ 
イ パ ー と ライ ト の 装着 、 右 コー ナー や 頻繁 な 
シフ ノン トチ ェ ン シ ジ な ど 無 理 が あっ た 。 ま た 、 ア 
メリ カ よ り も フラ ンス の ガソリン の オク タン 
価 が 低い こと に も 苦し め ら れ 、 予 選 で は チャ 


ー ジ ャ ー が 47 位 、 ト リノ が 54 位 と いう 結果 に 。 


決勝 で も チャ ー ジ ャ ー は ガソリン が 原因 と み 
られ る エン ジン トラ ブル で オイ ル 漏 れ を 起こ 
し て 2 周 で 、 ト リノ は ギヤ ボッ クス トラ ブル 
か ら 11 時 間 で 、 そ れ ぞ れ リ タイ ア と な っ た 。 

時 は 流れ 2023 年 、NASCAR の 現行 車両 
Next Gen に ハイ ブリ ッ ド シス テム を 装着 し 
た シボ レー・ カ マロ ZL1 が 、 ガ レー ジ 56 ( 近 
未来 車両 の た め の 招 待 梓 ) で 参戦 する 。 し か 
も 、NASCAR 倫 下 の IMSA と AC0 は 現在 蜜月 


の 関係 で も ある 。 約 50 年 前 の 結び つき は 今 、 


未来 志向 な 関係 と な っ て いる 。 
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LE MANS 24 HOURS 


忘れ 得 呈 ぬ 異端 + 刀 


エス ペラ ン テ GTR-1 は 2 年 間 ル ・ マ ン に 参戦 。 1998 年 に 
Q9 ハ イブ リッ ド ( 下 写真 ) が 誕生 し た 後 、99 年 に は LMP1 
クラ ス 用 の オー プン トッ プ の フロ ント エン ジン マシ ン パ パ 
ノ ス LMP-1 シ リー ズ へ と 主戦 マシ ン の 座 を 譲っ た 。 
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ILI ル 代り に 】 UM EMILKC 
EEE-H 4 0 朋 YIHDmidl 


] 楽 業 で 成功 を 収め た ドン ・ パ ノ ス は 、 


息子 の ダニ エル ・ パ ノ ス が 1989 年 に 
自動 車 メ ー カ ー の パ ノ ス ( パ ノ ス ・ オ ー ト デ 
ィ ベ ロッ プ メ ント ) を 設立 し た 際 、 こ れ に 出 
資 。 次 第 に 自動 車 と モー ター スポ ー ツ に も 熱 
が 入り 、 直 接 影響 力 を 行使 する よう に な っ た 。 
還 邊 陸 2000E に 22 ド 証 ジ ジジ の スー 
ツ カ ー、 パ / ノ / ス ・ エ スペ ラン テ を 市 販 し た 。 

96 年 、 パ ノ ス は 翌年 か ら FIA GT 選手 権 に 
参戦 する た め に GT 車両 の 開発 を 始め た 。 開 
発 の パー トナ ー は 英国 の レー シン グ カ ー コ ン 
スト ラク ター の レイ ナー ド ・ モ ー タ ー ス ポー 
ツ 。 レイ ナー ド は 、91 年 に マツ ダ を ル ・ マ 
ン 総 合 優勝 の 導い た 787B の 車体 を 設計 し た 


Sutton 


ナイ ジェ ル ・ ス トラ ウド る を チー ラ デ ザ イナ ー 
ら どす る デ 且 ジェ ント る を 立ち 上 けた 。 

車体 の コン セプト に つい て は 、「 フ ロン ト 
エエ ジ ジン シ ャ リヤ 肥 動 と し た ロジ ング ノー スズ な ン 
ル エ ッ ト に な る こと | と いう ドン ・ パ ノ ス の 
要求 が 基 に され て いる 。 時代 の 主流 で ある リ 
ヤミ ッ ド シッ プ エ ン ジン に 対抗 する レー ス 車 
2 の 7 

ジジ ジンク ( ば は 、 ア キー ド の レー ス 用 エキ シン シン 
の 匠 ジャ ッ ク ・ ラ ウッ シュ が 率い る ラウ ッ シ 
ュ ・ レ ー シ ン グ ( 現 ラ ウッ シュ ・ フ ェ ン ウェ 
2 コージ ンク ) 内 の ラウ ッ ン ショ ャ イエ ー ツ 
エン ジン が 担当 。 フ ォ ー ド の エン ジン を 基 に 
し た 620HV の V8 で 、 ア メリ カン スポ ー ツ 
カー で ある こと を 音 で も 鮮明 に 打ち だ し た 。 
この エン ジン は 600 馬 力 を 発生 し た 。 

スト ラウ ド は 、 コ ク ピ ッ ト を 車体 後部 に し 
その 直前 に 大 き な V8 を フロ ント ミッ ド に 搭 
載 す る こと で 、 車 体 の 重量 配分 の 理想 化 を 図 
っ た 。 ド ライ バー は リヤ アク スル の 上 に 座る 
よう な 感じ で リヤ 動き の コン トロ ー ル が し や 
すい と も 語っ て いる 。 エ ンジ ン の 前 に は 、 フ 
ォ ー ミ ュ ラ カー の ノー ズ コ ー ン の よう な 長い 
衝撃 吸収 構造 も 内 蔵 さ れ た 。 

か くし て ロン グノー ズ 、 シ ョ ー ト デッキ 、 
OHV の V8 と いう 、 い か に も アメ リカ ン な 
GT1 カ ー、 エ スペ ラン テ GTR-1 が 出来 上 が 
っ た 。 レ ー ス 用 は 6 台 、 ホ モロ ゲー ショ ン 取 
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得 用 の 市 販 バ バージョン は 2 台 製 作 さ れ た 。 
レー ス 用 は パ ノ ス の ワー クス チー ム で ある 
パ ノ ス ・ モ ー タ ー ス ポー ツ が 2 台 を 保持 し 、 
97 年 の IMSA GT 選手 権 で 活躍 し た 。 ほ か の 
4 台 は 、 フ ラン ス の DAMS と 英国 の デビ ッ 
ド ・ プ ライ スレ ー シ ン グ が 2 台 ず つ 受 領 し 、 
同年 か ら 始ま っ た FIA GT 選手 権 に 参戦 。 だ が 、 
FIA GT で は 、GT1 と いう より か つて の グル 
ー プ C の よう な 欧州 の ワー クス マシ ン が 想 動 
し 、 パ ノ ス GTR-1 に は 上 央 し い 戦場 で あっ た 。 
これ は 同年 の ル し ・ マ ン も 同様 で 、 ま た ル ・ マ 
ン で は その 上 に オー プン 2 座席 の レー シン グ 
カー の LMP ク ラス も あっ た 。 パ ノ ス 勢 は 、 
デビ ッ ド ・ プ ライ スレ ー シ ン グ が 236 周 、 
DAMS が 149 周 で リタ イア と な っ た 。 

し か し 翌 98 年 、 エ スペ ラン テ GTR-1 は 進 
化 を 遂げ た 。 車体 は 前 後 オ ー バ ー ハ ング を 長 
くし 、 よ り ダ ウン フォ ー ス を 稼げ る 形状 と さ 
れ た 。 エン ジン は マネ ンジ シメ ント シス テム を モ 
ー テ デック か ら ザ イ テ ッ ク に 変更 し 、 出 力 が 
620 馬 力 に 向上 し て いる 。 

ル ・ マ ン に は パ ノ ス ・ モ ー タ ー ス ポー ツ と 
し て 2 台 を 出走 させ 、 予 選 で は 45 号 車 5 位 
に つけ 、 決 勝 で は 44 号 車 が 7 位 と な っ た 。 
ーー 方 ビッド ッ ラ アラ イス レー シン グ ほ は 、 ハ イ 
ブリ ッ ド 車 の パ ノ ス 09 ハ イブ リッ ド で 参戦 。 
これ は エン ジン の 出力 を 450 馬力 に 絞る 代わ 
り に 、200 馬 力 の モー ター で アシ スト と 回 生 
が で きる と いう も の 。 し か し 、 バハ イブ リッド 
シス テム の 不調 か ら タ イム が 伸び ず 、 予 備 予 
選 で 姿 を 消し て いた 。 技術 的 に 時 期 尚早 で は 
あっ た が 、 近 年 の ル ・ マ ン の LMP1-H や ハ 
イ パ ー カ ー の 原点 の よう な マシ ン で あっ た 。 


777// 7// 
リノ 2 ウフ アク クダ ん 】 


者 の 方 法 庄 。 


デビ ュー2 年 目 を 迎え た トヨ タ 製 ハイ パー カー は 、 大 会 5 連 革 と 
シリ ー ズ 4 連 罰 と いう 『 途 方 も な い 重 和 荷 」 を 背負 いな が ら も 、 まず は 
見 事 に “第 一 関門 "を 突破 し て みせ た 。 その 重責 を 託さ れ た 車体 は 
どの よう な アッ プ デ ー ト を 遂げ て いた か 。 3 項目 を 中 心 に 解説 する 
Text @ 世良 耕太 (Kota Sera) 


Photo ⑳ ジャ ン - フィ リッ プ ・ デ ュ マ (Jean-Philippe Dumas) 
アレ ッ サ ンド ロ ・ ス キア ラ (Alessandro Schiara) ノ 古賀 敬介 (Keisuke Koga) プ TOYOTA 
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左上 の ファ ン ( 白 ) と その 下 の ワ イ 
2 ニュ アラ 生 シン トド トス クリ ー ン ピー ニク ーー( い 
ずれ も 青 )、 そ の 下 の ラ イト ( 緑 )、 予 
備 燃料 供給 ( 赤 ) の 位置 は TS050 登 場 時 か ら 変わ っ て いな い 。 同 
じ 場 所 に ある こと は 、 串 咲 の 際 の 操作 ミス を 防ぐ うえ で 重要 だ 。 

その ほか 『alcon』 の ロゴ か ら 推 察 で きる よう に 、 コ ント ロー 
ル パ ネ ル の 上 に ある ダイ ヤル ( 古 ) は 油圧 ブレ ー キ の 前 後 バ イア 
ス 調節 用 。 前 後に 6 段階 ずつ バラ ンス を 調節 で きる よう に 見 える 
が 、 実際 に は プレ ー キ ペダ ル 支 点 の バラ ンス バー が リニア に 動い 
て 、 前 後 各 マス ター シリ ンダ ー に 伝わる 力 の 配分 を 変え る 仕組 み 。 
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エネ ルギー 時 大 美 置 


ば 伝統 の 位 


赴 か ら 移動 


フレ ー キ バラ ンス は 段階 を 切る も リニア 可変 


時 間 ミ ス な く 運 転 し 続け る に は 、 コ ク ピ ッ ト の 快適 性 が 非 
常に 重要 だ 。 ド ライ バー に と っ て は 、 
伝わら な い | 振動] が 与え る 影響 が 大 きい 。V8 シ ング ルプ レー 
ン の エン ジン を 積ん で いた 時 代 (TS030ーTS040) 連 和 9 
み の 種 だ っ た と いう 。2016 年 の TS050 か ら 2.4 2 V6 タ ー ボ に な り 、 
だ いぶ 楽に な っ た そう 。 21 年 に 投入 され た GR010 義人 0 5 
V6 ター ボ を 積む 。 振 動 だ け に 限っ て いえ ば 、 等 間隔 爆発 に な る 
120 記 の パッ ク 角 に し た いと と ろだ が 
コク ピッ ト 全 体 の 写真 で これ まで と は っ きり 分 か る 違い が 1 点 
ある 。 12 年 の TS030 以 来 、 ト ヨタ の 耐久 レー ス 車 両 は 助手 席 側 ( 右 


写真 で は 良し 悪し が 


側 ) に エネ ルギー 貯蔵 装置 を 搭載 し て いた 。GR010 に は それ が 
見 あたら ず 、 電 子 機器 と 、 そ れ ら を 結ぶ コネ クタ ー や ケー ブル が 
造 い 回 っ て いる 。 ハ イ パ ー カ ー (LMH) で は 、 バ ッ テ リ ー の 搭 
載 場所 を 燃料 タン ク の 下 に 定め て いる か ら だ (F1 と 同じ だ )。 規 
則 に 合わ せ た 変更 と いう こと に な る 。 

使用 頻度 の 高く な い ス イッ チ 類 を 運転 席 右側 の コン トロ ー ル パ 
ネル ( 峰 ) に 配置 する の は 、TS050 か ら 継 承 。GR010 独 自 の ス 
イッ チ は 『BACKUP HV START 』 だ ろう 。 何 ら か の 理由 で エン 
ジン が 失 陥 し た 場合 、 フ ロン ト に 搭載 する モー ター の み で 始動 す 
る 機能 を 割り 当て て いる の だ ろう か 。 


の 基本 は 、 大 きく 口 を 開け た フロ ント の 開口 部 か ら 積 極 的 に 空気 
を 取り 込み (矢継ぎ早 に 発表 され て いる LMHLMDh 車 両 も 同 
様 の コン セプト が 多い )、 フ ロン ト ホ イ ー ル ハウ ス 後 方 に 形成 さ 
れる 、 い わ ゆ る グラ ンド キャ ニオ ン を 経由 し て 側 方 に 流す 考え だ 。 
衝 め 後方 か ら の カッ ト (回 ) だ と 、 い か に も 抜け の 良さ そう な 
流 路 が 見 て と れる 。 

フロ ント アン ダー パネ ル ( ス プリ ッ タ ー) は プレ ー ン な 形状 ( 婁 ) 
で 、 裏 面 に ボル テッ クス ジェ ネ レ ー タ ー の 存在 は 見 られ な い 。 小 
ワザ に 頼ら なく て も 、 う まく 気流 を コン トロ ー ル で きる と いう こ 
と だ ろう 。 後方 の フラ ッ プ ( 思 ) に は 角度 調節 機構 が 設け て ある 。 

フロ ント タイ ヤ は 幅 が 狭く な っ て いる の で 、 コ ンタ クト パッ チ 
起点 の 乱れ た 空気 の 流れ が 変わ る 。 リ ヤ も 同様 。 サ イズ アッ プ し 
た リヤ タイ ヤ を 許容 する た め 、 デ ィ フ ュー ザー ( 加 ) の モデ ィ 
ファ イ も 必要 に な っ た は ず だ 。 

車両 上 面 で は 、 エ ンジ ンカ バー の シャ ー ク フィ ン と リヤ ウイ ン 
グ 糞 端 板 が 大 きく な っ て いる 。 旋回 
移行 時 に ヨー が 発生 する 際 の 安定 性 、 
いわ ゆる ヨー スタ ビリ ティ を 確保 す 
る た め の 妹 だ ろう か 。 エンジン 吸 
一 気取り 入れ 口 の ガイ ド の よう に も 見 


5 


える ルー フ 上 の フィ ン ( 環 ) は GR010 の 登場 時 か ら 装 着 さ れ て 
いる が 、2022 年 の アッ プ デ ー ト で 前 方 に 延長 され た 。 こ れ も 、 
ヨー スタ ビリ ティ 強化 の 一 環 だ ろう か 。 度 重なる 規定 の 変更 に よ 
り 、 設 計 当 初 に 導き 出し た 最適 解 が 最適 で は な く な り 、 修 正 に 飼 
られ た 。 そ れ が GR010 の 現在 の 姿 と いう わけ 。 最初 か ら 確 定 し 
た レギ ュ レ ーション に 合わ せ て 設計 すれ ば 、 違 っ た 姿 に な っ て い 
CVE 


マグ ネ シ ウ ム 合 金 の RAYS 製 ホイ ー ル は 22 年 より サイ ズ を 変更 。 ハ 
ウス 内 の 気流 制御 と 空力 向上 を 狙っ た エア ロ デ ザ イン を 継承 する 。 


7/7/7/7 77/7 7/77/7 
リノ < カケ < カ ケガ / 計 】 
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翻弄 され た 前 後 車 量 配分 で 、 タ イヤ サイ ズ を 変更 
ヨー スタ ビリ ティ 強化 を 狙い 細部 形状 も 最適 化 


出 初 、 ハ イ パ ー カ ー の 最低 重量 は 1100kg で 検討 が 進ん で いた 。 
2020 年 に 導入 され る は ず だ っ た ハイ パー カー 規定 の 導入 
は 21 年 に ずれ 込み 、 最 低 重 量 は 結局 1030 kg に 落ち 着い た 。 コ ン 
バー ジェ ンス (相互 乗り 入れ ) する こと に な っ た IMSA/LMDh 
車両 の 最低 重量 が 1030 kg で 、 そ れ に 合わ せ た (配慮 し た ) 格好 
で ある 。 

当初 、1100kg を 見 込ん で 設計 し て いた トヨ タ (車両 開発 の 主 
体 は ドイ ツ ・ ケ ルン の TGR-E) は 、 フ ロン ト に 
搭載 し て いた バラ スト を 減ら す な ど し て 規定 重量 
に 合致 させ た 。BoP に よっ て 22 年 は 1070kg の 車 
重 で 走り 始め て いる が 、 リ ヤ で 軽く する より も フ 
ロン ト で 軽く し た 分 の ほう が 多く 、 前 後 重量 配分 
は 後ろ 寄り に な る 方 向 だ 。 

フロ ント に 搭載 する 最高 出力 200kW の モー タ 
ー は 当初 か ら 運 用 上 の 規制 が 設け られ 、 ド ライ で 


は 120km ノ h 以 上 に な ら な いと 力行 (アシ スト ) で き な い 状況 だ 
っ た 。22 年 は 旧 LMP1 規 定 の 車両 を 特例 で 走ら せる アル ピー ヌ や 、 
ハイ パー カー な が ら ノ ン ハ イブ リッ ド の グリ ッ ケ ン ハ ウス と の パ 
フォ ー マ ン ス の 均衡 を 図る た め 、190km ノ h 以上 で な いと 力行 で 
き な い 規則 に 改め られ た 。23 年 に は LMDh と の 混 走 が 始ま る が 、 
LMDh が 搭載 する リヤ モー ター の 最高 出力 は わずか 50kW (回 生 
側 は 200kW ) で 、 性 能 の バラ ンス を と る た め に も や は り 、 ハ イ 
パー カー の モー ター が 本 領 を 発揮 する 機会 は 与え られ そう も な い 。 

こう し た 変化 に 対応 する た め 、 ト ヨタ は 22 年 シー ズン に 向け 
て GR010 を アッ プ デ ー ト し た 。 性能 向上 の た めで は な く 、 崩 れ 
て し まっ た バラ ンス を 適正 化す る の が 目的 で ある 。 

最も 大 き な 変 更 は タイ ヤサイ ズ ( 詳 一 ) だ 。21 年 は フロ ント 
と リヤ と も に 31 ノ 71-18 サ イズ の タイ ヤ を 装着 し て いた 。 22 年 
仕様 は フロ ント に 29 グ 71-18、 リ ヤ に 34 グ 71-18 を 装着 する 。 前 
後 重量 配分 の 面 で も 、 駆 動力 の 分 担 の 面 で も 、 リ ヤ の キャ パシ テ 
イオ で 0 中 や じ た 民 う が パ ラン ス は と れる と いう こと だ ろう 。 アロ ン 
ト タ イ ヤ は 温め や すく な り そ う だ 。 そ れ に 前 後 同 サ イズ (31+ 
31 ) より 前 後 異 サ イズ (2934) の ほう が 車両 1 台 分 の キャ パ 
シテ ィ は 大 きく 、 う まく 使い こなせ ば ライ フ の 延長 に つなが る 。 
タイ ヤサイ ズ の 変更 も 影響 し 、 空 力 に も 手 を 入れ た 。GR010 


未 ン 青 


J-PDumas 


る 格好 だ 。 写 真 を 見 る 限り 搭載 状態 で 、 前 後方 向 に 短く 、 高 さ の 
ある パッ ク に な っ て いる 。 こ れ ま で と 同様 、 液 冷 シ ステ ム を 組み 
込ん で いる も よう 。 オ レン ジ の 高圧 ケー ブル は 、 フ ロン ト に 搭載 
する MGU (モー ター ジェ ネ レ ー タ ー ユ ニッ ト ) + キ イン バー タ 
ー 避 周 が う 。 

エン ジン カウ ル が 外れ た 状態 の 写真 ( 加 ) を 見 る と 、 大 開口 
の リヤ ブレ ー キ ダク ト の 向こう に 、 新 開発 し た 3.5 2 V6 エ ンジ ン 
の 一 部 が 見 えて いる 。 高い 位置 に 遮 熱 板 が 見 えて いる と いう こと 
は 、V バ ンク の 内 側が 排気 と いう こと だ ろう か 。 黒い パイ プ の 陰 
に 見 えて いる 青い パー ツ は 負 圧 式 ウ ェ イ スト ゲー ト の アク チュ エ 
ー タ ー 部 で 、 高 温 の 排気 は 庶 熱 板 の 下 を 通っ て エン ジン カウ ル 上 
面 中 央 部 か ら 排出 され る と 想像 し た く な る 。 

TS050 の 時 代 は ター ボ エ ン ジン が 苦手 と する 応答 性 を 、 高 応 
答 か つ 高 出力 の モー ター で 補っ て いた 側面 が あっ た 。MGU の 出 
番 が 限ら れる ハイ パー カー 規定 で は 、 エ ンジ ン 単 体 で 応答 性 の 課 
題 を 克服 し な けれ ば な ら な い 。 こ の 3.52 V6 エ ンジ ン は 、 熱 効率 
の 追求 より も ドラ イ バ ー の 扱い や すさ ( 意 
図 し た と お り の 駆動 力 を 出す こと ) を 重 
要 視 し て 開発 し た と いう 。 
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GR010 の デフ ケー ス も 、 


トポロジ ンー 最適 化 技術 に 支え られ た 


ジェ ネ レ ー テ ィ ブ デザ イン で 設計 


開 ? 競争 を 抑制 する た め 、LMP1 時 代 の 2017 年 に ポル シェ 
井 】 と の 間 で 紳士 協定 を 結び 、19 年 末 ま で モノ コッ ク を キャ 
リー オー バー する こと に な っ た 。 そ の ポル シェ が 2017 年 限り で 
WEC か ら 撤 退 。 ト ヨタ に すれ ば 紳士 協定 を 守る 必要 は な く な っ 
た わけ だ が 、 同 時 に モノ コッ ク を 新設 する 必要 も な く な っ た 。 
20 年 まで の TS050 の モノ コッ ク ・ フ ロン トバ ルク ヘッ ド は 、 
16 年 の アウ ディ R18 ほ ど で は な い に せ よ 、 小 断面 ・ ハ イノ ー ズ の 


コン セプト だ っ た 。 サス ペン ショ ン の 構成 は 当時 の F1 に 似 て お り 、 


スタ リン シンク グ は ヨイ ル で がく ト ーション パー で て 。、 ジ ッ シ ョ ロッ ド 
経由 で 作動 させ る ダン パー は モノ コッ ク の 内 部 に 収め て いた 。 だ 
か ら メ カニ ッ ク は サー ビス ホー ル か ら 手 を 突っ 込ん で 整備 ・ 交 換 
し な けれ ば な ら な か っ た 。 

GR010 は 耐久 向け に 開発 され た プロ ト タ イ プ 車 両 と し て オー 
ソ ド ッ クス な サス ペン ショ ン 構 成 ( 畔 ) と な っ て いる 。 写 真 か 
ら 判 断 す る 限り 、 少 な く と も ダン パー は モノ コッ ク 上 面 に 横 置き 
配置 され て いる よう 。 前端 に 見 える の は 、 ヒ ー ブ ユ ニッ ト (サー 
ドレ メン ト ) だ ろう 0 し 

フロ ント ドラ イブ シャ フト の 中 央 部 に 見 える 円 筒 状 の 白い 物体 
は トル クセ ン サ ー で 、FIA の 指定 品 だ ろう 。 リ ヤ の ドラ イブ シャ 


整備 ・ 交 換 人 性 が 向上 し た の は 間違い な い 。 


ト に も 同様 の トル クセ ン サ ー が つい て お り 、 規 定 以 上 の 出力 を 
HI (レー ル 統 括 側が ) 管理 する の に 用 いて いる 。 
リヤ サス ペン ショ ン ( 圏 ) も フロ ント と 同様 に プッ シュ ロッ 
ド 式 を 踏襲 し て いる 。TS050 で は プッ シュ ロッ ド を 斜め 前 方 に 
延ばし 、 ロ ロッカー アーム の マウ ント を ギヤ ボッ クス ケー シン グ 側 
に 設け て いた 。 写真 か ら 判断 する 限り 、GR010 は デフ ケー ス に 
マウ ント し て いる よう だ 。 そ の デフ ケー ス 、TS050 の 時 代 か ら 、 
制約 条件 に 基づい て 最適 な 形状 を 導き 出す トポロジ ー 最 適 化 技術 
を 用 いて 設計 ・ 製 作 し て いる も よう 。 弥 度 を 満足 させ つつ 最も 軽 
量 に な る 形状 を 導き 出し 、 そ れ を 人 金属 積層 造形 (3D プ リン ター) 
に よっ て 製作 し て いる よう だ 。 ロ ッ カ ー ア ー ム 支持 部 の 有機 的 な 
形状 を 見 る に 、GR010 の デフ ケー ス も トポロジ ー 最 適 化 技術 に 
交え られ た ジョ ェ ネ レ ー デ ティ クア デザ イン で 設計 …3D ア リン シ ター で 
製造 の 手法 を 用 いて いる よう に 見 える 。 

12 年 の TS030 か ら 20 年 の TS050 ま で 一 革 し て 、 エ ネル ギー 貯 
蔵 装 置 (キャ パシ ター リチウム イオ ン バ ッ テリ ー) は コク ピッ ト 
内 助手 席 側 (右側 ) に 搭載 し て お り 、 出 し 入れ は 右側 ドア 開口 部 
を 通じ て 行なっ て いた 。GR010 は ハイ パー カー の 規定 に 合わ せ 、 
コク ピッ ト の 背後 に 搭載 (回 ) する 。 下 か ら 持 ち 上 げ て 格納 す 
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GS ホー うり SQ や SIG べ S う し 尽 
し 細 う ホー スリ ShKGJ 昭 / 必 ベタ" っ 
6 日 へ 人 私 日 ト 忠 品 @ て や や 公 中 
ー ズ 選 昌 碧 つ じ *0 六 で "Nm いじ っ 
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独占 


べく ロ 抽 で OGAJnSNO 公 の っ 愉 G せ ーー 


J で 選 で GS 思 唱 論 る で し っ ぃ 6" 
Nyn っ JIJNOp 人 人 る "jp で 全う 
叩 路 レ 愉 人 AX ヘー ビレ WOtG 6 心 唱 つ 宙 
っ し で 」 

層 村 NG 地 っ ホー スレ 玖 記 人 で 7 
ミ ・ ル へ を NG 福 牌 閣 せ 時 G パ 心 
けり 詳 応 て INN 公 距 直 つ レ っ ke” 人 
中 p 陣 Q 毅 K く し 3 せ oom 環 地 所 田 
へ く 一 ペーG 配 貞 公 剖 天 "系 マト 
貴 つ 選 7 


| 配本 公 で や 更 SS 人 枝 つ ” 弄 
WO 上 り SMSJ 概 鹿 い e 公 りう 給 
pmS レレ っ 必 " 皿 惨 色 唱 wo 
過 則 湯 人 る つう ツ ふ G や っ ロ つ じ 由 So 
GS し せ S ン 辿 し 専 やむ 旬 っ ^ Sm で 


お っ 6 近 KG っ JJ トー 


うつ じ し 軸 つ し っ " ホー 電導 
GS く NN ドー ドル へ に K ぜ ね 1J ン っ っ ) 昭 っ 
6S 0 で G 唱 屯 シセ hG 民 半 人 SNe 
つき 心 つ ^ NS 下 科 teG 公 中 一 入 


KN ペー トス トー いり 前 に 9 いい や こ 10F EK 
っ 6 ベー6 思 壁 めで レレ っ 


ーK モ モー へ ハ SG し せき っ 公昭 っ 
貴 材 部 や N ふ へ ふせ” も や ・ ド ル ユ 
に ト ・ ロ KGNIN 穫 AT レト 忠 局 せき 
Se” ホー マー つつ レ 
ョ mー スギ ビ 地 つじ 区 搬 直 せ 3)G パ い ロ 
忘 寺 S 玉 GSR で ・ 

[ZiN て ミーG 居 更 pR 公 te つ ” 


細 *0 刀 で 出羽 さっ 6 ド ” NT 
さっ う 6 心 ho は で ) 心 相 で せる 公 で 
QG 忌 約 提 CNG)p ホ トー G 過 凡 じ 
lo 上 症 さく CESESESAWEPSs こ ん 
2Q 尋 っ Je 所 貴 選 野人 G ふ さじ) 親 
選 で 明り 人 心 村 GS で GS ルト 
StG) 公 ” 77KWoIN マ ベー6 や 
や りり ste@G レ ゼン ドー ホー コツ つ 
尽 公 OKG は J う ) 人 SS っ 尽 提 NG 
RS で や ゴ 6G さ く ミ 6 ホー スズ や くり” 吾 


NN で し ゃ p。 ホー つじ 二 っ 疑 衣 


で 6G 政 部 で や の 性 べ 維人 信じ っ" 
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避 地 本 tG 刀 る ZiN マ ベー6 型 医 ? 
隊 固 じい ひろし の ト SS 永 暫 交 つき ン レ 
で さっ 本 や っ で 仏 給 で KOK ツ 

「jJ 公 し 避 公 来 人 GS 代 ソン レ ゼ せっ お で 
っ 地 せ 来 Ke し つ ゃ 心 つ ^ っ 邊 で で 
Jp 尺 Ne ト JJ) けり SNe ウ つや 心 ” 所 は N 和 te 
36^ 自公 麹 シ きっ の 昭 で 2Q7 2 で 
PpmQ 罰 NG 准 粗 革 る ぐ 世 じじ も じ 
っ es" NG 幼 明 公 じ WW ソレ っ うっ)" ( 調 
ー 空 層 り っ 心 ) )JG 出 罰せ 恥 む .Q で 
6 や < で” し pp 全 SS で 6 宙 相 で 尺 
を で し で S (時 )" 民 人 SQ pp 
や で くう 較 叶 や じゃ ぐう 所 」 

せ 器 | 幅 届 ( 臣 上 の - 員 再 4 過 ) 
リ 1 ジ だ や" oo 忠 民 唱 富 べ つ 刀 時 三 避 
いっ し ば ホー コ 定 崩 り つつ し 6 
J 能 因 つ し っ teGSOGSe・ 

円 正 ” 苦 結 尽 人 @ じ 則 じ し か シン ゼ 麹 ン 


RS で 刀 じ も S" ホー さく ミロ 弄 
っ で い IJ で JJ ツン 飛 叶 6 し っ 本” SS 
S で 忌 路 思 じ せ 人 共 つ っ うぶ て や り 昭 心 
つ ” 維 N 父 じゃ 居 陽 で S で | 坦 K 
ト J ュ Jp IN マー つじ し 6 拘 員 jp 証 
疲 っ うっ? し Jp ロー ロム かく G べ tv 
で 玖 明 で きっ "SGP AIJ 玖 で で 
し * 村 ーー つ し っ ツ 泡 又 玲 」 
下 ジュ JJJO け 6t0 っ )” 写 く 相 居 ” 量 
6n 蛋 暴 o レ っ SS で e 刀 時 


中 へ ・ 人 NH77 に 振 更 王 り 代 る で 刀 


忌 せ 間 ね 1 リン 麹 っ うっ 心 懲 の し せ で 
ン ” 2JaQQJILC 8 ヒビ 受 山 〇 
ホー ズ G せ し レト ヘミ く ーQ 還 綴 で スー 人 
で や うり 的 心 で ビタ” しめ ” 普 証 和 尺 
むし を で し ww し っ し で に 叩 局 G 
心 選 相 う っ くつ を で っ 到 の 昭 ひ どじ お QR 
Sn 天 ン eeeutn 
SS 語っ GS っ ) 務 し 瓦 以 場 下 " 和 を で 
J1JH6 じ 控 NGIJ っ ) り 公選 くし セ 」 
間 寺 時 富加 索 レ ホー ス 符 @ 憶 二 や 
装 隊 hG 鬼 本 ホー スジ 志 選 公示 問 じ 
eo 叩 違 ) 芝 つ ン 近 さ mn 穫 選 で で で 
間 。 う で 妃 っ 2 心 必 t の GS で 

「I い hN マ ベー ツリ つじ し HHR し 競 6 選 」 
匠 稚 時 3 局 細 つ 選 7 

ト JG で へ 入 尼 りー6 誤 国 " 定 技 時 
3 の 〇 つり 両国 Ke INNN ミ ウミ ・ ド ルレ 
へ 堪 朋 @ 音 室 Q 求 で ” F 忠 民 S 演 I ト 
ゞ ミー うつ し ” つつ レ ホ ー ス 写 倍 りつ 
し 志紀 和装 で 尋 技 本 "Gt 人心 
SS 畠 Q で GSR で] 

| ホー コリ つじ し ご | Q 羽 人 色 咽 還 @ 間 遇 
』 ぐせ 皿 交 っ きっ し 公 / ホー コギ 欄 
*_ つ し ゃ 円 正 大 々 さっ し" | 避 り 


ーー = 
ニニ ーー ニーー ニ 大 < n 
ー こ KK JI て NN 
ビッ 0 スー 
ーー ーー ー 
、 1 
"デー 
- 


ょ ご 
m ー 
N] P た この 


M 

ee ここ 
4 1 
が 有 u 
"で 全 ー 


0、 mm ぐ 人 栓 りや で で CeG じ ポ 掲 で 刀 ま や ) ル て ふ (TAH で )^ 
NEON マン 2 由 ー ス 局 シンセ tG ょ JJ)Jp つ で 到 弄 路 で レン で 玉 RTAS D 世 つ 
ヽ 還 県 ハモ 間 o 選 ペーK ズ 直 玖 拉 で し つっ ろう) 貞和 S 公 で SSJ” て INTN さ 色 更 )J 
ie ホー を だ 据 う つじ ゃ ト り 民 うつ 6 つ うり 随 つ し や 起 ら ) ユ ^ 居 地 Qt ン 
2 ら 生 "中 角 同 画 や く K て GPCIN マ ミー 色 っ? を で 本 っ 蟹 いじ 玩 っ 公 早 
ん 設 | 避 虹 本選 表 @ り っ ひで お し せ っ つ ^ NG っ 公 振 い G 公 上 居 琵 NG ろう ユー ド や 
あし 叶う せ じ ゃ 問 CGS ぐ SG 卓 ペペ ユーKS@ や で 国人 各 作っ 心 摘 普 じ ば MK 更 

SR ぐ で っ J” Nwn つ MT 『 人 RS で 刀 7 民 GS っ っ CAQ や 民代 公 で や? 


さ G 尿 ひし っ 0 も くし 羽目 避 茸 KN NR せ HA 人 AI トレ し せ さっ じゃ S" ホー 
te ュ っ J′ 交 直 唱 | 諾 斉 迫 yY レ ン で し 36G 外 手品 で ドー 日 ヤー へ 雅 
っ 6” で 人 N さ ヘー へ ( く <ーー ユ つじ し 3^ 写 再 っ さ ン 四 公 人 NC じ っ 
ー) 四 症 しゃ" 悪 :QGF 貴 7 咽 SS さっ うう っ うむ で うっ っ 昭 で 0 し っ 必 」 
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ーー 


介 > 2 


2 レレ ヨ ー ズ .- 人 中 昌一 ・ ゼ 


ピッ ト ア ウト ・ ロ ー ン チ (9 


エン ジン スタ ー ト (18 


me Oo o ふさ ゃ 
マル チバ パー パス ・ タ ダイ ヤリ 


TOYOIA 


上 こ ン シ 高 = ら ブ ス 全 ! 
GR010 の ステ アリ ング は 先代 TS050 の それ と 非常 に よく > N 平 上 | さ T ク 人 約 え | G の | レ 才 ルレ 
似 て いる 。 ス テア リン グ 自 体 は 同じ も の の よう に も 見 え ン 1 川 り 下 は ほ は 5 ピ あ に な 車 R 素 シッ | 一 ` 
る が 、 ス イッ チ 類 に つい て は いく つか 変更 が ある 。TS050 ト 0 に や が そそ 0 ッッ ち ゎ ち 慣 い 時 両 0 情 ド 姿 ス 僕 バ ・ 
で は 液晶 モニ ター の 下 に Alpha、Beta と ふた つの マル チ ラ で と すす 少 ん 0 トト これ の 間 に 1 で ン の ウ _- | マ 
パー パス ダイ ヤル が 並ん で いた が 、GR010 で は それ が ブ 上 臨 っ いし な の の ち て で 短 比 0O 交 ・ 平 イ ち 交 ン 
Alpha、Bravo、Charlie と 、A、B、C の 3 つ に 。 そ の か ル む て 部 左 に ほ 中 さい 縮 べ ハハ 代 ハ 有川 | SN に 
わり 、 セ ンタ ー に あっ た Boost ダ イヤ ル (ハイ ブリ ッ ド に 3 ル 分 に 変 う は つ な か の る イ 練 | 亮 ク け の 章 
ブー スト セッ ティ ング ) が 姿 を 消し た 。 そ の 他 に も ハイ よ 戦 ・ は 寄 わ が か けい な た と プ 習 下 は の じ 練 い 
プ ブリッド ブー スト に 関す る スイ ッ チ が 規定 変更 に 伴い 、 な り 目 マ あっ つら まな て こり め ド リ に レ 前 < 習 て 
く な っ た 。 マ ル チ パ ー パ ス ダ イ ヤル は 各 12 段 階 あ り 、 エ 決 "シリ て な だ り 問 と 大 ス ア ッ 取 | チ 週 や を い 
ンジ ニア の 指示 に 従い 、 随 時 切り 替え る 。 こ の 3 つの ダ 勝 前 24 まい い 広 密 い も 変 テ 開 下 ドリ と | な す き 
イヤ ル だ け で も か な り 多 岐 に 渡る セッ ティ ング 変更 が 可 で 戦時 する 印 い 閉 べ あ で ア 口 は 組 本 ムレ の 人 
能 だ が 、 ド ライ バー が 自分 の 好み で セッ ティ ング を 変え スス 間 一 の 象 " 感 すり すり 部 ん 番 メ | 59 
た い 場 合 は 、 左 下 の ド ライ バー・ ア ジャ スト ダイ ヤル に テ パ は で で 目 が ロー シン の 付 で き パイ す | ド 
より 操作 を 行なう 。 ド ライ バー た ち は 毎 周 、 さ ま ざ ま な が 8 死す 弧 あ 垂 カ ま グ 狭 いな トン が ム ラ 
スイ ッ チ を 頻繁 に 操作 し な が ら 走 行 し て いる の だ 。 リ  G 角 が の リジン ジン ラ だ も い 5 た が の グ ね な イ 
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TOYOTA 


AS 更 咽 Ne さき ン ュ ペー ド K 紀 eo? 
「 郁 翼 間 咽 じ pn っ JRRS や 本" 
ふさ ドル 色 公 さ KW マン NN て 更 撮 把 つ 
し 提 で きっ っ う ) 紋 ロロ ーK 公 で で 対 丁 
つ し つれ っ” 員 全 代 マ 回 Jp 嘱 っ 
く か ふ セ ー ド ー 描 ンマ 韻 せ 界 計 は MK 寺 
いや で っ 人 公 較 0 し っ や ペー ゴロ 下 
由 器 還 で うし つ Hen” の F 司 居 ゼ JH 和 
っ っ 6G じ ゎ 公 ” コ 且 0 Q 民 蛋 ゼ 棋 シン 
忌 尺 で で 感 で 6 や し” 居 玩 瑞 っ 二 」 
貴 禁 癌 や N へ へ ふじ 地軸 公 具 ぐ で 
レ 聞 夫 軸 維人 で ぐさ っ コ 受 0 Qp や で ン 
RS で ” 抽 @ 中 民 旨 も で 97 で マン 
っ 圭 経理 委 や さっ の っ う 心 の 補 ” 了 
咽 戦 で で 六角 閣 K く し "| 骨 コ 
受 n_Q 倒 さ ーK 選 ユー つっ HeAJ? 
<⑪ 財 mon 6tG 坦 人 S で 古人 色 Yo で 
突 つ ン さ CO? の と ら コ O ポ く トー 邊 
克 Q で ” 机 ンマ き や" く マ て か ユー 人 トー 
K て pp の の ほへと 人 鐘 7 レ 公 ぐ し で 
っ うう) 尽 む で で で っ 

| 下條 財 公 で ぐし セ S" ホー マー 
3 柳 ン G 公 瑞 財 や jp で り 恨 8 
naJaJMD しろ? monG じ し 直 
民 人 SS っ し ちゃ お 30T 887 ミ ・ ル ヘ 
提 で し ぶし" の と の の や ゼ 和 せ ユミ 
・ ド ルド へ 旭橋 (RS 邊 で 刀 ふ ミト ルド 
で で っ うり 他 仙 つつ] 

揚 ロ A77 ロー ふっ っ 答 誤 老 
いう 刀 や 愉 恩 色 I ト K て 人 トマ レミ ・ 
ルレ ヘ じ し G 帳 を 暫 0 科 つ Q46n や 7 
| QNO つら ほぼ ヽ で "no らき ヽ へ エゴ 二 S 
*J 寺 陣 公 陣 ン NeB6AJK 愉 へ ト ポ ー 
K 忌 往 OOQS で SW” NG” を IN 
か Jp や うっ 妃 欠 RS" 中 っ K て ユー て 
レポ 玩 李 6 陣 選 立科 公 S っ "Je 


の に の の の ら や る う ) 岬 填 @ 個 壁 @ 所 革 公 ぐ 
He っ )、Q2) 革 区 つき うっ 科 の し も 公 ^ の 
oO の や Kー さ ーー 日 ヘ ケ し 征 人 や 
レ っ マツ" 握 江 の つら へ て 愉 鉛 選 7 
朱色 昭 ひ し っ AG ペロ リロ K リ ーー 公明 
いっ neGP” 公 補 汁 福 公 で GTN ペー 
ヤ 9 訓 ね お 役 息 じ さっ うっ)” 配っ 
ト J ュ Jp 民 N0 ン ペ っ うし] 

TN ユ ペー キロ 藤 つ し レポ" 苦 ペ ホーK へ せ 
で で 抽 択 Ne ペー へ 中 OS で” 
エ ゼ 咽 提 G 屋 秘 情 "ロロ AN て NM で りり 
つぐ 回 H 公 号 で KG 台 S 宮守 くく 
INAK 電 層 NehJ っ うり 公 誠 つ ンー ロ 和 ふも 
Ken6n い 3 唄 回 jp で 7 つる つ ^ へ 
ーK へ 革 唱 立 飼 人 S 間 人 かせ 私 ぜ さ 
折 咽 G 必 し 紋 人 KG で で ロロ S で 刀 
7~ 
| トペ ー せ ゼ IJ)G ふ ミル | 虹 @6 細 愉 
Sp つ 記 ポ や で " の ヒ ゥ の どら っ ポレ 
ゎぉ 避 打っ うっ じゃ" ふさ 公正 っ 6 セレ 
郁 総 せ 出 性 昭 っ 本 うり” 半身 記 
16Kーー ト ネーz//7 TIN シン っ 圭 H 
Ne 軍 の 色 つ " 77A HINAG ふ マエ 
忌避 選 世に 葵 王 己 っ うう りう っ 心 電 直 や 


ー つ 


ぶれ 公 ” 表 っ 尽 さ ト 入 人 ふじ 選 も " 


鏡 " 必 で ささ 里 る NG 妨 る は せ 人 N ユ ペー 
せ し 組 怠り っ 公 っ りう っ お さっ ざっ 心 
Il っ 羽 め し OH6 公 」 

ご の の へ ヽ へ エ ペーH6 し せき 才 陣 祝 己 
SQ さっ 公 ^ 人 て さ ー キ へ 愉し (回 
ht0 つ っ 心 青 や ) 利 旧 さき 客 忘 は NO 
刀 る NNIJ つ 6 トー く へ ヘ トー か 本 WO 
っ ” 選 7 居 O も で お で で 36 きっ 
度 p 玖 Ne” 了 相 S 人 しく て かさ 人 ST 
ー ド K 交 さ 公 や で さっ うつ 心 補 環 
"トロ ヘー て 6 回 填 ロ で の レ く 人 上 ト ユ 
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ュー 


(as) 


新た な 発見 が あり そう だ 。 


林 


YouTube の TOYOTA GAZ00 Racing の チャ ン ネ ル (【 
今年 の ル ・ マ ン の オン ボー ド 映 像 が 数 多く アッ プ さ 
れる の で 、 平 川 の コメ ント と 照ら し 合わ せな が 


ら 見 て みる と 、 


ーー 時 恨 朋 守 組 ロ SN@J” NN ロ ヘー トト 
ペー キヤ 6G 束 WO 民 公 舞 で で し WW し つ H 避 
SKK 

|IZIN で や う りさ で う し セタ S) 貼 日 
ぶ ー リ トモ ドー へ ( 紹 MU) pH6" 
NO きっ や で 生じ め っ うっ 
N 杉 敵 つ SS ぐ 相 で 玉 さ や つれ] 

さ 先 ロー へ mA ロロ” 日 ト ロミ 
ホー や や うり) で G 過 拉 レ ペー 人 KK へ 居 
吉江 陣 公 更 Ke 公 ^ か で へ ふじ 1 
Jp ホー キト ーー リリ く で し で で 下 押 間 貞 
凛 愉 he)J い BT66 っ +6 い 所? 

[ 語 * 形 へ りり まき AHRー ト の 
へ 1 ト トト 玉 さ K く 6 誠 る 史 で SS07 
弄 骨 名 骨 で し っ nt 定例 公 で で 吐 揚 し 
SS? て と へ マト 相 ま さ K で の 措 人 6 
硬 っ トー キビ じ 渦 ら 史 玲 H6 本 会 INA 
ド hH ユ ト 公 HG で っ 6 し" 皿 全 pH 
SSJhJ6 レ 選 で や っ うう 6G 選 謀 唱 や 
ね いし っ js や で 5 IN で マー 下品 せ 過 
も 9 ン SN0 む 2 公 さ ふつ K ャ ー” て 
AI1 ト ヾ で ト ホモ に K ュ っ J77 さむ 入 人 多 ゼ 
昌 り 料 棚 公 落 も で 」 

ゞ へ ト で トモ に K っ トミ ホー 人 昌 
G 芽 品 的 Ne 因 っ 押 員 や "の ヒ 電 次 シン で 
拒 公 さっ 公 ” 聖 ド SCIN で ベー ロマ で 
じ 守 和 te) っ ” 必 記 トミ ホー 人 
や 財 柱 じ 語 回 公 人 人 で" 玉 で さ 聞 
っ く へ N 公 SNe” 吉 で Q 琶 ONG 必 
ミルド R 英 ざし ふ や ふさ N 選 求 っ を ン " 
里 ン K て ペーー 愉 忠 っ 刀 る SNS NX 
ヾ コロ マソ 滑 征 も Netm 和 ! 
| も モミ さ へ ロ ド ー ト ゼ 幅 富 じ に 玖 く や" 
路 忌 G 世 NG 旧 GN ミ トル G 楽 滴 唱 人 
つの 麹 S の 零 じ IEwo” 昌 ン 喘 尽 
6 半ば dl 共 じ o 頑 " 公 さ さ 環 理 公 頻 ン " 


V 


・ 


ドラ イ バ ー 交 代 の 練 


ル ・ マ ン 到 着 約 30 分 後 
当 に 入っ た と いう 平川 。 ) 


2 
6 の 
ヤレ 代 

n | 妃 
人 うっ 
JpD K レ 
明 ゼ 
容 じ レセ 
G 賜 公 
Ny 六 


ュー 


【 


トー 塞 @ 公 型 で レン NG 懲 つ しゃ" 
HG② つ OS る せ の GH6 や つや お ト 
ヽ や ミ 思 四 つ " 昌 ン 民 せ 坦 抽 で て で 
G し ゅ 共 や "ロミ シン ホー ドー 人 ト せ の 環 
レト ふせ ミ 羽 やつ 押 ン で じい ふさ ト つ 
Hs 守 さ AH ドー ト GS や ポ 麹 了 
窟 公 耶 ン "ー Q ら らい ヽ エ 中 ン 鏡 o じ 
っ teG ぐ や" 拓 角 G ゆ ヤー ペー 公民 訪 ht 
JDSF し ふ ミド 公共 定 己 他 恨 つじ 
っ 」 

の と の の や” ツン @ 環 回 じじ ゼ 日 へ 
へ く ト ロー リロ Gt0 そ 引 癌 G 拉 画 @、 
ペー へ へ 愉 ド ボー や ” ミ ・ ル ヘ じ め 


き 客 隙 記 Sh@o ヘ ペー へ 公選 随 OS で 


MULSMNME 


超え て か ら な の で 書 低 中 束縛 縛ら = に 


【o】 
-ー つ 
だ 
へ J 
ヽ で 
ュ っ J 
時 6 
る 
固 
m 
NG 
中 
9 
地 
昭 
G 
N 
中 ? 
レ 
へ 


人 00 着 還 same の く の は 90Hem 


し っ ぃ G? 

「 ヘ ャ GS ユ STN 色 7 トー ロリ で し 
ドー ミーK 由 ト 公 五 NOS う 9” 
ロ ヘ ー6 上 祝 ボ Q る ふつ 要 和 を つじ 操 じ 下 
い 吐 で Q や "所 公 舞 古 K0G 電 加 陣 つ し 
呈 くじ うろ で し n ポ 回 NG 愉 
つや さや で うり)” き 設 守 半 補 9 っ っ し 
OH 本 "RM KA ネー 才 つじ くい で 
し レ っ で し つ 璧 ) 相 志和 へ 入 一色 本 
レ つ 6 っ う 必 ” 下 唱 『 コ の の つぼ へ N< と で 
必 来 te 一 公則 編 つじ 提 QSS っ 
ュ )′ 抑 麗 て 届 編 朴 ロビ さび レ つ 
nGR 滅 つっ JIJ し ゃ 」 

中 手品 2)) し で 手 架 窟 届 St@G 公 
けい で うに し ゼ 堅 M 敵 刀 色 に ミ ・ ル セハ 
し い し お ヘー へ 仏 江 中根 も で し 
っ hG+en4J7? 
| 苦 財 せつ NO へ で SS で き 還 SS 
し っ 刀 6 し の 財 和 を で そ ヘ じゃ る つ 珈 
^Q で 心 じ 公 ” 聡志 押 屯 じ 押 7etG 王 
計 公 公 ふる で ン さ で し つっ つや 
さ 欧 人 の 麗 し 回 tei ト ミー ミ ・ ミ ー 公 ロ 
し レ ゼ る NH6 居 S て ゼロ の の 
へ と 扶 つ し っ きっ っ ) 昭 iGP” で 
で 3 尽 地 っ 6 公 抽 つっ JJ し セ 」 

の と の "の 人 財 ヘ ふ マエ 公 胡 ン 
3 や" NN ロー 公 困 で の” 苦 入 8 
き さ 究 下 ホ で KK で 会 スモ 6 骨 幅 
RS で ささ 抽 つ で や ね りり めで "<F 御 せ ユ 
エン hG は JJ 民 嗣 7 NG 坦 中 ? 
ユ ヘ モ 6 雷 家人 公 で で 時 ICQ で し っ hG 
心 写 色 NG お SN ヘー ロ 居 GS 
む で 46 で で ン 8 で り っ 避 " 
|「 ト へ ぶ ー 玖 者 つ レ トロ ヘー マヤ 村 
除 人 し じ つ C 8 で 有 で さき G し ′ StG 
シゴ 0 で うつ で ロ 提 人 GS うう うむ で 


っ ” 8 福 7 陣 烈 ロ ー ト ー ロ で わし 
理性 ロ ぜ ト へ ぶ ー 碑 交 ロ 邊 で ぐ で し っ 
eS し” で ロー トー ロリ で で KK は ト 
ト さ へ へ HGSK で 邊 くく IRAK 交 人 
^ さ つつ S 公 人 Q 提 0 し うっ 」 

りり 公 ン 地 玖 ロー トー 人 S 喧 幅 共 の 
ら ら や 公 ) SQ 届 革 玖 ロ ー ト ホー レ 
3 トペ ー 公 細 ン ささ を セン 憶 陽 じ 
咽 jp コ 受 0CLQN パ SS や 由 っ JJ 尽 
< ぐさ ハ H ド ー ト や ゼ 羽 @ 地 麹 凶 証 装 


舞 刀 所 せ て IN で 公 心 肥 半 各 合 民 
ュ っ) つっ で" 
| 軸 革 玖 ロ ー ト ー レ ゼ び 受 0Q っ ) 骨 


抽 公 和 SN さ ン レ (吸っ コ 受 on_QGB 
心 代 っ 回 Jp 人 SNe ン っ し も ” ト ネ 
ー ケ へ て へ ヘ し セ シ 人 ON ロ っ し pm コロ 
ー ト ホー6 し 棋 to 橋 むっ 公 の っ 
nn 代 上 固 公 S で や の 吐 で し 
Jp 忌 で や 羽 ン リロ うっ で うう ) 閉 Yo で 選 ユ 
っ / 心 JJ お DSN97 INN マ で 公 ふ G 肥 暑 
や 苦 吐 ボ レシ で さや 選 や 誠 つ ン で で ヤレ 
っ te@ っ うり 昭 う っ うれ 二 "中 うっ ペーK さ で や ユ 
K ふ 届 壁 KG て へ 公 閑 WW っ 鞭 固 仏 
ン ” トペ ドー テハ て へ し 拒む で 67 
NG 下 洒 時 し も to 6 で m ひ で うう Jp 羽 
っ ” 加 握 ロ で し ゼ " へ に K 心 約 ) で レ 
し ゃ 次 WW っ て 正 回 会 味 ン 二 ソン ぃ G 公 
Jp つ で る っ し も 層 」 

の co ココ の や mon_ at の 李 3 所 
で や りつ "性 表 G く SN ポー ル へ KK 
で 私 さ 全 中 時 Ne の 色 し さっ ? つ 
S つ "NG 球 果 じゃ p 路 思 @ 提 玉名 
Ne_6《 璧 日 へ 公 日 ト 虹 骨 玖 失 さ 7 
yiN で ベー ゼ ト トロ ー 邊 定 や トト で へ 
SQ 豆 念 投 re で 色 で 席 骨 写っ 心 距 
| 陣 角 ひ し っ te で お? 
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束 財 ぐ S・ 23『P 
こく こ ー ド ー| 


mm 受 受 - に ト せ HIN せ モ 1 ト INA 必 友 OQo 吐 ハハ ユーKG 

ー 受 の そっ) 受 員 〇 二 叶 も 0 コ 受 ロ エ 冊 蛋 G 滋 昌和 絹 
民 G ミ ・ ル へ や に ド トロ ー ふ て NN・ 込 や ヘ ー く K さ 、G リ ー ド 尺 早 6 
Text @ トト ハコ ロー・ 昌 人 て 八 (Andrew Cotton) 

Translation @ 藤田 押 可 (Miho Kanda) 6 りお @⑱ auto sport 


Photo @ ACURANBMWTCADILLAC 
FERRARINLAMBORGHININPORHSCHE 


テロ て 押 恒 電 喘 忌 り 交 隊 つ @ 
ー 3m 受 受 補 "|m 受 且 且 く て ト 
ユタ ーッ oo| っ JAR や で や で ル 和 ハハ 
ぶ ih ト ーIh ダ ペーK 27 QO ら コーd 填 
けり ロロ ヒ 受 じ し 押し ろう きき ooH ヘ 
信 へ (CS) 堆 細 編 - やめ 思 経 下 
居 補 で 色 。 枚 理 岡 手 公 で 朋 補 や で で 
聡 似 GS く ド トー 揚 可 交 振 刀 選 玉 で 。 私 で 
へ ペー 和己 仙 本 Yo で 
ド く ユー ハハ 上 へ で" 一 受 の そし レ ゼ の 
ヒロ THIN 電 四 で し 選 世 ココ 


公 ド くさ ー へ AT へ 相殺 hteG し 
さっ で っ 押 0 で じ う で や” 餅 敵 m 且 肥 


ー ハ へ へ へ) 公 癌 志 村 to 搬 所 7 | 選 7 


ーー 


リー ペーK ネ ー% 補 内 G い へ を さ ト K 
ー ド K 忌 且 員 〇 閥 Q 疑 K く し 且 ビビ 
りか テ リロ St6 怒 崩 Y り で し っ h@" 
や 「 mm 且 受 G 訓 世 SRK で SG 隊 胴 
6 和 蛇 :Q で し 4Q.Q 衝 ホー コ 遇 臣 せ 
GS 所 " ミーK ぜ に ト 必 盾 で 人 和 脚 っ ピス っ 
8IJNQ 要 GK で マミ ツリ つ レ ホー コツ 
短 玉 紅 散 昌 多 0S 公 G 出 剛 交 美人 し 
っ ” m 且 ホー コ 6 爆 澤 せ で 
し ゴゴ リロ K コ ーK う SS や Nn や ST 
にせ HIhjp コ 受 呈 と 冊 尼 G 剛 球 汐 尽 
る 醒 " ト X ユ RG エロ エロ (KA 人 ・ ミ 
トペ ドー ドル へ KK・ 拓 エン ロ TNX ヘ て ) 


CADULLAC 


新開 
こと 。(as) 


か な り 近 い デ ザイ ン だ と いう 。 


ュー 


形 ! 


アメ リカ ン テ イ スト あぶ れる Cadillac Project GTP Hypercar。 
意図 する 完成 
発 の エン ジン は ダイ ナ モ テス ト を 終え て いる と の 


彼ら が 


員 
I 
| 


テー 


デ 。 に ィ ェ ーー ィ < 0 


大 4 
テス ト の 属 れ 


も 影響 し そう だ 。-(as) 


手 
_ー 二 


今年 5 月 の 段階 で は 
pa ニーク ズル カン パタ ェ マ デカ 


ペー 


計画 ( 


ュー 


の 


ー 


台 を 展開 予定 だ と し て いた が 、 


BMW M Hybrid V8 は 、 
が 


23 年 【 


う 球 選 つじ し 馬 引 つ 刀 くさ RG ル ハ へ 選 7 
HA 人 へ 6@ 入 果 ゼ 幅 Q 公 は 0 で し じ っ ぷ で 
っ 公 ~ K 此 で へ 心 せ 選 悦 喘 配 公 で 
喧 り 入間 けり 議 庄 0 で て 選 "ベー 
テーゼ 日 そ へ ヘ ・ 上 トマ で II トー・ ユ ペー ハハ 
へ や ) 人 へ マキ ー・ ハ て へ 入 心 ・ ペ ー 和 ハハ 
SN” SS っ で や Q 時 6 ミ ・ セ ル ヘ へ ロ 
ポ 古 只 つき うっ "だ し お トマ で トー ゼ ぜ ミ 


sm 


・ ド ルド 入 刀 吟 租 閑 嘱 ” 時 8Q4n 
交 赴 ロ つ 刀 う う 衣 つじ し っ 7 

ヤヤ RIN か ふ m 肥 受 居 表 " SKI 
ーIN ュ 3J 天 醒 泊 つつ Th HH て の ヒ 
nn く で てく ー ド ー ぬ 8 へ 心 そ ヘレ ざ 忠 つ 
8 HHA 公 へ 王 振 謝 @ の の ・Q き テ eo 
公 。 絆 全日 A 公 へ 上 亜 卓 つ し うぃ G 公 
3 うり 8 机 で 公 0 で で で "1J6 トル 
へ へ 選 下 IN・ 民 代入 ・ ペ ー ハ へ 
公 ” 一 受 の ュ J”。 さ ・ ル へ 4 三 員 
〇 6 昼 ハ ユー 人 KK し 欄 で や 9" 区 エト 中 
^ ふ お 一 ロム く て GTNIh ヘ て 斬 擬 弱 
⑱ 皿 加 つじ 宮 ” 周夫 G 履 宮 じ ふ ロ 
ー く ささ SHIND 層 へ 明 D 
人 

2J6G 下 ー 選 。 條 時 SSI ト KK て 
表 財 コロ 下 SI トマ イネ 並 証 選 配 け 4 ロ - で 
や ^ 0 で リー 受 の そ リ NRN ミ ペ ヘー 人 へ 
約 各 9 町 下 つ " じ WOn9 旭 記 吐 シイ INS 
ヽ SI ト K て 返る で お で 8 る G き っ うっ うっ 
NN さ ヘ キー リロ 0 っ tk の ” っ) 
IJQ 色 ~ く で へ 人 和 と へ ハ K ト 6 柚 路 
6 半 尋 公 択 つ ン で っ" 

コー 受 < 司 恒 GTNIN^ ト て ト ドー ス ゼ 7^ 
コ 受 cn_QA エ ペー お NII マキ ー6S 羽 7 
トーI ト ドー 公 日 セミ 渋 中 私 心 " 
ドド ささ RG ハエ ハー ダー ド KK” ト J で SG 
ペー ドー ゼ ” へ T 公 お も お K く へ へ 
mA IN ペー ヤ エ ハ KS2J′ 司 居 G 
^K く で へ 、( 視 虹 ) SG 説 雨 悪 班 装 
品 Mn” 枯 く し 6 司 居 公 こむ で て つ ト で KK 
・ ト と く て ヘ Kー・HA 公 は ト つ へ へ 
て と ト ユー” メー トド NG 穫 モ 公 必 
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来年 の ル : マ ン に は 
ス ハイ バー カー』 社 ! 


2 エ カ か ら 通 エス 
防 の ニニ の ら 開 この ネ … 
回 W| ーー 先 の ハレ ボ 
還 M ス が ハイ | ツ ッ 
還 還 4 D | 進 イ ブタ シ 
開 II を め ブ プリ ・ っ ュ ユ 
中 原生 な 括 実 ら リ ッ コ ユ の 
四 開 し 両 施 れ ッ ドニ M 
還 sIGW の ) し て トド トン ツ G 
時 IN 拾 て お シス ト U 
較 還る 載 きり ステ へ 
WW (て テム を モ 
出 。 中 さい 何 ム を 含 | 
還 較 計上 二 まま る 力 は 装 め タ 
旨 頼 さ ボ ポ 月 以 備 た | 
四 較 上 た まま ル も 前 す 
ま 』 に だ な シシ 前 か る 共 

ーー ニー ニニ RAARX_06。ACURA が 北米 市 場 に フォ ー カ 

ーー ニー 間 5Sm 放 を 老 れ ば 、 ル ・ マ ン に ワー ク 


2 で 旧 と は きえ に くい か 話 2 レ ーション を 
l れ ば その 栄光 は あま り に も 上 敗 い 。(as) 


3 


の ペー 


すっ うう 


グミ ペク 
ヾ ヾ アグ / ペ ペン ング ペ \: 


各 マ ニュ ファ クチ ャ ラー LMH/LMDh 参画 動向 確定 また は 継続 濃厚 入 噂 ・ 検 討 中 と の 情報 あり ? 不明 
Class |IManufacturer 2022 2023 2024 Remarks 


ra2 = | (WECS 電 呈 | ) つ ) = | つ | 2022FCD て 罰する と の 時 5 い ( 関 記事 17 
| アル ピー ヌメ | 〇 (WEC 和 | )。。 | 〇 | 特 和 8LMH 宙 両 で の ハイ パー カー クラ ス 由 は 信 ま で が 滴 。 

| リッ タン バハ ウス | 〇 (VEC 中) | | 5 遇 御 キ へ の エン トリ ー が 稚 と の 叶 

| アタ ーー | 9 | 9G |  G | 44 エレ ッ アカ 5。 レ ギュ ラ ー ド ライ バー6 人 走 (14。 
テッ | | 6 | 。G | アマ ント の 人 の エン リーgT973 和 50 中 3V の ル マン 人 と を る 

Ya スー | 3?  。 。 | うに hk イツ GLMH 遇 を ロー ルアウ ト し た 机 析 だ が 、 公 HP 更 導 6 
ae | | GO | GO | ンジ の ペン キーd 和 の ルマン 2 時間 を も っ て LMP2 フ ログ ラム 7 
sw 征 、 、| oo lo 'j し SA CTP クラ ス に WECB よ の 、 マ ン 了 に つい て まだ コメ ント 
za5 や | | 6 | GO | MSAGP2 ラ ス に 人 VEGEO ル マン 科 に つい て まだ コメン Ha 
22 | | G | GO | MS WEoom シ フー スシ ャ シー ほ タ ラーラ 

em | | | GO 20 の シャ ンー は リジェ LMP2 ペ ー ス 


| マテ ンー | | パム A | CAE すり がめ る プラ 9 シ OEO、 仮に GO て 1、 出す 


ZZ 較 間 間 昌 間 間 間 間 間 昌義 : 衣 還 間 間 間 E272TDEOOERETOZS2EETPEZYTECE22 
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? 9 こく 軸 G 表 で ふ 
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も 時 時 の 開 間 NE SN =Wー 
に Q に 中 同 埋 乏 信 し K 
/ 生 で IN NND っ め 55 ら 叩 や 
レン Sh り いい 
1 SD = 上 ピ 2 
釣 | / コ 副 
の の lg 1 
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ー く 巨 公 心 親 革 じ ” 受 ピ ビ 忠 司 玖 和 
IN 公 セ AG 人 K・INK て 私 恵 Wo" 
か で ミ ・ ド ーH へ 令 加 NGH ホ マト 
ーー・ ド ーーK モ ドー へ Q 叫 司 押 計 " ロロ 
トマ トト Sm 棋王 と ヒヒ 選 忠 環 ) 
RIRS の 作 NNUNSSSSSN 
I ト に へ 心 届 喝 he へ トミ ホー コス ・ く て 
且 と ビ ゴ 叩 翼 SG 皿 ロ 表 H6 で KO 公 刀 Q 
SC で" 同 ト マト トビ SNE 個 や コロ ー 
ホーG ふ IIh い くさ リ ロゼ” 所 古 革 な も G 
コロ 四 信人 で ” 受 と ビ 選 中 局 き KK 
AN・ ト と ・ イ ー・ 々 ミト で ヾ 大 
ゃ で スト ミト ー コ ご 叫 局 や モロ 
ぶ ペ ー 信 届 季 っ K ロ ー 提 上 上 し め 私 て 
り 陣 :QYONeW 喧 き ン で で 7 INJG 間 二 
じ 叶 芝 吐 所 Go4m 公 て 私 NN 凍っ 公 べ 葉 
辻 人 で レ っ で 


の ヒロ ロ n ょ Oo 剛 避 6 治 仔 ポ 品 忠 司 


〇 ヒロ ロー と ーOoIRNK ウ レポ ゼ ] 公 モ 入 
レスト ・ ト ミー ロー リキ ミー て ・ ユ 日 
へ Ni ト つ 代 ふ ・ 旨 TH 愉 で 公 せ 時 6 
モミ へ ハ H 叫 翼 公 嘱 1 う で 提 七 約 協 菩 
つじ し 悪 癌 Q 編 ひ 丸 " 

[nHi ト ーー ゼ 聞 紐 起 敵 AynH6 ン 坦 叶 
つ ” 還 宮 吾 S 地 *o 選 中 や で で GS 昭 
で で 刀 和 S こ ペーK@ 太 壮 世 っ けり R 賜 
中 時 つ 選 GT ミダ トー て で” ロミ 
々 トー6 叫 何れ KA へ Am AG て IN 
NN さ リバ さぶ て ト つ 妃 色 る 叫 局 
コ 受 nA へ っ 更 時 ONINA AH 
NeH6 ウ "NIRNK て 私 愉 団 tkOd 舞 け 
いむ しろ っ” NG 旧 曜 ウー エト NBD 半 0 
し っ 77 く 日 ミ ・ ふ KK 上 ト へ や へ へ” ト 
似 で へ ヘ ・HK て さき ーー ロー さ へ に K・N ト 
ヘーー ミ 時 @ ま ミ ハ H@ 叫 司 ポ NRN ロ 


ヘマ GS く へ 心 エ キー ロ 嘱 戦 で で 7 
1 人 ト で トー ふ 交 喘い む レ つ で 刀 刀 る 
所 弄 つ R7 

| 選 G の ヒロ て そ ESIhNK ゼ ^ 名 
へ ・ せ ヤーI ト で へ 心 「 日 へ へ ト ・ 中 キダ 
KK” ルミ ロ ・ へ さ へ や へ へ 団 @ ヒ ヒエ に K 玉 
2 DO 二 に テー や か Ua お へ 
トト A・ ト ヘテロ かい トー” テー ドル セ に KK・ 
ISNSEUGENUIS ニ INSNNN 志 の の NN 
ロ 表 つじ で 屋 公 き 掴 "SIhK 陸 区 
民 編 いし っ hG" 

3 人 。 の ヒド トロ ユーGm こ oN 
K3^ 仙 財 公 中 GS ペー 人 ド K 入っ AGIJ 
っ J 居 来 由 つや ? 来 時 や て ENSIhNKG 慰 
JJSStG” 写 時 や の Fo の 司 蛋 公 百 くべ 
で KJ けさ で レス NO" 


ウロ 四 m ロ oo へ NKK 宮 衝 遇 堅い 
迷 綱 せ マ SN 必 KG 中 棚 揚 < 
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も まあ 
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ft 


や こも 
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= 。 
が の 


は 、 ケ ッ セ ル ・ レ ー シ ン グ ( 上 ) 
5 寺 シ ョ レン レラ シング BNP/ クーラ 


は 総合 45 位 で 完走 を 果たし 


地 玉 還 D ス テテ 三 シ ンション は 112 同 で り タ イア と か つた 


得 が 参戦 。 ケ ッ セ ル ! 


井 誠 


GTE Am クラ ス の 日 本 勢 と し て 
敏 と 


か ら 木 村 武 史 が 、 
膝 


野 
7 がら 


と が 発 


本 9 の 
24 年 か ら は GT3 を 


ベー ス と し 、 WEC 専 用 の エア 
唱 パ ッ ケ ー ジ を 装着 し 浪人 8 


2 


る 


アム が 導入 され る 見 通 


お ける GTE Pro ク ラス は 


に 
ご 
へ 


年 限り で 終 


参戦 人 台数 減少 を 受け て ル ・ マ 


ン 【 
今 
表 さ れ た 。 


し だ なか っ 8 いる 。 


ノ フ オ 4 Hours 「 き | [ 
Mans 
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53 
NotClassified 
Retired 
Retired 
Retired 
Retired 
Retired 
Retired 
Retired 
Retired 


N" 


0 


777 


077 alulto Sport 


CLASS 


HYPERCAR 
HYPERCAR 
HYPERCAR 
HYPERCAR 
LM P2 

LM P2 

LM P2 

LM P2 

LM P2 

LM P2 

LM P2 

LM P2 

LM P2 

LM P2 

LM P2 

LM P2 

LM P2 

LM P2 

LM P2 

LM P2 

LM P2 

LM P2 
HYPERCAR 
LM P2 

LM P2 

LM P2 

LM P2 

LM GTE PRO 
LM GTE PRO 
LM GTE PRO 
LM GTE PRO 
LM GTE PRO 
LM P2 

LM GTE AM 
LM GTE AM 
LM GTE AM 
LM GTE AM 
LM GTE AM 
LM GTE AM 
LM GTE AM 
LM GTE AM 
LM GTE AM 
LM GTE AM 
LM GTE AM 
LM GTE AM 
LM GTE AM 
LM GTE AM 
LM P2 

LM P2 

LM GTE AM 
LM GTE AM 
LM P2 

LM GTE AM 
LM GTE AM 
LM P2 

LM GTE PRO 
LM GTE AM 
LM GTE PRO 
LM GTE AM 
LM GTE AM 
LM GTE AM 
LM GTE AM 


24 Homurs 


TEAM 


Toyota Gazoo Racing 
Toyota Gazoo Racing 
Glickenhaus Racing 
Glickenhaus Racing 
JOTA 

Prema Orlen Team 
JOTA 

TDS Racing x Vaillante 
Team Penske 

United Autosports USA 
COOL Racing 

IDEC Sport 

Richard Mille Racing Team 
United Autosports USA 
Team WRT 

Panis Racing 

Inter Europol Competition 
Inter Europol Competition 
Algarve Pro Racing 
Nielsen Racing 
Realteam by WRT 

DKR Engineering 
Alpine ELF Team 

AF Corse 

Algarve Pro Racing 
ARC Bratislava 

Vector Sport 

Porsche GT Team 

AF Corse 

AF Corse 

Porsche GT Team 

Riley Motorsports 
Graff Racing 

TF Sport 

WeatherTech Racing 
Northwest AMR 

GR Racing 

Dempsey - Proton Racing 
AF Corse 

Iron Dames 

AF Corse 

AF Corse 

Spirit of Race 
Hardpoint Motorsport 
Kessel Racing 

Iron Lynx 

Dempsey - Proton Racing 
ULtimate 

CD Sport 

JMW Motorsport 
Proton Competition 
Duqueine Team 

Iron Lynx 

Iron Lynx 

WRT 

Corvette Racing 

Team Project 1 
Corvette Racing 
Inception Racing 

Spirit of Race 

D'Station Racing 


Team Project 1 


of Le 


DRIVERS 


5. BUEMI / B. HARTLEY / R. HIRAKAWA 
M.CONWAY / K. KOBAYASHI / J. LOPEZ 

R. BRISCOE / R. WESTBR00K/F. MAILLEUX 
0.PLA/ R. DUMAS / L. DERANI 

R. GONZALEZ / A. DA CO0STA/ W. STEVENS 
R. KUBICA/L. DELETRAZ /L. COLOMBO 
0.RASMUSSEN / E. JONES / J. ABERDEIN 
N. DE VRIES / M. BECHE / T. VAN DER HELM 
D.CAMERON / E. COLLARD / F. NASR 
A.LYNN/ 0. JARVIS / J. PIERSON 

Y.YE/ R. TAYLOR / N. KRUETTEN 

P LAFARGUE / P CHATIN / P PILET 

L. WADOUX/ S. 0GIER / C. MILESI 

P HANSON / F. ALBUQUERQUE / W. 0WEN 
R.INEICHEN / M. B0RTOLOTTI/ D.VANTHOOR 
J. CANAL / N. JAMIN / J. VAN UITERT 


J.SMIECHOWSKI / A. BRUNDLE / E. GUTIERREZ 
D.HEINEMEIER-HANSSON / F. SCHERER / P FITTIPALDI 


S.THOMAS / J. ALLEN / R. BINDER 
R.SALES / M. BELL / B. HANLEY 
R.ANDRADE / F. HABSBURG / N. NATO 

L. HORR/ J.GLORIEUX / A. CO0UGNAUD 

A. NEGRAO / N. LAPIERRE / M. VAXIVIERE 
F. PERROD0 / N. NIELSEN / A. ROVERA 
S.FLOERSCH/ J. FALB / J.AITKEN 

M. KONOPKA/ B. VISCAAL / T. VAUTIER 
N.MULLER / R. CULLEN / S. BOURDAIS 

G. BRUNI/ R.LIETZ / F, MAKOWIECKI 

A. PIER GUIDI / J. CALADO/ D. SERRA 

M. MOLINA / A. FUOCO/ D. RIGON 
M.CHRISTENSEN / K. ESTRE / L. VANTHOOR 
F.FRAGA / S. BIRD / S. VAN GISBERGEN 
E.TROUILLET/ 5S. PAGE / D. DROUX 

B. KEATING / H. CHAVES / M. 59RENSEN 
C.MACNEIL / J. ANDLAUER / T. MERRILL 
P DALLA LANA/ D. PITTARD/ N. THIIM 

M. WAINWRIGHT / R. PERA/ B. BARKER 
F. PO0RDAD / M. ROOT /J.HEYLEN 
T.FLOHR / F. CASTELLACCI / N. CASSIDY 
R. FREY / M. GATTING / 5. BOVY 

S. MANN / C. ULRICH / T. VILANDER 
L.PRETTE/ C. GRUNEWALD/V ABRIL 

D. CAMERON / M. GRIFFIN / D. PEREL 
A.HARYANT0 / A. PICARIELLO / M. RUMP 
T. KIMURA / F. SCHANDORFF / M. JENSEN 
M.CRESSONI/ G. FISICHELLA / R. HEISTAND 
C.RIED / S. PRIAULX/ H. TINCKNELL 
J.LAHAYE / M. LAHAYE / F. HERIAU 
C.CRESP / M. JENSEN / 5. PALETTE 
R.VAN DER ZANDE / M. KVAMME / J. HART 


M. FASSBENDER / M. CAMPBELL / Z. ROBICHON 


R. BRADLEY / G. R0JAS / R. DE GERUS 

P EHRET/C. HO00K/ N.VARRONE 
C.SCHIAVONI / A. BALZAN / R. GIAMMARIA 
S.GELAEL / R. FRIJNS / R. RAST 

T. MILNER / N. TANDY / A. SIMS 

B.IRIBE / 0.MILLROY/ B. BARNICOAT 

A. GARCIA/ J. TAYLOR / N.CATSBURG 

A. WEST / C. LEDOGAR / M. KLEIN 
F.DEZOTEUX/ P RAGUES / G. AUBRY 
S.HOSHINO /T. FUJII/ C. FAGG 

M. CAIROLI / M. PEDERSEN / N. LEUTWILER 


MPans 


Result 

WI TYRE LAPS Teiain 
Toyota GR010 HYBRID M 380 24:02'07"996 
Toyota GR010 HYBRID M 380 2'01"222 
Glickenhaus 007 LMH M 375 5LAPS 
Glickenhaus 007 LMH M 370 10LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 369 11 LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 369 11LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 368 12 LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 368 12LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 368 12LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 368 12 LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 367 13 LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 366 14LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 366 14LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 366 14LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 366 14LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 366 14LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 365 15LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 364 16 LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 363 17 LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 362 18LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 362 18LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 362 18LAPS 
Alpine A480 - Gibson M 362 18LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 361 19LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 361 19LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 360 20LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 357 23 LAPS 
Porsche 911 RSR - 19 M 350 30LAPS 
Ferrari 488 GTE Evo M 350 30LAPS 
Ferrari 488 GTE Evo M 349 31LAPS 
Porsche 911 RSR - 19 M 348 32LAPS 
Ferrari 488 GTE Evo M 347 33LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 344 36 LAPS 
Aston Martin VANTAGEAMR  M 343 37LAPS 
Porsche 911 RSR - 19 M 343 37LAPS 
Aston MartinVANTAGEAMR  M 342 38LAPS 
Porsche 911 RSR - 19 M 340 40LAPS 
Porsche 911 RSR - 19 M 340 40LAPS 
Ferrari 488 GTE Evo M 340 40LAPS 
Ferrari 488 GTE Evo M 339 41LAPS 
Ferrari 488 GTE Evo M 339 41LAPS 
Ferrari 488 GTE Evo M 339 41LAPS 
Ferrari 488 GTE Evo M 339 41LAPS 
Porsche 911 RSR - 19 M 338 42LAPS 
Ferrari 488 GTE Evo M 336 44LAPS 
Ferrari 488 GTE Evo M 336 44LAPS 
Porsche 911 RSR - 19 M 336 44LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 335 45LAPS 
Ligier JSP217 - Gibson G 333 47 LAPS 
Ferrari 488 GTE Evo M 331 49LAPS 
Porsche 911 RSR - 19 M 329 51LAPS 
Oreca 07 - Gibson G 326 54 LAPS 
Ferrari 488 GTE Evo M 324 56LAPS 
Ferrari 488 GTE Evo M 289 
Oreca 07 - Gibson G 285 
Chevrolet Corvette C8.R M 260 
Porsche 911 RSR - 19 M 241 
Chevrolet Corvette C8.R M 214 
Ferrari 488 GTE Evo M 190 
Ferrari 488 GTE Evo M IP4/ 
Aston Martin VANTAGEAMR _ M 112 
Porsche 911 RSR - 19 M 77 


6AP 
PREV. 


201"222 
5 LAPS 
5 LAPS 

1 LAP 
221"920 
1 LAP 
54"226 
25"173 
1'10"916 
1 LAP 

1 LAP 
1'42"963 
10"825 
1"934 
50"389 

1 LAP 

1 LAP 

1 LAP 

1 LAP 
20"715 
4"165 
4"190 

1 LAP 
2'17"318 
1 LAP 

3 LAPS 
7 LAPS 
42"684 

1 LAP 

1 LAP 

1 LAP 

3 LAPS 

1 LAP 
44"446 

1 LAP 

2 LAPS 
27“074 
9"587 

1 LAP 
1.07"193 
12"062 
48"046 

1 LAP 

2 LAPS 
1'44"815 
30"258 

1 LAP 

2 LAPS 
2 LAPS 
2 LAPS 
3 LAPS 
2 LAPS 


BEST 
LAP 


3 27 


3 27" 
BMZO 
3'27“ 
9 
3'32" 
9.192 
331" 
3'31" 
3'32" 
3'31" 
3'31" 
3'33" 
3'32" 
3'30" 
331" 
3'33" 
3'33" 
3'32" 
3'33" 
3'30" 
3'33" 
3'30" 
3'32" 
9E3II 了 
332" 
331" 
3'49" 
3'49" 
3'49" 
3'48" 
3'49" 
3'33" 
3'53" 
3'50" 
3'52" 
3'50" 
3'51" 
3'52" 
3'54" 
3'53" 
3'52" 
3'53" 
3'51" 
3'53" 
3'53" 
351" 
335" 
336" 
355" 
351" 
3'32" 
3'54" 
3'53" 


3'32 


3'48" 
352" 


3 49 
3 54 
3 54 
3 53 
351 


"206 
749 
227 
765 
721 
335 
750 
728 
910 
436 
42 1 
601 
513 
628 
946 
097 
663 
IK7/ 
ん / 
562 
918 
601 
030 
949 
652 
229 
115 
060 
109 
196 
356 
391 
267 
266 
445 
908 
848 
067 
722 
044 
254 
742 
722 
332 
398 
(740 
438 
842 
478 
041 
745 
436 
093 
765 
"136 
771 
046 


"696 
"379 


"374 
"977 
"318 


BEST BEST 


LAP SPEED PITS 


NUMBER (km) 


56 235.9 
371 236.1 
353 235.6 
348 236.1 
295 231.7 
137 231.0 
173 230.6 
274 231.7 
299 231.5 
299 230.9 
286 232.0 
292 231.8 
353 229.7 
254 230.7 
218 232.5 
281 232.4 
326 229.6 
363 230.2 

7 230.7 
288 229.7 
312 232.6 
288 229.7 
351 233.6 
143 230.4 
305 231.8 
347 231.1 
345 232.4 
269 214.2 
279 214.1 
277 214.0 
276 214.8 
259 213.8 
333 230.0 
277 210.3 
272 212.9 
322 210.6 
109 212.5 
319 212.3 
312 210.8 
303 209.6 
273 210.3 
272 210.8 
161 209.9 
334 212.0 
259 210.2 
175 210.0 
185 212.0 
173 227.3 
326 226.6 
140 208.7 

49 211.7 
252 230.9 
269 209.5 
258 209.8 
131 231.2 
240 214.4 

54 211.4 
156 213.6 
130 209.3 

61 209.3 

45 209.7 

4 212.1 


31 
32 
31 
33 
41 
42 
42 
42 
41 
49 
44 
43 
42 
43 
43 
43 
| 
43 
42 
44 
43 
| 
34 
43 
42 
44 
42 
24 
26 
24 
23 
26 
40 
24 
24 
25 
26 
25 
25 
28 
25 
28 
26 
の 4 
26 
28 
25 
0 
| 
25 
4/ 
41 
28 
22 
35 
18 
17 
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決勝 最高 束 
#g / 盛 衣 前 有朋 8 


優勝 し た クラ フト スポ ー 講 天 
AZ 症 2 7 の 2 縛 を 


NSX、 3 位 の キー パーGR 
スー プラ の 決勝 最高 速 を 用 』 gg 7/】 月 
比較 。 計 測 ポイ ント は 香 励 


スト レー ト 、130R 手 前 の 


スピ ー ド トラ ッ プ 。 平均 #/ / 】9 大 7 

最高 速 選 上 @Y 中 な 回 を 除 

き 上 世 語 ン クス 一 ド き 
3 | 

ちな み に 、 昨 年 鈴鹿 の 決 本 

勝 中 の 最高 速 は 、 トッ プ ' gp / 9 


GRW ソ ラス が 2 証 訂 685 


2 sm 207 罰 上 TC ツ * だ 


HH 還 は 今 字 久生 


_ 生生 #9/ / 9 ーー 


し た GR スー プラ の 最 
高速 が 下がり 、 マ シン を 
スイ ッ チ し た Z が 最高 速 WW 
を 伸ばし 、 全 体 的 な 最高 用 


速 差 は 縮 ま 世 た こと 由 な 


る と は いえ 、 抜 き づ ら 7 M 7 大須 

い 鈴鹿 で の 2 て 4km/h 差 
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し や 玖 t@SINA せ へ 心 押 時 的 束 選 本 
Ge 臣 思 (5 た マハ ヘー) 6@ 提 更衣 る 
N HK て INKK? 扇 表 っ さ ン "所 半 絡 
6S 下 て 和 へ きり へ 還っ うじ レー 黙 玖 環 Ke、 志 
坦 り き 写 NT 
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第 5 戦 スポ ー ツ ラン ド SUGO 6 月 18、 19 晶 どり アビ 所 だ 月 所 7 月 月 月 MES ぐ 
両角 商 彦 の エン ジニ アリ ング 談義 Text & Photo @ 両角 岳彦 (Takehiko Morozumi) 


脳 内 走行 VS 電 脆 内 走行 


旧 知 の ベテラン ・ ト ラッ クエ ンジ ニ し た 状態 で も 一 般 車 の 半分 ほど な の で 、 こう いう 解析 手法 を 取り 入れ る こと で 、 
リリ ンク ラク クラ クン ク ク ク クン ンク クィ バシ ルン 空気 の 圧縮 た わ み も 大 きい ) が 相当 に 変 いう な ら ば 「 近 道 」 が で きる 。 す る と そ 
く コ ン ビ を 組ん だ ドラ イ バ ー と 初め て の 形 し て いる 。 脳 内 で マシ ン を 走ら せる エ こ か ら ほ か の も っ と 細か な 部 分 を 掘り 下 
走行 セッ ショ ン を 終え 、 話 を 交わ す と こ ンジ ニア た ち も 、 こ うし た 実際 の 作動 状 _ げ 、「 速 さ 」 を 追求 し て いく こと も 可能 
に 同席 し た こと が ある 。 や お ら コ ー ス 熊 、 そ こ か ら 推 定 さ れる 車両 の 姿勢 変化 と シン 5 ンク ング ンク ンク ク ンク ンク ク クン 
形状 だ け 印刷 し た 白紙 を 取り 出し 「 ク ル な どの デー タ を “使い こなし て "、 さ ら 空気 の 温度 と 圧力 を 測る セン サー 

マ の 動き は どう だ っ た か 、 気 に な る と こ に 車両 状態 推定 の “精度” を 高め る こと ホイ ー ル の 内 側 に 装着 され て いる 多 ト 
ろ が あっ た か 、 何 で も 書き 込ん で 」 と 目 を 、 そ れ ぞ れ の セッ ト ア ッ プ プロ セス の レッ ド 表 面 の 温度 を 放射 赤外線 で 観測 す 
の 前 に 置く 。 こ の 時 の “若手 "くん は 「 あ 中 に 織り 込ん で 、| 進 化 」 を 続け て いる 。 る セン サー を 付け て いる 車両 も ある 。 こ 

ル で (アリ デス シル し 名 で が いら いる 大 これ が 最近 で は 、 光 学 な どの セン サー の 両方 の セン サー デー タ を 組み 合わ せ て 
が 思う と お り に 動く クル マ を 作っ て あげ を 車体 底部 各所 に 固定 し て 、 路 面 と の 間 解析 し 、 一 番 知 り た い 「 ト レッ ド 面 の 内 
ンク クン ググ ンク ク クン クジ フラン グラ ンク 隙 を 直接 測定 する よう に な っ た 。 こ れ で 、 部 温度 ] を 推定 する 、 な ん て こと も で き 
くん は テス ト の 答案 用 紙 と 向かい 合 あお る の 江 うろ 5 フク ルル で ろう だ 時 シン ザ サラ あッ ツ な く は な いろ さらに は 究極 の グー ダッ よ ド 
ンク クン ンク ンク クン ンク フン ンク ンク ンク ン ング ト の 各地 点 で の 実際 の 車 高 、 正 確 に 書く と し て 、 タ イヤ が 路面 と 接触 ・ 摩 擦 し て 
いた も の だ っ た 。 

こう し た 「 ベ テラ ン 」| た ちの 脳 
の 中 で は 、 刻 々 と マシ ン が 「 走 っ 
て いる 」。 ド ライ バー か ら の 『 フ 
や アド バッ クッ クリア は と タ イヤ の 温度 
ウリ クン リフ ング プン ン プン リョク こら 
に 、 そ の イメ ー ジ ング の た め の 情 
報 な の だ 。 

た と えば 、 あ る サー キッ ト の 鍵 
(クン が コレ の の の ルン の 2 クア 


アイ アン アン タイ ヤ の 内 圧 と 内 部 温度 を 計測 する セン サー ( 左 写真 プ ソ マ ク ラー レン 製 ) は ホイ ー ル リム の 内 側 に 装着 され て いる 。 ま 
ィング な ら 」| 「 こ ん な 車両 姿勢 に た フロ ア に つけ られ た 三角 形 の も の ( 右 写真 の 右側 ) が 放射 外線 セン サー だ 。 


な っ て | 「 あ そこ の 路面 に は ちょ 


っ と し た バン プ が ある か ら 」 「 そ れ を 踏 と 「 車 両 底 面 と 路面 の 間隙 ] が リア ル な いる な か で 起こ る 跳ね 動き を 抑え て 、 ト 
むと タイ ヤ か ら 車 体 へ と こん な バウ ンス 数 値 と し て 把握 で きる 。 す ご く 振 動 し て レッ ド ゴ ム を で きる だ け 「 べ っ た り と ]| 
が 起こ り 」 | そこ で ダウ ン フ ォ ー ス の 鍵 いる けれ ども 。 ま ず は テス ト や フリ ー 走 路面 に くっ つけ 、 コ ー ス を 1 周 す る うち 
を 握る 車体 底面 の 、 そ れ も 旋 回 外側 ・ 前 _ 行 で こう し た 数 値 を 精度 高く 計測 し 、 そ に 得 ら れる 摩擦 力 を 可能 な 限り 大 きく す 
部 エッ ジ の 路面 と の 間隙 は この くら い 」 の デー タ を 使っ て 車両 運動 や サス ペン シ る 。 振動 解析 の 最新 技法 を 、 計 算 能力 の 
だ か ら 「 擦 る か どう か の ぎり ぎり で ……」 ョ ン の 動き 、 空 力 効果 な ど を 織り 込ん だ 高い コン ピュ ー タ 内 で 走ら せれ ば 、 そ れ 
「 よし 、 フ ロン ト の 車 高 を あと 0.2mm 下 げ シミ ュ レ ーション ・ ソ フト ウェ ア の 中 で も 可能 と いう と ころ に まで 、 少 な く と も 
よう 」。 と まあ 、 こ ん な ふう に 走る マシ マシ ン を 「 走 ら せ ]、 初 期 車 高 や ば ね の F1 の 世界 で は 踏み 込ん で き て いる 。 
ン の 挙動 を 1 周 に わた っ て 思い 描き 、 徴 設定 、 そ れ ら が ラッ プ タ イ ム を 切り 詰め フン ンプ クン の クラ バク バグ ッ ププ ルク クッ 
こ 入り 細 を 究 っ た 車両 セッ ティ ング を 組 る の に 効く か 、 な ど を お お よそ の 目安 を が タイ ヤ と 車両 の 「 運 動力 学 |」 に 適っ た 
み 立 て て ゆく な ん て こと を 、 あ の 人 。 _ つけ る 。 ベ テラ ン エ ンジ ニア の | 脳 内 イ マシ ンコ ント ロー ル を し て くれ れ ば 、 あ 
た ち は し て いる は ず 。 メー ジン グ | を まず は コン ピュ ー タ の 中 る 条件 下 で “一 発 " の タイ ム は か な り の 
と ころ が 今 、 この | マシ ン が 走る イメ で か な り の と ころ まで 整理 ・ 数 値 化 し て 確率 で 出せ る と ころ まで きた 。 で も 、 あ 
ー ジ ング 」 が 変わ り 始 め て いる 。 し まう わけ だ 。 あ る い は 特定 の 場所 で マ る 距離 を 走る | 競争] の な か で 、 タ イヤ 
と は 言っ て も 、 も うず いぶ ん 前 か ら コ シン が 跳ね る と し た ら 、 前 回 ざっ と 見 渡 の 状態 は 刻々 と 変化 し 、 踏 面 も また 決し 
イル ば ね + ダ ン パ ー に 並行 し て スト ロー し た よう な 手法 で その 振動 を 抑制 する た て 同じ まま で は な く 、 車 両 各部 の 作動 状 
ンー の ルル ウル る ルン ルレ し らい め の セ ッ ト ア ッ プ 策 も 見 い だ せ る 。 そ れ 態 も 変わ り と 数 字 で は 簡単 に 表し き 
て 、 デ ー タ ロガー か ら サ スペ ンション ス ら を 組み 合わ せ て 試し 、 つ まり 実車 ・ 実 れ な いさ ま ざ ま な 変化 が 発生 する 。 そう 
トロ ー ク が 、 ど の 地点 で どう 発生 し て い 走 で 起こ る 現象 と シミ ュ レ ーション の 結 な る と 、 ベ テラ ン エ ンジ ニア の | 経験 知 」 
の の 2560 ア アポ スク アク の ホク クル ろ の ラク で 0 の の クル レ 果 を “すり 合わ せる "。 合 わな いこ と も を 超え る の は な か な か に 大 変 で す よ 
か し その 先 、 路 面 と 触れ 合う 所 で は タイ 多い けれ ども 、 合 わせ 込む と ころ は 、 人 と いう 戦い が 、 毎 回 、 我 々 の 前 で 繰り 広 
ヤ (競技 専用 タイ ヤ の 内 圧 は 走っ て 発熱 。 間 が 思考 すれ ば いい 。 げ ら れ て いる の で は あり ます (続く )。 
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1 生 」 還 ー 


3oala ruodel study | ロ | | 作っ て 愉し お ル ・ マ ン 84 時 間 


Porsche 


他 の 917 と 異な る 前 


917 シ リー ズ 最 終 車 を 徹底 工作 38: 


枚 )、 途 中 で 失っ た 左 


gs 前 照 灯 カバ パー な ど 、 

ポル シェ 917K '71 ルマン 優勝 車 22 号 車 に 関す る 情報 
5 本 用 さ Ge お 5 くら 

@ フ ジミ 模型 1/24 リア ルス ポー ツ カ ー シ リー ズ No.88 念 絶 版 0 の の は 


Tex @ 高安 丈 太郎 (Jotaro Takayasu) Photo @ 高橋 浩二 (Koji Takahashi) Porsche 


リヤ カウ ル の 左右 に 装備 し た 垂直 フィ ン が 71 年 型 917K の 特徴 。 マ ル 
ティ ー ニ ・ カ ラー の 22 号 車 は シリ ー ズ 最後 の シャ シー 番号 「053」 
RS 人 US クン OO ESNP/al 直 線 を 19MaliG 
も 伏 然 、 製 作 意欲 が わく 。 ま た 、 同 じ 71 年 型 で も 22 号車 は 前 
フェ ンダ ー の ルー バー の 枚数 や リヤ カウ ル の NACA ダ クト の 
0 リン くに 5u 呈 20000G 証 GOD US 7D つ EZ 
完成 後 の 満足 度 は 各 段 に アッ プ す る こと 請け 合い だ 。 


ンー 


く プ ( ラ 


ジン 


- ン ー い 。 K. Takahashi 
ゃ る 


K. Takahashi 


K. Takahashi 


917K の 魅力 。 作例 で は その フレ ー ム を すべ て 真 欠 線 の ハン ダ 付 け に よる オリ ジ 
ナル に 換装 し て フル 開閉 モデ ル な ら で は の 見 せ 場 を つく っ て いる 。 こ の 超絶 技 
法 は 、 新 紀元 社 刊 『 プ ラ モ デ ル 徹 底 工作 合 本 版 自動 車 模型 フル 開閉 & 電 和 飾 テ 
クニ ッ ク 』 (税別 4500 円 ) で 詳し く 解 説 さ れ て いる の で 興味 ある 方 は ご 一 読 あれ 。 


@ ド ア の パネ ル ラ イン を 
0.15mm 幅 の タガネ で ボ デ 
ィ と 切り 離し 、 自 作 ヒン 
ジ で 開閉 式 に 。 旬 ライ ト 
カバ バー は クア た だ た 08 NO 
マス キン グ し 、 黒 色 で 塗 
装 。 念 自 作 の トレ ー に セ 
2 だ 0 クル 
部 に 外 径 0.8mm の アル ミ 
パイ ブ を え で 1 2 

還 " 装 クシ ョ ン ノ ズル を 再現 。 
K. Takahashi K. Takahashi 上 生 i 
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En で やこ A に 32 いい) いく 1 た 3 
JpS で 記 りう っ 心 各 で し p ホ ー コ 圭 
uk そい FNCSES だ こい ESESSG だ KA 
控 避 昌 6 で 週 KK NN 忌 せ | の 


ー 工 山 コ 補 受 〇 O ヒ OC の QOCF 到 下 掲 回 訟 記 Text @ 時 世 妖 卸 (Ryuji Hirano) 
〇 
| 〇 O 
に 目 
-」 に 
人 トー 
ー 円 早 上 所 い ID で 者 G 革 IT ロウ 杏 唱 四 で KG 個 宮 @ 
| 科 き 妃 応 の 母 じ 粗 殺 章 容 らい の 結 Q さ ・ー や ロー ペー ド 
モー し 林 い し o 豆 緒 弓 弄 人 家 
NN 角 公 本 寺下 や し 吉 球 閥 べ や さ ・ 


(A モー 6 掲 調 玩 枢 必 公記 世間 尺 十 下 
SG 諾 菩 中 王 ペ ー バ ドモ ドーム” 所 
凌 っ や や ドー ト ヘ く ー 句 電 載 っ ^ Kー 
ー 北 ぶせ の - の SIhK ワ 7 宮 
ロー エー- ロ きり や 総 客 つじ W 怠 公 。 選 
了 拒 Gy ペー 人 トー し Sho 強 如 、G 
NE の あざ Sh つめ: 
な で 公 恨 手 つ いで SO 

つう ドー や 交 旗 うし っ で 甘 


al N 


士 SUPER TEC 24 時 間 レ ー ス | 6 月 3~ ら 日 


叶 
| に =| 
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スー パー 耐久 シリ ー ズ 


ペ 落 民 回 富 ( 跡 )」 うり 反 ンマ "「 束 
さて NRI ト T ユ ーー を で 刀 和 うり 公 
っ ヘー] っ 心 押 2 で や で で 
記 岩 S っ 玲 う の ) つ 花野 居り 反り じ 
ー ぬ 症 さ 二 し" 

Q 革 公 で づれ 0 で 笠 絡 丈 写 規 0 や 
8。 貴人 公 Kー ミ ー の F ヒ 上 の 括 往 時 じ 
お B 弄 医 * り で つや 愉 リ ロロ 人 お へ へ NIIK 由 
_JG 貞 洋 間 嘱 で Kー く 一軸 ペレ ゼ 目 
ー コ ゴツ つじ の ロ 敵 還 丈 べ つの - 
り 素 雇 10Q 四 縛 民 二 し Kー ミ ーー トド 
ー77 HIN・IhN マ で へ てく 6G 稔 罰 了 p 醒 下 "| 堅 
ユ 公 や せく で で つ を ろ 到 の 昭 で で 
レ っ tSp つ 民 6 や で | へ 貴人 
信介 の RI ト KT ユ ネー く 6 中 そ さ へ 
へ 時 刀 つ し らい 6 

NN で 中 ー バ 6 箕 癖 必 で て レモ 
忠 叶 G 盟 結 崩 虹 塊 ひ と Km - 
cxG 宙 四 ソン 3 公 代 人 るー こ 吾 
っ 』 に し っ お っ 公 。 エー マー エロ 
SEHUESWcYILCNbPN 細 に (it か 


」 
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K 忌 )J ン SO つ 夫 記 対応 公 叶 っ 「 東 
rr まく 有 還 3』C コ ド く 】 い (だ SE 
ト JG ュ JI ト J 戸 列 K せ ミ ぬ 年 つつ し っ 
Ne。 ベー く 一 直し レ ゼ 學 コ 絡 レ ゼー て Ih 
へ さ p 下 更 拉 相 KO) し 選 で 到 
い 刀 公 エマ に 6 舞 問 p 更 や 人 正二 じ 
J 骨 吐 ツン 四 信 つつ 刀 ” 中 宣 で しめ 罰 
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ネー ューK8 公 ささ で 6 ド 並 証 


ポ 抽 つく ので じ も ” 一 上 定 当 ボ G コ K 


rr ロー」 
トバ ヘー やり で 到 掲 放 つ で 」 
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士 (Takashi 0gasawara) ノ 平野 隆治 (Ryuji Hirano) 


呈 呈 
上 思 


Photo @ 小笠 原 


良 ま レク サス RC350 を 使 


ける 格好 
に 


優勝 で チー ム 力 を 見 せつ 


は も ちろ ん 。 使用 する 車種 メー カー も 異 


還 も 想 


一 番 で 逆転 勝利 。 


2 


定 さ 還 P/ 。 
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ー ズ G 展 路 史 胃 い で " 加 訟 せ 宰 中 く G 
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スー パー 耐久 シリ ー ズ | 第 2 戦 富士 SUPER TEC 24 時 間 レ ー ス | り 引 章 AI 了 K ぜ 則 


ーー 記 T.0gasawara 


埼玉 トヨ ペッ ト 、 スピ ー ド 勝負 で 
昨年 の リベンジ に 成功 

昨年 は 二 度 の エン ジン 積み 替え に より 勝負 権 

を 得 ら れ な か っ た 埼玉 トヨ ペッ ト GB クラ ウ 

ン RS だ が 、 そ れ で も あえ て 攻め の 姿勢 。 序 

盤 戦 か ら ス ピー ド で 押し 切り 、ST-3 の その 他 


ライ バル 勢 に 付け 入る 隙 を 与え な か っ た 。 路面 の 高い 日 本 で も 
ーーー ンー ^ ブレ ー キ は や っ ぱり 舞 交 換 


en プ ブレーキ 系 パー ツ を 開発 する を た め あ えて ST-O 
に 参戦 する ENDLESS AMG GT4。 パッド 交換 
すら 必要 と せこ 10 分 癌 の メン テ タ イム 。a@( ゆ 
「 や る こと が な か っ た 」 と 総合 で も 6 位 に 。 


ーー TOgasawara 
TOYOTA 


1 コ 


ST-Q で は 苦戦 も 

“" 素 "の GR86 は 

デビ ュー ウイ ン 

ST-0 の ORC ROOKIE GR86 

CNF Concep は トラ ブル 多発 「。 

で 4 位 。 デ ビュ ー 戦 と な っ た 置 

。 タイ ヤ 持 ち 込み 本 数 は 増加 傾向 ガソリン 人 欄 の TOMS SPIRT 
今年 は 7000 本 に 到達 GR86 は ST-4 で 勝利 。 明 暗 が 


れ た 。ORC ROOKIE GR 
2021 年 か ら ス ー パ ー 耐 久 参加 車両 の 足元 を 支え る ハン 別れ E GR 

いよ 8 Corolla H2 concept は ラ ト バ 
ョ ヨック 。 決勝 レー ス で 雨 が 降ら な か っ た こと も あり タ ラ や 騰 田 範 彦 の 起用 が 話題 に 
の 湯 み 谷 作 症 自 体 は 少 が の つ / て の た の くれ 連 


な っ た が 、 連 続 周回 数 の 増加 、 
で も 昨年 の 経験 を 踏ま えた 結果 、 今年 は 7000 本 も の 数 RS 
を サー キッ ト に 持ち 込ん だ と いう 。 系 g: 


昨年 比 で 120 周 上 積み させ た 。 


パ 


Y ライ バル と マッ チレ ー ス を 展開 。 5Z7IGEN が ST-Z を 制す 
安定 し て 速い ドラ イ バ ー を 揃え た 5ZIGEN の ST-Z ク ラス 勝利 は 必然 だ っ た か 。 開幕 戦 で IEOSSOEG 
先勝 を 許し て し まっ た シェ イド レー シン グ を 1 周 差 で 下す ポー ル ・ ト ゥ ・ ウ イン 。 24 時 
間 レ ー ス の 距離 別 ポ イン ト も あり 、 ラ ン キ ング で も 首位 の 座 を 奪い 取っ た 。 


oo 記 ENEOS 
・ 肖 ーー" まこ ーー テー 
| 。 
| 、 
ト ミル 


エ 


4 速く て 壊れ ぬ KTM、 実は 薄 水 の 勝利 だ っ た !? 

総合 で 4 位 に 食い 込み 、ST-1 ク ラス 2 連 穫 を 達成 し た シン ティ アム アッ プ 
ル KTM だ が 、 実 は 新た に 取り 組ん だ 制御 系 の 調整 に 手 を 焼い て いた 。「 ラ 

イ バ ル の 燃費 も 良く て 、 去 年 の 10 倍 は 疲れ た 」 と は 渡邊 信太 郎 エ ンジ ニア 。 


BMBABSB80'| 


NAPAC ] 「 
Pa- こ . 
と 細 一 - 


auto sport 


還 
O 
ら 
の 
〇 
キー 
委 
G 
0 
て 
SS 
〇 
> 
〇 
ピ 
ド 
g 
G 
且 
G 
の 
Q 
QD 
〇 
年 
の 
Q 
ン 
G 
H 


呈 呈 
上 


Photo @ 小笠 原 


LIL は は LIL は 2LLII は LILLII は LALILLLIE3 は 3 は 11 は 34413 は 41 は は 1 は は は LE は 141 まま は 3 まま ます まま は よし は すま すま は まう まま ます すれ ま まま 4 は は 311 は は 4 は 434 は は 313 よ 14143 は 4 ま まま は ええ 13 ます 13 まま 3 は は L は IIL は 4 は は 1 は LEI は は は TIE は は 4241 は LE111JI は は LIL は よ 313 よ 2441 は 1 は 11411 は は 44431 は 431 は 124341IIILLLII は は II は は LE は TA2LIILELL は は L は LILI は は 4I は 4111211 は は LIL は 4LI は EEI は は 31211 は II は 33434 は 3331EELITLLHLE は は LILI は は は まま まれ ま まま ます 4 まま よ 14 まま ます すま まま すま すま まう まま ます 


8 
G 
有 
G 
の 
で G 
SO 
〇 の 
加 


auto sport 


の ヒ - 〇 "人骨 寺 じ め 喘 瑞 じ く ト J 個 や 


前 隊 相 を 4G 選 へ こく ペー NGO 選 上 到 世 宗 臣 


Text ⑳ utO SDOrt 


ペーK へ 弁 苦 宮 公 回 馬 本 下 の ヒ 
- 〇 ふ ヽ INK 民 公司 此 証 ペー ド 旧 せ 
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日 産 自動 車 の 会 見 ! 
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上 政 ペペ ユー ベレ ゼ 民 時 @ 画 妥 p 机 落 ) 
ne? 坦 XX 昌和 心 勾 舞 正 te 卓 
Kー ム へ 公 08 地 因 し め め SN の 民 る " 


auto sport 


0dS 01ne 


' え 
1 
eu 者 も 
- y*t 1 N 当 


材 近 舞 四 快 KG ょ の) 公 斉 つっ "WIJ セ や 
十 四 で te@G 條 札 棋 計 ” 貴人 ロン っ 刻 
り 腸 公 ざ じろう や や ぃ GS" トー ふ 民 
ホー コス し か め 案 臣 つ し 所 "リー 陸 
胡 咽 中 で KKー へ 6 駿 ゼ 高 骨 想 さ 
ー ド KG 奈 能 ざ jp で ひし うっ to" 
[ 糧 ] 8” ローK 二 し 人 ら 萌 うめ 民 秘 
steriN マ ベー ロ で し 軸 陣 で 冊 由 " 
基 喘 中 ホー ス 勾 医 揃 つ K ペ マーK 居 
正 teS” 慰 財 し ゼ 記せ エキ へ や 
へ 愉 ド ー 地 4Q お 科 .iN で マー:p4QQ 
HG 伽 午 K リ ロー テト ロマ て り せ 人 有 
モト ミ 公 ドー ト へ 中 人 朴 し” 栄 時 せ 四 二 
農 舞 り め 人 所 公則 OKG 公 め の お つ で で うっ" 
3 と へ し 本 四 め 起 O 
悦 、jp^ 言 表 配 ペーK で つや 電 層 


~HrHE 


で 忌日 地 所 K 四 つう へ 守 。 
で 如く や / ぜ p 皿 肖 必 
則 べ ペペ |1 吉 抽 押 坦 A 公 
to 性 。 下 本 で @ 咽 季 で 公 器 
中 へ 久生 つ MG 層 0 へ 下 
| ト 的 Ne く の 滞 内 日 X 
り マ て ぐ や SS 角 つ .QP じ 所 GIl 
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記 mrmmmla 明 mg 
* 世 界 最速 "の 核心 に 追 る 


4 つの コン セプト の うち 
ひと つ は すでに " 不 合 格 ” に? 


独創 的 サイ ド ボ ポッ ド が 
速 さ ぐに つなが る と は 限ら な い 


技術 規則 の 大 変更 に 


より チー ム の 色 が 見 て 取れ る 今季 


それ が 特に 濃く 出 て いる の が サイ ド ポ ッ ド だ と 言え る 


その コン セプト は 大 きく 分 
果たし て "最適 解 『 は どれ な の か …… ? 


の 022 年 の 技術 規則 が 公表 され た 時 、 
エン ジニ ア た ち が 大 い に 懸 念 し た 
の は 、 新 ルー ル が 過度 に 制限 的 に な り 、 
デザ イン の 自由 度 が ほとん ど な く な っ て 
し まう こと だ っ た 。 だ が 、 そ れ は 穫 憂 に 
すぎ な か っ た 。 各 チー ム の 技術 的 デザ イ 
ン は 、 和 驚く ほど バラ エ テ ィ に 富ん で いた 
の だ 。 そ し て 、 そ の 差異 が 特に 顕著 で 、 
それ ぞ れ 性 格 の 異な る ソリ ュー ショ ン が 
見 られ た の が サイ ド ポ ッ ド だ っ た 。 
現代 の グラ ンプ リカ ー に お ける サイ ド 
ポッ ド の 主 な 役割 の ひと つ は 、 さ ま ざ ま 
な コン ポー ネン ト 、 つ まり 冷却 シス テム 
の 大 半 、 サ イド イン パク トス トラ クチ ャ 
ー、 電 制 系 の ボッ クス 類 な ど を 収め る こ 
る 。 上 昨年 まで は どの チー ム も コン 

ポー ネン ト を で きる だ け タ イト に パッ ク ケ 
ー ジ ング し よう と 工夫 を 凝ら し て きた 。 
そう すれ ば 、 リ ヤ エ ン ド へ 向かう 気流 を 
より 望ま し いか た ち に 整え る と いう 、 サ 
イド ポッ ド の も う ひ と つの 重要 な 役割 を 
改善 し 、 ド ラッ グ を 減ら すこ と が で きる 
か ら だ 。 と ころ が 、 今 季 は この トレ ンド 
が 大 きく 変化 し た よう に 見 える 。 

ふた つと し て 同じ デザ イン は な いと は 
いえ 、 各 チー ム の サイ ド ポ ッ ド の コン セ 
プ ト は 4 つ に 分 類する こと が で きる 。 
フェ ラー リ と メル セ デ ス は 対極 的 な ソ 
リュ ーション を 選択 し た 。 フ ェ ラ ー リ の 
サイ ド ポ ッ ド は 、 か な り 幅 が 広い うえ に 
育 も 高く 、 側 面 は 平板 な 形状 で 、 深 くく 
ぼん だ 上 面 に は 排 熱 の た め の ル ー バ ー が 


) 類 する と 4 つ に な る が 


刻ま れ て いる 。 メ ル セ デ ス が サイ ド ポ ッ 
ド そ の も の を 実質 的 に な くす こと を 狙っ 
て きた の と は 対照 的 だ 。 ち な み に 、 ハ ー 
ス は フェ ラー リ の コン セプト を 、 や や コ 
ン ベ ン ショ ナル な 方 向 に アレ ンジ に し た 
も の を 採用 し て いる 。 

メル セ デ ス は 新た な コン セプト の サイ 
ド ポ ッ ド を 持ち 込ん だ 。 実 現に は ボディ 
ワー ク 内 の コン ポー ネン ト の 配置 に つい 
て も 大 幅 に 手直し が 必要 だ っ た 。 も は や 
この クル マ に は ほとん ど サ イド ポッ ド が 
な いと 言っ て も いい ほど で 、 そ の ボディ 
ワー ク の 下 に は いく つか の 極度 に スリ ム 
な ラジ エタ ー だ けが 収まっ て いる 。 こう 
し た パッ ケー ジン グ が 可能 に な っ た 理由 
は 、 実 は 開幕 前 の 時 点 で 明か され て いた 。 
昨年 、 メ ル セ デ ス は ロケ ッ ト 技 術 を 開発 
する イギリス の ある 企業 と 提携 し 、 新 し 
い 冷 却 技術 の 開発 に 着手 。 そ の 成果 と し 
て 、 パ ワー ユニ ッ ト の サブ シス テム の 一 
部 に つい て 、 従 来 よ り は る か に 小さ い 表 
面積 で の 冷却 が 可能 に な っ た の だ 。 

し か し 、 こ の コン セプト は 大 成功 と は 
言い が た いも の だ っ た 。 パ フォ ー マ ン ス 
レベ ル は 王者 と し て は 信じ られ な い ほ ど 
低く 、 し か も ひど い ポ ー ポ シン グ に 悩ま 
され て いた か ら だ 。 た だ 、 そ うし た 問題 
は 最近 の アッ プ グ レー ド に より 一 定 の 改 
善 が 見 られ 、 メ ル セ デ ス の 「 ゼ ロ ポ ッ ド ]」 
は この まま シー ズン の 終わ り ま で 維持 さ 
れる 可能 性 が 高い 。 と は いえ 、 特 に 気温 
の 高い 地域 の レー ス で は 、 冷却 に 問題 を 


抱え て いる の も 確か で 、 彼 ら は サイ ド ポ 
ッ ド イン レッ ト 周 辺 の ボディ ワー ク の 改 
修 を 余儀 な くさ れ て いる 

残る ふた つの コン セプト は 、 フ ェ ラ ー 
リ や メル セ デ ス ほど 急進 的 な も の で は な 
い 。 新車 発表 時 、 ア ルフ ァ ロ メオ と ア 
トン マー ティ ン は 、 上 に の 
高い サイ ド ポ ッ ド に 後方 まで 深い アン ダ 
ー カ ッ ト を 施し た デザ イン を 採用 し て い 
た 。 上面 は ほぼ フラ ッ ト で ルー バー が 配 
され 、 そ の 中 に 収まる ラジ エタ ー 類 は 水 
に 近い 角度 で マウ ント され て いる 。 こ 
うし た レイ アウ ト で は 車体 の 重心 位置 は 
高く な る が 、 サ イド ポッ ド の アン ダー カ 
ッ ト を 深く する こと に よる 空力 的 な メリ 
ッ ト の ほう が 上 回 る と いう 考え 方 だ 。 だ 
が 、 ア スト ンマ ー テ ィ ン は スペ イン GP 
で の アッ プ デ ー ト で これ を 放棄 し 、 レ ッ 
ドブ ル や アル ビー ヌ な ど が 採っ た 第 4 の 
コン セプト に スイ ッ チ し た 。 こ の 最後 の 
コン セプト の 特徴 は 、 ラ ジ エ タ ー 類 が 標 
準 的 な 位置 に 置か れ て お り 、 そ の レイ ア 
ウト が 許す 範囲 で 空力 的 な ディ テー ル を 
工夫 し て いる こと に ある 。 

また 、 メ ル セ デ ス を 除く 3 種類 の コン 
セプト に は ひと つの 共通 点 が ある 。 い ず 
れ も サ イド ポッ ド が 必要 と され る サイ ズ 
より も 大 きい の だ 。 実際 、 カ ウル を 外し 
た と ころ を 見 る と 、 特 に 何 か に 使わ れ て 
いる わけ で は な い 空 間 が あちこち に 存在 
する 。 こ れ は サイ ド ボ ポッ ド を は じ め と す 
る ボディ ワー ク の 外皮 が 、 パ ッ ケ ー ジ ン 
グ の 限界 を 極め る より も 、 車 体 全 体 の 空 
力 と いう 観点 か ら 最 適 な 位置 に 配 さ れ た 
こと る を 意味 する 。 

サイ ド ポ ッ ド を コン セプト か ら 変 更 す 
る の は 、 か な り の 大 仕事 に な る 。 ア スト 
ae 

に 収まる よう に ラジ エタ ー 類 を 全面 的 
ae) ば な ら な か っ た 。 逆 
に 言う と 、 彼 ら が それ ほど の 労力 を 費 や 
し て で も スイ ッ チ し た と いう 事実 は 、 4 
つの コン セプト の うち ひと つが ほか より 
も 劣る こと 示し て いる の か も し れ な い 。 
し か し 、 そ れ 以 外 の 3 つ を 代表 する レッ 
ドブ ル 、 フ ェ ラ ー リ 、 メ ル セ デ ス の うち 、 
em 現 
時 点 で は まだ 不明 と 言わ ざる を 得 な い 。 
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その 1 


バレ ー: 


ん に ち は 、 ト ト 田 紗弥 加 と 申し ます 。 先日 
こ D1GP デ ビュ ー い を た し まし た ! 突然 で す 
が 、 隔 月 連載 記事 を 書か せ て 頂く こと と な り ま 
し た の で よろ しく お 原 らら た し まう み 。 スニ ボー ツ 
大 好き 少女 だ っ た 私 が な ぜ ド リフ ト の 頂点 を 目 
指し て いる の か 、 そ の あたり か ら 自 己 紹 介 を 兼ね 
つの つの と 説 用 き 導 て いた だ さき ます 。 

小学 校 時 代 は 水泳 と 陸上 を や っ て いて 中 学 か 
ら バ レー ボー ル を 始め まし た 。 理由 は キャ プ テ 
ン が 美人 で カッ コ よ か っ た か ら 。 憧れ か ら 入 部 
し て バレ ー ボ ー ル K 打 ち 込み 、 千 葉 県 ブロ ッ ク 
選抜 に 選ば れ 、 高 校 は 強豪 校 に 特待 生 と し て 入 
ます る と こ ロ か で きま し た 。 

その 高校 の バレ ー ボ ー ル 部 は 校内 で も 昌 部 活 
と し て 有名 で 、 始 発 に 乗っ て 登校 し 、 朝 練 、 放 
課 後 も 終電 まで 練習 が 当たり 前 の 生活 で し た 。 
そし て 次 第 に 「 日 本 代表 選手 に な り た い 」 と 真 
鉛 ( に 考え る よう に な り ま し た 。 ととろ が 練習 
打ち 込む あま り 、 身 体 に 負荷 を 掛け 過ぎ て ひざ 


し も 信 ・ き や か 半 軸 見 の プ 旭 ドリ アト ドラ イ バ ー, 
19 全 が か が ら DU ライ ッ に ググ 除 し 、/20 朱 に DT60P ラ ン セ ルン 
ス を 取 伸 。22 年 ほ は D]1P、DI ラ イッ に た 
NEXT10YEARS の 広報 部 長 に 就任 し て ドリ フト の 魅力 
を 広く 内 外 に 発信 。YouTube で も 人 気 を 博 し て いる 。 
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Photo ⑳D1GP 


*ー ル 日 本 代表 に な っ て や る ! 


念願 の GP デ ビュ ー 戦 (4/23) は 、 マ シン トラ ブル で 
念 の リタ イア 。 続く D 1 Lights 第 3 戦 (5/21) 
は 単 走 3 位 、 追 走 べ スト 8 で 総合 6 位 (52 台 中 )。 
そし て D1GP 第 3 戦 で は 8 位 で 女性 記録 更新 ! 
を 痛め 、 脚 を 曲げ る と 激痛 が 走り 、 授 業 を 受け 
る の も まま な ら な い 状 態 に 。 さ ら (C 半 年 くら い 
腕 ( に 力 が 入ら な いら 不 調 に 悩ま され な が ら ゃ 、 我 
慢 し て 練習 を 続け て いた ら 、 助 衣 が 折れ て し ま 
い 、 疲 労 骨 折 で 全治 1 カ月 と 診断 され まし た 。 
1 日 の 休み で も 練習 に つい て いけ な く な っ て 
し まう の に 、1 カ 月 も 休ん だ ら 周 り に 迷惑 を 掛 
け て し まう と の 焦り か ら 完 治し な いま ま 2 週間 
で 復帰 。 そ と で 再び 故障 し て 再起 不能 に 。 バ レ 
ー ボ ー ル の 道 を 諦め る し か あり ませ ん で し た 。 
と れ ま で 自分 の すべ て を 懸け て いた も の を 突然 
失っ て 、 抜 け 殻 状態 に な り 卒 業 後 の 進路 も あま 


り 何 も ゃ も 考え ず に 就職 し まし た 。 (2 の ) 


ーー - 加 TSM 還る ゆ 還 電マ 信介" 回" 悪 玖 NM) 気 に な る 情報 を 速攻 チェ ッ ク 
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スー パーGT の “ 


裏 まで 丸見え に ? 


SUPER GT 2022 [| Team Radio プ ラス 」 が 6 月 下旬 に 放送 開始 ! 


野球 や サッ カー と いっ た メジ ャ ー ス ポー 
レ 24606、 0 こ amEMIM ウ 生 ミ シク と 
ョ 2 の eg し た 各 昼 モニ タ 雪 バボ ーッ 
pa と MS20 2 と 二 必 20| AOIRd ES 旧 
本 国内 で は 随 一 の スポ ー ツ 専門 放送 局 で あ 
同和 后 W 6 月 名 が か がら ス 6 由 関 
連 し た 新た な 番組 ISUPER GT 2022 
【Team Radio プ ラス 】』 を 放送 する 。 
は 用 シー スン ま で 同局 が 用 GU) 
宏 22Ne 0 ララ クス 選 NM 2 二 く ウ ン ルト 
を 加え た も の 。 こ の 番組 の テー マ は 通常 の 
レー ス 中 継 で は 伝え きれ な い 「 レ ー ス の 了 臨 
場 感 や 裏側 を 伝え る こと 」。 ほ ぼ ノ ー カ ッ 
ト の 決勝 レー ス の 映像 に 、GT マ シン の オ 
ン ボ ー ド 映像 と 各 チ ー ム の 無線 音声 を 加え 
る こと で 、 こ れ ま で の レー ス 中 継 より も 数 
段 、 緊 張 感 あ ふれ る 雰囲気 に な っ て いる 。 
まま レ ニース 0 活 員 MWh の 語る 
ちろ ん 、 チ ー ム の 監督 や エン ジニ ア を 番組 


097 autosport 


ゲス ト に 迎え 、 レ ー ス の 戦略 な ど を 解説 。 
6 月 27 日 (月 ) に 放送 され る 『 第 1 戦 岡山 
国際 サー キッ ト 篇 』 で は KONDO RACING 

の 監督 を 務め る 近藤 真彦 氏 と TGR TEAM 
ZENT CERUMO の の ドライバー 立川 祐 路 が 
田 演 予定 だ 。 

6 月 17 日 時 点 で 放送 予定 が 決定 し て い 
る の は 、 開 幕 戦 岡山 、 第 2 戦 富 士 、 第 3 戦 
鈴鹿 の 3 レー ス 分 。 各 回 の 放送 予定 は 別途 


記載 する が 、J SPORTS 1 一 4 と いっ た 通 
2 語り スバ ー 6 / の 
の 三 所 で ある USBORIS ラ ポン スマ ント で 
も 配信 され る こと が 決定 し て いる 。 


ツノ スラ ( 
ー す る だ け で は 得 ら れ な い “ 裏 " の 情報 も 
得 ら れる この 番組 。 ス ー パ ーGT フ ァ ン は 
絶対 に 視聴 すべ き プ ログ ラム だ と 言っ て も 
回 店 の 96 


通常 の レー ス 中 継 や 各種 モー ター スポ ー 
ア 、 関 係 者 の SNS な ど を フォ ロ 


: 画 SUPER GT 2022 【Team Radio プ ラス 】 
: @ 放 送 日 時 、 放 送 チ ャ ン ネ ル お よび 番組 名 


6 月 27 日 (月 ) 深夜 0O30<3:30 


: JSPORTS 3 
: 第 1 戦 岡山 国際 サー キッ ト ・ 決 勝 


7 月 15 日 ( 金 ) 深夜 3300 て 6:00 


: JSPORTS 1 
| 第 2 戦 富士 スピ ー ド ウェ イ ・ 決 勝 


7 月 25 日 (月 ) 深夜 0:30 こ 3:30 


J SPORTS 3 
: 第 3 戦 釣 鹿 サ ー キ ッ ト ・ 決 勝 


※ い ずれ の 番組 も J SPORTS オ ン デ マン ド で 配信 予定 


@」 SPORTS ホ ー ム ペー ジ : https://www.jsports.co.jp/ 
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ます 
毎 レー スズ 展開 され て お り 、 見 逃す こと が で き な い 生還 


ジャ パン "は 例年 以上 の 超 接近 戦 が = 


“※ ボ ポル シェ カレ ラ カ ッ フ プ 


條 結 ” 怠 理 HHmmS ヘ ハーK へ 枕 還 4 
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ぉ し 低 き 妖 H6 じ 有 朱 じ つじ し 更 さ ” の 素 
て ei 則 査 理 YO で 妃 編 障 装 4 ウ ペ ー 
の 5m を FSSTe だ つく ES リリ バ で て 
人 ヘ ペー 人 K へ 楽 刀 環 べ も で 刀 系 で へ の 
の QG の コー コウ の ヒ OR 私 TN ド ドー ゼ 2 
莉 ゴ 胡 寺 ロ ロ ー ロ ーK さ ロー 約 
mm 喉 つ し っ ht より 7 算 隊 じゃ 中 員 
ヾ マト 人 ふ 旬 皿 色 濾 H6 で "NG 
中 踊 じ し” N ロ SIhKG 選 虚 せ 下 来 G 
QR ご 席 に の の 更衣 品 語 の 二 加 te 
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や ドド ヘ テ ン KK て 系 で し 来 HetG 駆 o 手 
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刀 じ GS モー ミ 公 AT へ 責 で で 7 
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濁 p 癖 ぜ そ 尽 ” 移 o 絡 せ ヨ 田 公 悪 近 
編 さ " で ヘー て I ト へ て へ 反し せ 三 皿 人 
MYeIBIIENIGN だるい SWEP IVE 

陣 忌 邊 SG の べく HH ヘー ホー セ te 
ロト レル SIhK ゼ 7 Q べ S 避 訟 の NmQG ふ 
INKT 一 K さ ロー と 間 詞 鷺 つ や 窟 李 
町 公 潮 p 閣 ” 虹 o 才 つや ロー ミ モ 公 
へ AT へ 坦 mE? 看 ペー ド K ュ JJpD け くそ でき 
くさ 6G 絡 っ S 寂 避 咽 浮 や で 無 の 絡 せ 
ー と マビ ピー" 低 o 客 せ 栄 堆 六 色 評 つじ" 
た で ヘーIh へ せ 入 心 レ ゼー と マエ ビー 公 
下 坦 cd で モレ て SND 半 で レ 
っ tw つじ し oo 和 到 ハーf く KH ヘー 
ー セ te トル IihK ゼ 7” 環 p 提 路 形 則 
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ー ズ ン 、 タイ プ 992 の 911 GT3 カ ッ プ カー が 導入 され た 
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CARRERA CUP 


レー スウ イー ク の 金曜 日 に 急 遼 参戦 が 決ま っ た 山田 は 第 6 戦 の スタ ー ト で トッ 


プ に 立ち 、 小 河 の 追い 上 げ か ら 逃 げ 切 っ て PCCJ 初 優勝 を 飾っ た 。 


プロ アマ クラ ス の 武井 、IKARI、 浜 崎 の 3 人 に 、 ア マク ラス の MOTOKI TAKAMI が 
絡ん で 毎 戦 好 バ トル が 展開 され て いる 。 こ の 戦い は シー ズン 後半 戦 も 要 注 目 だ 。 


PJ /// ル 7777 47MSe/ の /ce 


タイ プ 992 に 慣れ て きた 
後半 戦 が 本 当 の 勝負 

「 シー ズン 前 半 戦 は 、 各 チ ー ム 、 ド ライ バー 
と も に タイ プ ブ 992 の 特性 を つか む 必 要 も あ 
っ た た め 、 カ ッ プ カー の ドラ イ ビ ン グ に 慣 
れ て きた 中 盤 戦 以降 の 戦い が 本 当 の 勝負 だ 
と 思っ て いま す 。 こ こま で 各 ク ラス と も 、 超 
接近 戦 の バト ル が 展開 され 、 例 年 以上 に 面 
白い シー ズン に な っ て いま す 。 ぜ O ひ 後半 戦 
も ハイ レベ ル な 戦い に 注目 し て 下さ い 」 


SUZUKA ら 5 月 28 日 ( 土 ) 晴れ ・ ド ライ 
ベス トラ ッ プ : 60 小河 諫 2'04"906 (2/10) 


1 60 P-1 小河 計 SHOWAAUTO with BINGO RACING 10 2057"567 
2 1 _P-2 近藤 細 NIHON KIZAI PORSCHE 10 2057"800 
9 7 P-3 山田 遼 HYPER WATER Racing Team IU 207 435 
4 78 PA-1 IKARI BJR PORSCHE 10 2119"021 
り 9 PA-2 武井 真司 BINGO RACING 10 2119"896 
6 77 PA-3 浜崎 大 VOINGwith VENTILER 10 21'722"660 
7 63 A-1 長嶋 重 登 TUC GROUP & TeamKRM 10 21'23"081 
8 10 A-2 MOTOKITAKAMI 47TRADING with Rn-sports 10 21'724"238 
9 23 A-3 滝澤 智幸 Fach Auto Tech 10 21'46"965 
10 17 A-4 KenRyu Fach Auto Tech 10 2147"669 
11 5 A-5 CASAMINGO 洋菓子 店 カサ ミン ゴー 10 2148'334 
12 51 A-6 春山 次 男 BINGO RACING 7 2204"023 


SUZUKA ら 月 29 日 (日 ) 晴れ ・ ド ライ 
ベス トラ ッ プ : 7 山田 遼 2'04'836 (2/8) 


1 7 P-1 山田 遼 HYPER WATER Racing Team 8 1712"296 
2 60 P-2 小河 SHOWAAUTO with BINGORACING 8 1712"815 
9 1 P-3 近藤 要 NIHON KIZAI PORSCHE 8 1717"543 
4 _ 10 A-1 MOTOKITAKAMI 47TRADING with Rn-sports 8 1723"877 
5 77 PA-1 浜崎 大 VOINGwith VENTILER 8 1727"113 
6 63 A-2 長嶋 重 登 TUCGROUP & TeamKRM 8 17297"734 
7 23 A-3 滝澤 智幸 Fach Auto Tech 8 1747"759 
8 51 A-4 春山 次 男 BINGO RACING 8 1752"363 
9 5 A-5 CASAMINGO 洋菓子 店 カサ ミン ゴー 8 1842"536 
10 9 PA-2 武井 真司 BINGO RACING 7 1635425 
11 78 PA-3 IKARI BJR PORSCHE 6 1250"711 
12 _ 17 A-6 KenRyu Fach Auto Tech 6 1314"033 


ドー デビ ログ ラス 、 PA ニー プロ アマ クラ ス 。 衝 三 ア マク ラス 


099 auKOSDOFE ポル シェ カレ ラ カ ッ プ ジ ャ パン (POCJ) 事 務 局 な 0465-80-3808 


PCCJ の ドラ イ ビ ン グ ア ド バ イザ 
ー で ある 影山 正美 は 、 ニ ュー カ 
ッ プ カー の ドラ イ ビ ン グ に 慣れ 
て きた 後半 戦 の 戦い に 注目 する 。 


※9 周 目 に 赤旗 中 断 さ れ 、 そ の まま レー ス 終 了 


第 5 戦は 予選 3 番手 か ら 好 ス ター ト を 見 せ た 小 河 が 近藤 と の バト ル を 制 し て 、 今 シー ズン 3 
勝目 を 挙げ た 。 一 方 の 近藤 は 2 戦 と も に スタ ー ト に 失敗 し て 2 位 と 3 位 に 終わ っ た 。 


ーー ミン ニー コディ ョ ン と | 
ー ーー ニー 


アマ クラ ス の MOTOKI TAKAMI は 6 
戦 連 続 で クラ スポ ー ル ポジ ショ ン 獲 
得 と 、 ず ば 抜け た 速 さ を 見 せ て いる 。 


ーー za 


第 5 戦 で MOTOKI TAKAMI の アマ クラ ス 連 勝 を スト 
ッ プ させ た ベテラン の 長嶋 重 登 。 今 シー ズン 初 優勝 
を 飾っ た こと で 後半 戦 の 巻き 返し が 期待 され る 。 


今 シ ー ズ ン PCC) 初 参戦 の CASA MINGO は 第 
3 戦 で アマ クラ ス 2 位 表彰 台 を 獲得 する な ど 
の 活躍 を 見 せ て ラン キン グ 4 位 に つけ る 。 


着実 な た 走り を 見 せ て いる ベテラン の 清 澤 知 
幸 は 6 戦中 4 戦 で アマ クラ ス の 3 位 表彰 台 
を 獲得 し 、 ラ ン キ ング 3 位 と な っ て いる 。 


//0 745S mn 


プロ クラ スポ ボイン トラ ン キ ング ーー 
Pos | No. Driver | Pts -『 

60 小河 詠 132 

2 1 近藤 要 127 

3 91 淫 龍 之 介 71 
4 7 中田 避 0 べ ベテラン の 春山 と 
新人 の KenRyu は 、 
ポイ ント の 積み 重 
プロ アマ クラ スポ ボ ポイ ント ランキ ング ね に より アマ クラ 
Pos | No. | Driver | 時 時 コ ス の 6 位 と 5 位 に 。 

1 98 IKARI 129 
2 77 浜崎 大 127 トン M 登 
3 9 武井 真司 82 間 後 和 
さ 戦 連 し 
アマ クラ スポ イント ランキ ング 有 芝 
Pos | No. Driver | Pts 泊 け つ M 
10 MOTOKI TAKAMI 145 化 ` い DO 
2 。 63 長嶋 重合 114 し べ に T 
3 23 滝澤 智幸 94 | で デズ スコ Q 
4 5 CASAMINGO 82 央 語 PE ト K 
5 17 KenRyu 67 っ | “ 思 絆 プ | 
本 LT 62 第 6 戦 終了 時 点 で 、 プ ロク ラ 新 "T 
ーーーoeoew ee は の の 同 の クラ 6 メシ 作 
8 7 IKEDA 20 3 人 、 ア マク ラス で ふた り の の | K 
※ 第 6 戦 終了 時 点 優勝 者 が 誕生 し て いる 。 バズ A 
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EXEDY 12D A110S SPEC. 
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ンズ 。 鍛 ス プリ ング : ハイ パコ F : 4kgf/mm/R : 6kgf/mm 鍛 ブ レー キキ ャ リ パ ー 
: 純 正夫 ブ レー キロ ー タ ー : 純正 鍛 ブ レー キ パ ッ ド : プロ ジェ クト 鍛 エ アロ 
パー ツ : テッ ク パ フォ ー マ ン ス フロ ント リッ プ ・ サ イド スカ ー ト ・ リ ヤ フ ェ ンダ ー 欠 
ECU: 純正 偽 LSD : オー プン デフ 倫 ホ イー ル : レイ ズ RE40 鍛 タ イヤ : 
BRIDGESTONE POTENZA RE-12D F : 215/45R17、R : 235/40R18 
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の 0 ドラ リョ の) 
セブ リン グ を 総合 で 制 
屋 た だ 二 ル マン に も 遠 ーー 
他 民 記 他 人 旧 し 00 ーーーー < と 


「 非 ・Z 世 代 」 に と っ て は こっ ち !? と 
北米 生ま れ の "最強 "アレ ー シ ン グ カ ー 


日 産 IMSA 300ZX GTS- 1 #75 
京 商 上 1/18 時 レジ ン 製 昌 2 万 4200 円 (税込) 


Text d 小嶋 生 (Joe Kojima プ MS-models) 
Photos d 田中 秀 宮 (Hidenobu Tanaka) 
KIDBOUX/SAN-EI 


auto Sport 


レー ス と ミニ カー の ディ ー ブ で 幸せ な 関係 


H.Tanaka 


近 引 川 Z 世 代 有 | な る ワー ド を よく 耳 に する 。 
1997 年 以降 に 生ま れ た 特定 の 世代 = 現在 10 
25 歳 の 若者 た ち を 指す らし い が 、 そ ん な 
422206@ ナ ワ い レー スラ アァ ン に こそ この |32 
世代 ] な IMSA の レー スカ ー を 紹介 し た い 。 

IN OO 昌 朋 (の クン 0 表 5 
し た 1/18 の 最新 作 。 現 存する 実車 を 取材 し 
て 災 や か な 塗り 分 け や グ リル & マ フラ ー の 素 
材 感 、 薄 い ウ イン グ な ど を 徹底 再現 。 モ デ 
ル の デキ は 最高 レベ ル に ある 。“" バ ブル 
世代 " の オジ サン た ち は 皆 、 デ イト ナ 
や セブ アリ ング と いっ た 伝統 の 一 戦 に 

お ける この Z32 の 大 活躍 に 興奮 し 、 

誇らしく 思っ た も の だ 。 

折 し も 新型 Z 登場 の いま 、 こ の 一 

台 に も 格別 の 光 が 当 た らん こと を 。 


左 ハ ンド ル の 室内 も 徹底 再現 。 コ ク 
ピッ ト に 市 販 車 の 面影 は ほとん ど な 
い 。 モ デル に ドア の 開閉 機 構 は な い 
が 、 そ れ は 頑強 な パイ プ フ レ ー ム 製 
の 実車 も そう だ か ら 正 し い (乗降 は 
NASCAR の よう に 窓 か ら 行 な う )。 


H.Tanaka 


実は この Z32、 国 内 に ホン モノ が 
現存 し て いる 。 京 商 で は 後期 型 を 
保有 する 静岡 県 の 機械 加工 会 社 
「PEAKS」 全面 協力 の 下 、 級 密 な 
実車 取材 を 敢行 し モデ ル 化 に つ な 
げた 。 今 作 =95 年 セブ リン グ 優 勝 
車 に 続く 別 レ ー ス (94 年 デイ ト 
ナ ?) の 仕様 も 鋭意 検討 中 と いう 。 


最新 の Z も 続々 登場 。 最速 は GT スピ リッ ト ! 


それ で も や っ ぱり Z 世 代 に と っ て 話題 の 中 心 は 
最新 型 Z の 方 だ ろう 。 早速 勝利 を 挙げ た GT500 の 


ほか S 耐 に も 登場 し た こと で 今後 の モデ ル 化 が 楽 


間 ) 京 商 し み だ 。 そ し て 市 販 車 の ほう は 早く も 各社 か ら 続 
https://dc.kyosho.com/ja/ 々 と リリ ー ス され て くる 気配 。 一 番 乗 り は 京 商 が 


輸入 元 を 務め る 「GT ス ピリ ッ ト 」。 プ ロト 仕様 な 
が ら 早 くも 発売 中 だ (1/18 で 2 万 800 円 )。 


※ 実 際 の 製品 と は 異な る 場合 が あり ます 。 価格 は 10% 税 込 で す 。 モ デル は レジ ン 製 で す 。 autosport 104 
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LOVEFAB ENVIATE 


いり 軍人 本 に 還 天 河 、 


人 
のど つら 


… 評 星合 先 へ テロ NOY 評 庄 圭 本 く 年 の 


いざ 4 へ 


案内 人 : サ ム ・ コ リン ズ 


学生 フォ ー ミ ュ ラ か ら F1 ま で 幅広 い 
カテ ゴリ ー を 追い か ける 英国 人 ジャ 
呈 チ リズ スト 。 が な り の ピー ル マ ニ ニア 
で も あり 、 イ ギリ ス の 某 有 名 ブリ ュ 
ワリ ー の 株 式 を 保有 し て いる らし い 


O 


界 中 の 多く の 人 に と っ て 、 6 月 と いえ ば 
2 の Be い つま に 


アメ リカ ・ コ ロラ ド 州 で は パイ クス ピー ク ・ イ 
シン ター ナチ ショ ナル ヒル クラ イム の 月 だ 。 と の 
伝統 の イベ ント は 、 モ ー タ ー ス ポー ツ 界 で 最も 
危険 で 挑戦 し が い の あ る イベ ント の ひと つ 。 そ 


れ に 参加 する マシ ン は クレ イジ ー で 超 パ ワ フ ル 。 


そし て 、 自 作 の マシ ン が 登場 する こと も ある 。 
今年 、 多 く の 注 目 を 集め て いる マシ ン も 、 初 め 
は 自作 感 が 溢れ て いた が 、 現 在 は か な り プ ロフ 
ェ ッ ショ ナル な も の に 近づい て き て いる 。 そ の 
マシ ン と は 、 エ ン ビ エー ト (Enviate) だ 。 
マシ ン を 製作 し た コディ ・ ラ プラ ンド は 最初 
か が ら エ ン ピ ビエ ー ト を 作る うと 思っ て い だ ただ わけ で 
は な い 。 ふ た つの 事故 の 未 に 生み 出し た も の な 
の だ 。 当初 、 彼 は 1991 年 型 の ホン ダ NSX に 巨 
大 な ウイ ング を 装着 し た が 、 パ ワー が 足り な い 
こと に 気づく と GM 製 V8 エ ンジ ン を 搭載 。 これ 
が 名 前 の 由来 に な っ て いる 。「NSX と V8 を 組み 
合わ せる と NV8 に な る 。 こ れ を 声 に 出し て 読ん 
守ら 、。 キ エンジ ピエ ー ド ト と 同 こ え の ろだ この ら う 」 と 、 ラ 
ブラ ンド は 説明 する 。 こ の よう に 生ま れ た エン 
ビエ ー ト だ が 、 パ イク ス で の 走り を 確認 する 前 
に マン シン ン は クラ ッ シ ョ 。 農 年 、 導 っ た パー ツ そ を 
使っ て 修理 され た が 、 ま た し て も クラ ッシュ を 
し 2 

ラブ ラン ド は めげ ず に 再び マシ ン 製 作 に 取り 
組ん だ 。 新 し い エ ン ビ エー ト は 4 年 の 歳 月 を か 
け て 、 明 確 な 目標 の も と に 作ら れ た 。 そ れ は 


Translation @ 神田 美穂 (Miho Kanda) Photo @ CODY LOVELAND RACING 
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チョ ー ブ プラ ー ア レー ムシ ャ シー の エン ピエ ー ト 。 サス ペン シ 
ョ ン は コイ ルス プリ ング ・ ダ ン パ ー ユ ニッ ト を 備え た ダブ ル 
ウィ ッシュ ボー ン 。 ブ レー キ は F1 ス タイ ル の 特注 カー ボン フ 
ァ イ バ ー ブ レ ー キ を 採用 し て いる 。 


| 


「 一 般 参 加 者 の な か で 最速 の マシ ン 」 だ が 、 当 然 、 
最大 の 目標 は パイ クス で の 優勝 だ 。 そ の た め 、 
新車 は チュ ー ブ プラー フレ ー ム で 作ら れ 、1200bhp 
を 発揮 する 5.32V8 ツ イン ター ボ エ ン ジン を 搭 
載 す る 。 ポ ル シ ェ か ら 供 給 を 受け た と 噂 され る 
6 速 シ ー ケ ン シ ャ ル ギ ヤ に よる 後 輪 駆動 で 、 車 
重 は 900kg 以 下 だ 。 また 、 パ イク ス で は 空力 が 最 
重要 分 野 と な る た め 、 ボ ディ ワー ク の 最適 化 に 
は 元 F1 エア ロダ イナ ミ シ ス ト が 何人 も 参加 。 
最大 3265kg も の ダウ ン フ ォ ー ス を 発生 する LMP 
スタ イル の 究極 の ボディ が 仕上 が っ た 。 

エン ビエ ー ト ば や も は や ワン オア の マン シン で ほ 
くら で いる 6。 ラ クラ ンド 92 月 ド ル で と 
の モン スタ ー マ シ ン を 顧客 に 販売 する こと に し 
た の だ 。 い ささ か 高額 に 思わ れる か も し れ な い 
が 、 パ イク ス で 優 騰 を 狙え る レベ ル の マシ ン だ 
と 考え れ ば 、 喜 ん で その 大 金 を 出す 人 が いる か 
も し れ な い 。 


オー トス ポー ツ 読 者 の みな さん へ 


日 日 日 回 回 日 for Readers 


回 | rorec 
トミ カリ ミ テ ッ ド ヴィ ン テ ー ジ NEO | 
MAZDA 787B 202 号 車 1 名 様 
1970 年 代 以 降 の 名 車 を ミニ カー に し た トミ 
カリ ミ テ ッ ド ヴィ ン テ ー ジ NEO0。 同 シリ ー 
ズ で 展開 され る JSPC 仕 様 787B を 1 名 様 に 。 


F 二 リ 和 索 の 9 
MAZ ロ A プ 87 日 


マゲ ア ナ 07 DB 研 1 昌 引 1 療 
六 生 本 ス ポー ププ ロト タイ プ カ ー 痢 久 市 事 柏屋 栖 


の 。 mpー 


2021 ホン タダ F1 レプ リカ シャ ツ 

(パフ ォ ー マ ンス ブラ ッ ク ) 2 名 様 
2021 年 の ホン ダ F1 の レプ リカ シャ ツ 。 バッ 
ク に は 大 きく HONDA と ロゴ が 入っ て いる 。 
サイ ズ は XS (欧州 サイ ズ )。 


提供 : 本 田 技研 工業 株 式 会 社 
URL : https://www.honda.co.jp/ 


ハセ ガワ 1/24 ス ケー ル 暫 閥 
ALAXEL MAZDA 767B 
“1992 JSPC" 1 名 様 


1992 年 の JSPC で 活躍 し た ALEXEL 
MAZDA 767B の プラ スチ ッ ク モ デ 田 
ルキ ッ ト 。 スケ ー ル は 1/24 と な っ て 軸 


いる 。 
応募 方法 細め 切り PS っ 
ォ ン ライ ン で も httpS://id.San-ei-corD.CO.jD/top/ 回 本 還 
トコ 


ハガキ に 、 郵 便 番号 、 住 所 、 指 
名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番 号 を 明 
記し 、① 希 望 す る プレ ゼン ト の 
番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た 
記事 と その 理由 、③ 今 号 で お も 
し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、 
〈④ 好 き な カ テ ゴ リ ー、⑤ 好 き な 


2022 年 
7 月 29 日 ( 金 ) 
(当日 消印 有効 

あて 先 


オン ライ ン 応 募 締め 切り : 2022 年 7 月 28 日 ( 木 ) 上 人 で H 
オン ライ ン 応 募 コー ド : as1574 回 39 


PC や スマ ー ト フォ ン か ら ご 応募 され る 方 は 、 弊 社 が 運営 する 『 三 栄 IDJ か ら お 願い いた し ます 。 上 に 
掲載 の OR コー ド も し く は 下記 URL より アク セス いた だ け ま す 。 登録 後 は サイ ト 内 の 指示 に 従っ て 必要 
事項 を ご 入力 くだ さい 。 そ の 際 、 ご 住所 等 は 正確 に ご 入力 いた だ きま す よ う ご 協 力 を お 願い いた し ます 。 


東京 都 新宿 区 西新 宿 6-22-1 
新宿 スク エア タワ ー26F 

(株 ) 三栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 
「1574 号 プレ ゼン ト 」 係 


ドラ イ バ ー、(⑯⑥ 読 者 企画 ( 下 に 掲 
載 ) へ の メッ セー ジ お よび オー 
トス ポー ツ へ の 要望 を お 書き の 
の 235 和久 お OSGSye5S 


@ ス ー パ ーGT 第 2 戦 の 衝撃 的 な 事故 。 そ ん な な か 、 ケ 
ガ を され た 方 も お られ まし た が 大 事 に 至ら ず 胸 を 撫 
CMISX2OW は 222 が 9202 の SINGRSAEE2NOESIUINSS37 ロ 
され た GTA、 関 係 チ ー ム の 周り 方 々 へ の 気遣う コメ 
ント 発信 な ど 、 感 銘 を 受け まし た 。( ユ キト シ さ ん ) 
候 今 号 は 衝撃 的 な 出来 事 に つい て 触れ られ て いま し 
た 。 何事 も な か っ た の が 不思議 な くら い の こ と で し 
た 。 ハイテク シス テム で 事前 に 分 か ら な か っ た の で 
し ょ うか ? ファ ン の ひと り と し て 心配 で あり 、 注 
目 し た いと 思い ます 。 (匿名 希望 さん ) 
田 第 3 戦 の GTA 会 見 で は 坂東 正明 代表 と と も に レー 
ス デ ィ レ クタ ー を 務め る 服部 尚 貴 氏 が 登壇 し て 、 車 
載 映像 放映 も 含め て 事故 経緯 の 分 析 と 、 再 発 防止 策 
に つい て 説明 が な され まし た 。 国 内 レー ス で この よ 
うな 事例 は か つて な く 画 期 的 な こと で し た 。 た だ し 、 
シス テム や 規則 で 完全 な 再発 防止 を 講じ る こと は 難 
し く 、 ド ライ バー の 意識 に 依存 する 部 分 が 多い の は 
事実 で す 。FCY 運 用 な ども 含め て 今後 も 取材 し て い 
きだ どど 思 まず) 

@ い つも オー トス ポー ツ を 愛読 し て いま す 。 き っ か 
は 、1986 年 の 富士 フレ ッシュ マン レー ス 参 戦 。 リ ザ 
ルト に 名 前 が 掲載 され る の を 期待 し な が ら 愛 読 し て 
いま し た 。 数 回 は 掲載 され た か な ? 現在 は 
TOYOTA GAZOO Racing Yaris Cup CVT ク ラス に 
参戦 中 で す 。 JAF 戦 136 戦 参戦 中 で す 。 昨年 は 西日本 
シリ ー ズ 2 位 を 獲得 し まし た 。 3 年 前 に 公務 員 を 退職 
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※ 企 画 穴 / 二 が ー ナ 、 | NES 
人 ペ 條 画 内 容 は 変更 に な る 場合 が ご ざい ます . 


NW AGREENSSORSONS2SSRNISSB 
fromn IR 世 IA 円 記 | IR | 5 | wA | メッ セー ジ 募 集 し ます 


し 退職 金 を 投げ うっ て ヤリ ス を 購入 し まし た 。 ひ と 
り じ ゃ で き な い レー ス を 多く の 仲間 に 助け て も ら っ 
ビン ンー PGIE SN 

(ヤリ ス 100 番 さん ) 
田仲 間 の サポ ー ト が あっ て 、 お 仕事 を 引退 し た 後 も 
ウジ 52CSGCY の OR が 。 うらや まし い 限 り の レ 
ンク フッ ピン 語り 0 で 2 の St ボコ ニ ンス ベク 
ー ト で あり な が ら あ えて CVT ク ラス を 選択 する あ た 
り に も 、 楽 し む ポ イン ト が あり そう で すね 。 ぜ ひ マ 
シン に auto sport ス テッ カー を 貼っ て くだ さい 。 


From READERS の お 題 「 今 シー ズン 私 は こう み 

2 の Oz2S が ピー ニン が 24 と つつ に や by ま 27SS0oK っ の 
お 題 は 「 あ な た の 応援 チー ム 、 ド ライ バー 自慢 |] で 
す 。 ファ ン に な る きっ か け は 入 そ ぞ それぞれ 、- あ な た の 
思い を ぜひ オー トス ポー ツ 誌 面 で 披露 し て くだ さい 。 
プレ ゼン ト 応 募 に メッ セー ジ を 記入 し て いた だ いて 
も けっ こう で すし 、 as-web(https://www.as-web. 
jp) の お 問い 合わ せ フ ォ ー ム か ら も 受け 付け ます 。 ト 
ッ プ ペー ジ 一 番 下 に ある 「 お 問い 合わ せ ]」 を クリ ッ 
ク 、 項 目 と し て 「 オ ー ト スポ ー ツ 本 誌 に つい て 」 を 
選択 し て 、「 お 問い 合わ せ 内 容 」 へ | メッセー ジ 掲 載 
希望 |] と 冒頭 に 書い て くだ さい 。 ま た 匿名 も し く は 
ペン ネー ム 希 望 の 場合 に は 、 そ の 旨 メ ッ セ ー ジ 文 未 
に 書い て くだ さい 。 メ ッ セ ー ジ 採用 の 方 に は オー ト 
グー 
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